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　０　物語はそういうものと決まっている







　馬車は大きな街かい道どうを走っている。

　笛の道リリーロウと呼ばれるそれは、前の前の王の時代に、王都と隣りん接せつした里リー鳴オン領の領内に最初に作られた。そして国家規模の四度の整備を経へて、王都へと続く主要な街道となったのだ。

　この道をずっと行けば王都に着く。他にもいくつか馬車が走っていて、王の住まう都みやこの賑にぎわいが想像できた。

　一年に一度の春迎祭イビターで行われる舞ぶ踏とう会かいは、東の王国だけではなく、《赤い森》を囲む三国にとっても大きな行事だ。特に今年は第一王子の花はな嫁よめ探しが行われるという。女性関係の噂うわさが絶たえない第一王子の婚こん姻いんは、民衆の関心が集まるところだった。

　早苗さなえが幼い頃、まだ王都のあの大きな屋敷に住んでいた頃は、この春迎祭イビターが楽しみで仕方がなかった。

　街中を通るいろいろな国の豪ごう奢しやな馬車に、祭りに向けて飾り立てられる店の様よう子す。そのどれもが彼女の心を躍おどらせた。母が死んだ次の年の春迎祭イビターはさすがに悲しくて街中の様子を楽しむなんてできなかったが、沈む娘を慰なぐさめようと父がいろいろやってくれたのを覚えている。

　屋敷に楽団を呼んだり、使用人全員に春の妖よう精せいの格かつ好こうをさせたりした。屋敷の中は春を寿ことほぐ音楽に満ち、晴れた朝彼女を起こしたのはいつも忙しそうなメイド達ではなく、陽気な春の妖精だった。

　思えば父は、いつも早苗のことを考えてくれていた。

　辛つらい思いをしていないか、悲しくて泣いていないか、そればかりを心配して、早苗がそうして沈んでいると降るようなキスをくれた。あの人はいつもまっすぐな人で、誰だれかを愛するふりなんて絶対にできない人だった。

「……」

　早苗は馬車の揺ゆれに身を任せて目を瞑つぶった。

　昨日きのうはあまり眠れなかったのでせめて馬車の中で寝ようと思ったのに、一向にまぶたは重くならない。

　眠り姫は消えて、白雪姫は攫さらわれた。

　すべては魔女の仕し業わざだ。わかってる。

　第三者が見れば、単純明快な構図だろう。悪い魔女に攫われた姫君を王子様が助けに行こうとしている。王子様が魔女を倒してめでたしめでたしだ。

　物語とは、そういうものと決まっている。

　決まっているのだ。

　でも。

　ああどうか。

「お義か母あ様……」

　灰かぶりシンデレラはぎゅっと目を瞑り、祈るように呟つぶやいた。





[image: ]






　西と南の二人の王子を乗せた馬車は、順調に東の王都へと向かっていた。その途中車輪が外はずれて難なん儀ぎしている様子の馬車に出くわしたのは、里リー鳴オン領の手前にある都ト撰セン領に入ったばかりの時だった。

　太陽は中天にある。予定では今夜にも王都に着くはずであった。

　自分達の馬車を止めるよう御ぎよ者しやに命じた広ひろ兼かねに、王おう伊いは不満げな声を上げた。

「ほうっておけばいいんじゃないの？」

「そういうわけにもいかねぇだろ」

　彼らが乗っているのは東の国の国紋トーラのついた馬車なのだ。つまりこの馬車に乗る者の行動は、そのまま東の王族の評判になる。下へ手たなことはできない。

　本来ならこういう時紳しん士し的な王子様役をこなすのは鳥とり代しろの役目である。けれどあの馬バ鹿カ王子が不在の今、自然そういった役目は広兼にまわってくる。基本的に身内以外に関心が薄い西の国の王伊殿でん下かでは、きっと馬車を止めることさえしなかっただろう。

　車輪が外れて傾いた馬車から降りてきたのは、二人の女性だった。一人はひどく痩やせていて、もう一人は非常にふくよかな体型をしている。ふくよかな方が痩せた方を小さく「お姉様」と呼んだ。姉し妹まいらしい。

　服装は質しつ素そでも豪奢でもなかった。地方のそれなりの家の娘、といったところだろうか。貴族ではないだろう。顔立ちや立ち方に気品はなく、二人とも目が小さく鼻も大きすぎた。馬車の屋根には山ほどの荷物がくくりつけられている。

　痩せている方が口を開くと、広兼は馬車を止めたことを心の隅すみで後こう悔かいした。耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声と、媚こびるような笑い方だった。

「まぁまぁまぁまぁ。とても、助かりますわ。私達は、木トー蓮リアから参りましたの。王宮の舞踏会へ向かうところですのよ。ええ。でも馬車がこんなでは、どうしようかと。あの、ところで、そちらは、もしかして、東の、国紋トーラ？　まさか、まさか王族の方ですか？　まぁ！　まぁそんな。どうしましょう。どうりでええ。気品がおありになると思いましたわ。にじみ出る高貴さとでも申しましょうか。ええもうそういうものが溢あふれ出ていらっしゃいます。まぁまぁ。こんなところで出会えたのも、何かの縁えんと申しましょうか。もしかして、王宮の舞踏会へ向かわれる途中だとか？　あらいやだ。当然ですわよね。そんなこと。王族の方ですもの。本当に偶然ですわ。そんな方に助けていただけるなんて」

「王族といっても傍ぼう流りゆうの末まつ端たんです。昌シヨ土ウド領という小さな領地を任されております」

　広兼は微ほほ笑えみながら言った。王族として最低限の外そと面づらは彼も心得ている。ここで本当の身分を名乗るほど馬鹿でもなかった。

　女性達の乗っていた馬車の車輪は軸じくの部分が完全に壊れてしまったようだった。この場で修理ができるような状態ではない。

「この近くにお知り合いの方はいらっしゃいますか？　もしよろしければそちらまでお送りいたしましょう」

　彼女達もまた舞踏会に行くというのならこちらの馬車に乗せるという選せん択たく肢しもあるのだろうが、この女性達と共に王都までの道程を行くのはごめんだった。あと半日といえど、精神が激しく消しよう耗もうするに違いない。

「知り合いですか？」

　女性は少し残念そうな顔をした。一緒に王宮まで連れて行ってくれることを期待したのだろう。

　するとその時、後ろでずっと黙だまっていた妹が言った。

「お姉さま、私お腹なかがすいたわ」

　同時に彼女の腹が化ばけ物ものの唸うなり声のような大きな音を立ててなった。確かに時刻は昼食時だ。

　姉の方は困ったように妹を振り向くと、小さくため息をついて広兼を見た。

「そうですわね。では、近くまで送っていただけますか？」

「もちろんです」

　広兼は紳士的に請うけ負おった。そしてちらりと壊れた馬車の上の荷物を見る。それを敏びん感かんに読み取った姉が先に言った。

「荷物は後で取りに来させますわ」

　そうしてもらえるとありがたかった。あの荷物を移し替えては、この国紋トーラの入った馬車も無ぶ事じではすまないだろう。

「どちらにお送りしましょう」

「ヤエ商会まで」

　女性が言うと、広兼は思わず素すに戻って目を見開いた。
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『珀はく蓮れん』

　ああ。

　これは夢だ。

『何を泣いているんだ？　こっちへおいで』

　大きな優やさしい手が呼んでいる。

『言ってごらん。お父様はいつでもお前の味み方かただ』

　噓うそよ。

　噓ばっかり。

『愛しているよ』

　それならどうして。

　どうして会いに来てはくれないの？

『私の可か愛わいい小さな姫君』

　小さいままのわたくしを好きだったの？

　幼おさなく無む垢くなままのわたくしだから好きだったの？

『いい子だ』

　もう撫なでてはくれないのね。

　それならそうと言ってくれればよかったの。

　愛していないと。

　お前を見ていたくないと。

　そう言ってくれれば。

『私の可愛い白しら雪ゆき姫ひめ』

　ためらいなくこの顔を焼いたのに。







　１　これは外交問題です







「信じられない。どうしてこういうことになるかな」

　壁かべには目がちかちかするような大きな布が飾られ、不必要に豪ごう奢しやな調ちよう度ど品ひんがそこここに置かれている。焚たかれた香こうは安らぎをもたらすという柑かん橘きつ類るいのもので、それも些いささか匂いがきつすぎた。内装は寝室も変わらず、とても安眠できるような部屋ではない。悪い夢さえ見そうだった。

　そこは都ト撰セン領領主の屋敷であった。

　都撰領の領主は伯はくの爵しやく位いを陛へい下かから賜たまわる由ゆい緒しよある貴族である。ほとんど領地に帰らず王宮にいることが多いため、東の国に遊びに来ることの多いこの二人の王子も見知った人物だ。もちろん本人は今も舞ぶ踏とう会かいの準備のため王宮で雑務に忙ぼう殺さつされているだろう。

　主人の不在中突然現れた西と南の王子に、教育の行き届いたこの屋敷の執しつ事じは嫌いやな顔ひとつすることなく屋敷の中で一番広い部屋をあてがってくれたようだった。

「そう言うなよ」

　広ひろ兼かねが座る椅い子すも濃こい赤の布地に派は手でな金の刺し繡しゆうがされている。艶つややかな木でできた部分には精せい緻ちな彫ほり細ざい工くが施ほどこされていて、この椅子だけで屋敷の衛えい兵へいの家族が一年は暮らしていける価か値ちがあるだろう。

　都撰領の伯爵は快かい活かつな好人物であったが、いかんせん趣味が悪かった。広兼に与えられた隣の部屋も似たようなものらしい。

「本当だったら今頃はもう王宮に着いてるはずだったのに」

　王おう伊いはなおも不平を言った。

　二人の王子は、昼間助けた女性に昼食に誘さそわれた。それを広兼が快かい諾だくしてしまったがために余計な時間を取られ、今日中に王宮に着くのが困難になったのだ。結果的に都撰領で一泊せざるをえない状況になってしまった。

　女性達と昼食を食べている間もずっと、王伊は不ふ機き嫌げんそうだった。

「あーもう」

　盛大にため息をつく。

　広兼は怪け訝げんそうな顔をした。予定が遅れていることは確かだが、それでもこんな様よう子すの友人は珍めずらしい。いつもはもっと無関心で、物事に執しゆう着ちやくしない性タ格チなのに。

「お前疲れてるんじゃねぇの？　馬車でもほとんど寝てただろ」

　西の王子は先ほどからカーテンの閉められた窓の側そばに立ち、窓の手前のでっぱりをこつこつと叩たたいている。眼め鏡がねの向こうの目は細められ、眉み間けんにはずっと皺しわが寄っている。

「んー」

　彼は呻うめいた。

「そうだね。なんだろう。こう、もやもやとする。ひっかかってるんだ。ずっと。何かが」

「夢を見るのか？」

　木トー蓮リアから出たばかりの時はこんな様子ではなかった。馬車の中でうとうととして目覚めるたびに、彼の眉間の皺は深くなっていった気がする。王伊は苛いら立だたしげに首を振った。

「見るよ。見る。目が覚めるたびに、目の前にいるのが君でがっかりするくらい」

　西の王子は夢で彼の恋するひとを見ているらしい。

「そりゃ申し訳ねぇな」

「なんだろう。技のコツを、もう少しで摑つかめるのに摑めないような、そんな感じがずっとしてるんだ」

「お前のその眠り姫に関することか？」

「それ以外で僕がこんなに心揺ゆさぶられると思う？」

　王伊は少しだけ横を向いて自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　昔むかしからそうだ。初めて夢を見て泣いて目覚めたあの日から、西の王子はずっと求めている。

　狂くるったように、恋をしている。

　彼が取り戻した記憶によると、彼の愛したひとはこの世界のどこかで眠りながら彼を待っている。

　約束した二百年という時間は、魔女の魔法の限界だ。永えい遠えんの眠りにつくはずのその魔法は、当時の魔女には荷がかちすぎた。それがその時の破は魔まの一族がもたらした唯ゆい一いつの吉きつ報ぽうだった。

　二百年後に彼女は目覚める。

　それがその時の唯一の希望だったのだ。

「僕は、たぶん何かを見落としてる」

　王伊は言った。彼はこつこつと指を動かすのをやめて、拳こぶしを握にぎり締めた。ぎりりと力を込めるので、血けつ管かんが浮き出てくる。

「頭の中がさっきからぐるぐるする。吐はきたい。気持ち悪い」

　ここにいない誰だれかに縋すがるように、呻くように言った。

　広兼はため息をついた。

「もうお前寝ろよ。俺も部屋に戻る」

　そう言って立ち上がる。明あ日すは少し寝ね坊ぼうしても、日が暮れる前には王宮に着くだろう。もっとも、この派手な部屋でゆっくりと寝られればの話だが。

「うん、おやすみ」

　王伊は声だけで答えた。広兼は、振り返らない王伊の背中をしばらく見てから踵きびすを返した。

　広兼は王伊の屈くつ託たくが自分にどうにかできるものではないのだと承知していた。

　それは、王伊自身が晴らすしかない。それをわかっているから、王伊も広兼に多くを語ろうとはしないのだ。

　特に一国の王族である彼らには、互いにこれ以上は踏み込まないという境界線が確かにあった。だから今広兼が王伊を一人にしようというのは、彼なりの優しさだったのだ。

　扉とびらのノブに手をかけたところで、王伊が小さく呟つぶやく声が聞こえた。

「月は出てるかな」

　広兼ははっとした。

「王伊！」

　カーテンを開けるなと、振り向いて叫さけんだ時はもう遅かった。

　それは、背後に夜よ闇やみを背負って鏡のように室内を反射した窓まど硝がら子すから伸びていた。

　禍まが々まがしい。

　魔女の手だ。あれは。

　闇の塊かたまりのようなそれがぶわりと広がり王伊を搦からめ捕とった瞬間を見て、広兼は舌打ちをした。だからカーテンを開けてはいけなかったのに。

　手近にあった高価そうな陶とう器きの置物をとっさに手に取る。

「王伊、避よけろ！」

　そう叫んで投げた。ああ、くそ。絶対弁べん償しようさせられるぞあれ。

　ガシャン！　と大きな音がした。窓が割れた。

　派手な柄がらのカーテンが揺れる。

「クソ！」

　広兼は悪あく態たいをついた。

　闇が引くと、王伊はもうそこにはいなかった。
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　早苗さなえは大きな屋敷の戸を叩いた。

　扉の手前にある前庭は、木トー蓮リアのそれよりもずっと小さい。ただ木トー蓮リアに植えてあるものと同じ種を持った薔ば薇らが咲いていて、その薔薇が、ここを彼女の家だと教えてくれるようだった。

　太陽はもう落ちて月の支配する時刻になっている。けれど外がい灯とうが明あか々あかと道を照てらし、そこに立ち並ぶ家々もまだ窓に灯あかりを点ともしていた。

　木トー蓮リアとはやはり空気が違った。静かで、夜は喧けん騒そうがすべて地面の下に沈ちん殿でんしてしまったようなあの田舎いなかの雰ふん囲い気きとは異なり、まだそこここで生き物のざわめきの気配がする。こんなざわめきの中では、ここの人が春の到とう来らいに気付くのは、きっと木トー蓮リアの人達よりもずっと遅いだろう。

　王都の、商人の家が立ち並ぶ通りである。貴族の屋敷がある通りよりも外側の、けれど中には貴族の屋敷にも負けないような大きな屋敷さえある。

　周囲を山脈や川に囲まれ孤こ立りつしがちなこの東西南北の四国を支ささえるのが、商人達であった。一番大きいのはトウア座。これは北の国に本社を置いている。ヤエ商会は、四国の中でも七番目に大きな会社だった。

　父がそこまで大きくしたのだ。祖そ父ふが事業を起こした頃は小さな帽ぼう子し屋やでしかなかった店を、国を飛び出すまでに広げた。

　早苗は目の前の屋敷を見上げた。白い石でできた壁と大きな茶色の屋根。早苗がこの屋敷で生まれたのは、父が三十二の時だった。その十一年後に母が死ぬまで、早苗はこの屋敷で過ごした。

　木トー蓮リアに引っ越してからも、父は王都のこの屋敷を売ったりはしなかった。ヤエ商会の本社は王都にあったし、仕事でこちらに来た時はこの屋敷で過ごしていたのだ。早苗もたびたびそれについていった。

　けれどもう長いこと、早苗はこの屋敷を訪れていなかった。父が死んだ際の必要な手続きはすべて文書ですませた。

　もっと、早く来るべきだったのかもしれない。その後も残った使用人達が、屋敷を護まもってくれているのは知っていたのだ。だけど、怖こわかった。耐たえられるはずがないと思った。ここはあまりにも、幸せであった頃の記憶が色濃く残りすぎているから。

　記憶にあるよりも少し小さな扉が内側に開いた。

　扉を開けた女性は、最後に会った時よりもずっと老ふけていた。痩やせた気がする。もう六十近いはずだ。背が高く、昔は怒おこると怖かった。けれど今身長はもう自分と同じくらいだ。自分が大きくなったのだと思った。

　古ぼけた紺こんの服にエプロンをつけた使用人頭がしらの壱いちは、早苗を見てくしゃりと顔を歪ゆがめて笑った。顔の皺が深くなる。

「おかえりなさいませ」

　優しい、母のような声。

「ただいま」

　早苗も笑った。

　この屋敷に、こうして迎えてくれる人がいるというのは、なんて不ふ思し議ぎなんだろうと思った。
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　他の使用人は皆眠ってしまっているようだった。屋敷に泊とまりこんでいる使用人は調理人も含めて数人だ。皆早苗さなえが幼い頃から知っている者のはずだった。

「遅くなってごめんなさい」

　荷物を持った壱いちの後ろを歩きながら、早苗は言った。壱は笑う。

「皆お嬢様がお帰りになると聞いてとても楽しみにしておりました。部屋に下がらせるのに苦労しましたよ」

「林りん灯とうは？」

「ええ、彼と私が一番強情でした。どちらがお嬢様をお迎えするかで口論になりましたが、お客様がいらっしゃったので、この大たい役やくは私が仰おおせつかることになったのです」

　壱は肩越しに早苗を振り向いて悪いた戯ずらっぽく目を細めた。

「お客様？」

「お嬢様。お先にそのお客様のところにお連れしてもよろしいですか？　お疲れとは思いますが、お嬢様がお戻りになられたらすぐお連れするようにと言われております」

　早苗は少し考えるように首を傾かしげたが、すぐにそのお客様が誰か思い当たって微ほほ笑えんだ。主人不在のこの屋敷に、賢けん明めいな使用人頭と執事が迎え入れるような人物などそういない。

「あの方が？」

　廊ろう下かを左に曲がる。右に曲がれば一番奥に早苗の私室がある。左の奥は屋敷に滞たい在ざいする賓ひん客きやくのための部屋だ。普通なら廊下の燭しよく台だいの灯りも消されているはずの時間だった。それらすべてが点されたままなのは、早苗のためだろう。

「葡ぶ萄どう酒しゆも召めし上がらずにお待ちですよ。部屋の内装をご覧らんになって、派手な調度品を贈おくろうとおっしゃるあの方を止めるのが当座の林灯の仕事ですが、果たしてうまくいっているでしょうか」

「まぁ。相変わらずなのね」

「いろいろと、ずいぶん助けていただきました」

「そうね」

　早苗は目を伏せた。

「私が最初にご挨あい拶さつに行かなければいけない方でした。心苦しいわ」

「お嬢様が笑ってくださることが、あの方の幸いだと思います」

　壱は廊下の途中の部屋の前で立ち止まった。倣ならって足を止めた早苗は、顔を上げて目の前の女性を見た。老ろう婆ばという年齢ではない。でも顔の皺は深かった。柔やわらかい燭台の灯りが、彼女の後ろで揺らめいている。

　彼女は、安らいだように微笑んだ。

「それは私達にとっても同じことです」

　早苗は自分が、ひどいことをしたのだと思った。

　この屋敷を残したのは父の遺ゆい言ごんだった。けれど父が死んだ後一度もこの屋敷を訪れず、木トー蓮リアに籠こもった。屋敷に残った使用人達は、どんなにか不安だっただろう。

　早苗は唇くちびるを嚙かんだ。

「ごめんなさい。本当に」

　その時、彼女達が立ち止まった部屋の中から何やらどすんという音がして、部屋の扉が開かれた。

「立ち話はまた今度にしないか？」

　降ってきたのは低いバリトンだった。耳が震ふるえるような甘い声だ。声の主ぬしを振り向いた早苗は、思わず顔をほころばせた。

「小お父じ様」

　銀にも見える灰はい色いろの双そう眸ぼう。口元の黒い髭ひげがとても似合っている。この人は今年で五十六になるはずだ。年を経へても衰おとろえぬ闊かつ達たつさは、彼を一層魅力的に見せている。

　父の友人。都ト撰セン領の伯爵様。快活で優しい、派手好きな小父様。

「やぁ早苗」

　彼は両手を広げると、がばりと早苗を抱きしめた。懐なつかしい香りが彼女を包み込む。

「おかえり」

　優しくそうささやかれると、早苗は目を瞬またたかせた。

　彼はすぐ顔だけ離して腕うでの中の金きん髪ぱつの娘に微笑んだ。

「再会の口付けはしてくれないのか？」

　そんな冗じよう談だんも、昔と変わらない。

　お父様が生きてらした頃と。

　たぶん、この感覚が、早苗が恐れていたものだった。失ったはずのものの残のこり香がが強すぎて、自分はきっと壊れてしまう。そう思っていた。

　けれどそうはならなかった。

　ただ、伯爵が触れているところから温かい優しさが早苗の中に広がって、自然に目め頭がしらが熱くなった。それは、広兼に抱きしめられた時とは違う。心臓が破は裂れつするかと思ったあの苛か烈れつさとは違った。

　心が溶とけ出してしまうようだ。だってこの人は、お父様と同じ匂いがする。あの優しい時間に、包まれているような気分になる。

　それは、まったく、恐れるべきものなんかではなかった。

　早苗は目の前の人の背中に手を回した。温かい、大きな背中。

「小父様」

　自然と、頰ほおを涙が伝う。

　それは、父が死んでから、早苗が誰かに縋り付いて流す初めての涙だった。

「小父様」

　消えてなくなってしまいそうな早苗の声さえも、包み込むように彼はもう一度言った。

「おかえり早苗」

「ずるいです、黄き臣おみ様」

　部屋の中から悲ひ鳴めいのような声がした。

「あなたはお客様なんですよ。扉を開けるのは僕の役目なのに、僕を押しのけて扉を開けるなんて！」

　子供のように不満を口にするのは、部屋の中でなぜか尻しり餅もちをついた黒くろ髪かみの執事。眼鏡をかけているが、格かつ好こうだけだ。本当は裸ら眼がんでも見えるらしい。年は確か三十後半だったろうか。その若さで屋敷のすべてを任せられるほどに腕はいいが、いささか言動は子供っぽかった。彼は早苗と目が会うと目を吊つり上げて怒った。

「ああっ。黄臣様、なにお嬢様を泣かしてるんですか！」

「林灯」

　早苗は自然に顔をほころばせた。

　すると顎あごをくいと摑まれて、自分を抱きしめる人の方を向かされた。彼はその大きな手のひらで、涙で濡ぬれる早苗の頰を包み込む。林灯がああっ何してんですか！　とまた声を上げたが、次の瞬間には部屋に入った壱に頭をはたかれて痛いと呻いた。
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「大きくなったな」

「ここ数年は、変わっていません」

　最後に会ったのは父が死んですぐだ。父の友人だった伯爵は、一度木トー蓮リアの町を訪れた。

「あの時は泣かなかった」

　気が張っていた。誰がどんなふうに気遣ってくれても、泣くわけにはいかないと思っていた。それでもやっぱり我が慢まんができずに一人で泣いていて茨いばら姫ひめが現れた時も、抱きしめてくれた彼女に取り縋ったりはしなかった。

　自分がしっかりしなくてはとずっと思っていたからだ。

　義あ姉ね達を、護らなくてはと。

「緩ゆるんだか」

　言われて、なぜか南の王子の顔が思い浮かんだ。早苗は微笑んだ。

「はい」

「いい顔だ」

　伯爵はにやりと歯を見せて笑った。

「よく戻ったな」

　彼は早苗の手を取って室内に招き入れた。林灯が壱から早苗の荷物を受け取り、壱は紅茶を淹いれなおすために部屋を辞した。

　部屋の中央にあるソファに二人は向かい合って座った。早苗はまず頭を下げた。

「本当なら、小父様に最初にご挨拶に伺うべきでした」

「知らせは届いていた。ここに住むのか？」

「いいえ」

「それでもいい。お前には才能がある。残念ながら、そういう意味ではお前の義姉達には力が足りなかった」

「頑がん張ばってくださいました」

　早苗は優しく目を細めた。

「あれらなりに、お前を護ろうとしたのだろうな」

「私には、幸せな結婚をして欲しいと」

　伯爵は頰ほお杖づえをついて足を組んだ。

「お前にはメイドの真ま似ね事ごとをさせているらしいではないか」

「使用人に暇ひまを出したのは私です。会社はうまくいっていませんでしたから」

「お前を社交界に連れて行こうとはしなかった」

「最初は一緒に行っていました。けれど、その、そこで知り合った方が、町にまでやってきて」

「お前の外見は珍しいからな。好こう色しよくな貴族のお坊ぼつちゃまの遊び相手には都つ合ごうがいいかもしれん」

「お義ね姉え様はすぐ追い返してくださいました。それからは、自分達がまず結婚して、いい縁えん談だんを探してやると」

「過か保ほ護ごだな」

　伯爵はくっく、と笑った。

「よく、お前が会社を継つぐことを了解したものだ」

「愚おろかな方ではございません。このままでは会社が立たち行ゆかないことを理解しておいででした。その代わり、今回の舞踏会で、お義姉様のどちらかが商才のあるどなたかをお相手として見つけられたら、当主の座はすぐに明け渡すと約束をしました」

　だから、義あ姉ね達はあんなにも舞踏会に向けて努力していたのだ。

　伊い央おは信じようとはしないけれども、早苗が義姉達を優しい人なのだと言うのは、真実だからだ。あの優しい少年は彼女が良心から義姉達をかばっているのだと思っているが、そうではない。何かに物事を歪んで見てしまうほど、早苗は感情的な性格ではない。

　父が死んでから、会社の業績は落ち込んでいくばかりだった。義姉達に商才はない。もともとそういう教育を受けていないからだ。

　舞踏会の招待状が届く少し前に、早苗は自分が会社を継ぐことを義姉達に言った。

　もう幹部会の了承は得ている。会社を立て直さなければ、何百人という社員が路ろ頭とうに迷い、木トー蓮リアのあの屋敷も売らなければいけなくなる。そういう瀬せ戸と際ぎわに来ていた。

　義姉達は、早苗が次の当主となることを、決して快こころよく了承しなかった。

『あんたは愚ぐ図ずなんだから、そうやって庭をいじって、家事をして、結婚して子供を育てて、穏おだやかに暮らしていくのが似合ってる。会社なんて面めん倒どうなものは、もっと他の誰かに任せればいいのよ』

　そう言って、舞踏会の招待状が来た時はここできっと結婚相手を見つけてみせると息巻いていた。そして早苗には女性として人並みの幸せを摑ませたいのだと。

　そういう、優しい人達なのだ。何度もいろいろな社交場に赴おもむき結婚相手を探しているのも、自分達に仕事をする才能がないとわかっているからだ。義姉達は義姉達なりに、父が残した会社をなんとか存続させようと頑張っていた。

　彼女達は、その言い様ざまで誤解されやすいが、本当はちゃんと早苗を愛してくれている。その事実が、どんなにか自分を救ってくれたか知れない。

　父が死んだ後、義姉達の愛情が、自分は一人ではないのだと気付かせてくれた。

　一人ではないのだと。

「早苗、明日は時間をあけてあるな？」

　伯爵は泰たい然ぜんとソファに腰掛け、まるで彼自身がこの屋敷の主あるじであるかのように振ふる舞まっている。仕事が忙しくてなかなか自分の領地に帰れない彼にとって、親友である父がいたこの屋敷はもう一つの家のようなものだったのかもしれない。

「明日はドレスを買いに行こう。ヤエ商会の当主の初のお披ひ露ろ目めだ。地じ味みな格好をしていてはなめられるぞ」

「黄臣様。あなたの選ぶドレスをお嬢様にお召しいただくわけにはいきませんよ」

　伯爵の発言に、たまらず扉の側に控ひかえていた林灯が声を上げた。扉からは遠い方のソファに座った伯爵が、うるさげに執事を見る。

「どういう意味だ」

「どういう意味かわからないとは言わせませんよ。お嬢様にお似合いになるのは清せい楚そで柔らかで春の花のような優しいドレスです。黄臣様のどぎついセンスでお嬢様のドレスを選んでいただくわけにはいきません」

　伯爵はさすがに不ふ愉ゆ快かいげに顔をしかめる。王宮でそれなりの地位を占しめる彼のセンスが悪いと面と向かって指摘するのは、生なま意い気きな南の国の末の王子とこの執事くらいのものだった。君くん主しゆであり友人でもある東の王は彼が身につけるものだけは使用人に選んでもらえと言うだけで、他は口出しをしない。面おも白しろがっているのかもしれない。

「失礼だな。早苗に似合うものくらい私にもわかっている」

「ではどんな色のものをお考えか今お聞かせください」

「濃いピンク」

「ぜっっっったい駄だ目めです!!」

「小父様が選んでくださったものでしたら私はどんなものでも嬉うれしいわ」

　早苗はにこにこと笑いながら言った。

「お嬢様！」

　林灯が悲鳴のような声を上げる。彼は主人に縋すがり付いた。

「そんな。駄目です。お嬢様に派手なピンクなんて。淡あわい桃色ならまだしも、濃いピンクなんて！」

「斬きって捨てるぞお前」

　伯爵が笑顔のままそう言った時、扉が開いて壱が入ってきた。

「なんですか騒さわがしい」

　片方の手で器用にお盆ぼんを持って扉を閉める。お盆の上には二組のカップとポット、それにクッキーがのっていた。

　彼女は早苗達が座るソファの間のテーブルの横に跪ひざまずいて茶器の準備をする。威い厳げんある使用人頭は早苗に縋り付く執事を軽く睨にらんだ。

「林灯」

「だって壱さん、黄臣様がお嬢様に濃いピンクのドレスを着せようとするんです！」

「黄臣様」

　壱は小さくため息をつくと、今度は伯爵をまっすぐ見み据すえて言った。

「お嬢様の舞踏会のドレスのことでしたらご心配には及びません。今け朝さお嬢様宛あてにドレスから靴くつまで一式贈おくり物がございましたので」

「なんだって！」

「なんだと？」

　執事と伯爵が同時に言った。

「まぁ。本当？」

　これは早苗だ。

「どなたからかしら？」

　手を休めない使用人頭の持つポットから淡い黄色のお茶がとぽとぽと注そそがれる。一瞬緊張したその場を柔らかくする香りが嗅きゆう覚かくを刺激した。菩提樹リンデン。気分をリラックスさせてくれるハーブティーだ。

「お名前もメッセージもございませんでした。ただドレスはお嬢様の眼めと同じ淡い空色で、靴は硝子の欠片かけらが散りばめられた綺き麗れいなお品でしたよ。明るい色の髪飾りもございました」

「そんな怪あやしげなものを早苗に着せるつもりか？」

　伯爵があからさまに眉間に皺を寄せて咎とがめる口調で言う。

「そんなものが来ていたなんて、僕は聞いてません！」

　執事は憤ふん慨がいした。

「質のいい布地でしたので、かなりの身分の方からだと思います。お嬢様をよくご存知の、好意を持っている方だと推すい察さついたしました。お嬢様。もしお心当たりがなければ処分いたしましょうか？」

　使用人頭がそう言うと、早苗ははっとして少し顔を赤くした。早苗のその反応に顔色を変えたのはその場にいた二人の男だ。

「ちょっと待て。お前、まさかもうそういう男が」

「お嬢様！　そんな！　私達に黙だまってそんなふしだらな！」

「あ、ええと。待って。壱。処分の必要はありません。明後日あさつてはそれを着て行くわ」

「早苗！」

「お嬢様！」

　二人が詰め寄る。早苗は両手を上げて二人を押しとどめた。

「大丈夫よ。心配することはありません。二人とも。安心して？」

　首を傾げて微笑む。これは彼女の武器だ。執事は早苗にそんなふうに微笑まれると何も言えなくなるし、快活な伯爵も彼女の笑顔には弱かった。

「小父様。明日は、私、一度会社に顔を出しに行こうと思います。もしよろしければ、その時お食事をご一緒していただけませんか？」

「早苗、いいか、明後日のエスコートは私がする」

　伯爵は早苗の言葉を無視して釘くぎをさした。

「お前に近づく男は、私がよく見み極きわめる。身分のある男なら、なおさら油断できんからな」

「黄臣様。僕は今ほどあなたを頼れる存在だと思ったことはございません」

　林灯は目を輝かせて伯爵を見た。早苗は少し困ったように笑った。

「お義姉様達がもう一組、ここにいらっしゃるみたいだわ」

「お前を大切に思っているのだよ」

「ええ、本当に。私はとても、恵まれています」

　そう言って、彼女は目を伏せた。

　それは間違いがないことだった。

　この金色の髪と青い眼でどんなに異い端たん視しされていても、自分はいつも大切にされていた。愛してくれている人がいた。そう確信できるということが、どんな奇き跡せきか知っていた。

「小父様」

　早苗は伯爵をまっすぐに見た。

「お父様は、お義か母あ様を、愛していらっしゃったのでしょうか」

　突然話を変えた早苗に、伯爵は目を細めた。

「それはお前を産んだ母ではなく、あの、木トー蓮リアの女のことか」

　黄臣伯爵は父の再婚に反対していた。身元の怪しい美しい義母を、信用できないと言っていた。父はそんな親友の反対を押し切ってあの人と結婚したのだ。

「そうです」

「なぜそんなことを聞く？」

　なぜ？

「小父様。人は、一人でも生きられると思われますか？」

　それは珀はく蓮れんにもした問いだった。

　生きられると、あの時彼女は答えたけれど、その声が悲鳴のように早苗には聞こえた。

「私は、証明したいのです。小父様」

　何を、とは伯爵は聞かなかった。早苗の青い目がまっすぐに伯爵を見ている。

　甘い香りがした。

　優しく、いつくしむような菩提樹リンデンの香りだ。
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　もっと警けい戒かいしてしかるべきだった。

　彼が挑ちよう発はつしたことで、北の王おう妃ひがなんらかの動きを見せる可能性はあった。しかしこんなにも早く、そして大だい胆たんな方法で仕掛けてくるとは思わなかったのだ。

　それは北の王妃と南の二人の妃きさきを迎えた昼食の後だった。

　皆で食堂を出た。一応警戒はしていたので、鳥とり代しろは北の王妃を常つねに視界に入れ、最後に退席した。

　廊下の前方では、自分の両親である東の王と王妃と、北の王妃が親したしげに話している。その後ろを、智ち莢さやと南の二人の妃が話しながら歩いていた。

　南の二人の妃は王妃と第五妃だ。つまり国王の一人目の妻と五人目の妻。南の国からは毎年妃が数人連れ立って舞踏会に出席するが、全員の仲がいい。東の国では考えられないことだ。父王が側室の「そ」の字でも口に出そうものなら離り婚こんの危機になるに違いない。

　食事になんらかの方法で毒どくが混ぜられている可能性もあったので、鳥代は事前に毒消しを飲んでいた。その効果か、もともと毒など盛られていなかったのか、体調に異常はなかった。

　廊下は少し先で曲がっていて、最初に東の王と王妃、北の王妃がそこを曲がり、続いて南の二人の妃と智莢も角を曲がって鳥代の視界から消えた。

　少し気が緩んでいたのは事実だった。

　彼が角を曲がった時、そこには漆しつ黒こくの闇があった。

　しまったと思った瞬間にはもう、意識を失っていたのだ。目が覚めた時鳥代は自分がどこにいるのかわからなかった。

　薄暗い。視界が揺れているように感じたのは、光源が揺れているせいだと気付いた。壁の高いところに火が灯ともされている。部屋の広さにしては灯りが少なすぎるのだろう、室内は薄暗かった。

　彼は時間をかけて状況を把は握あくした。壁も床もむき出しの石でできていて、ひどく冷たい。ぬるりとした感触もした。苔こけが生はえているのだ。籠った匂いがする。古い倉庫の匂いだ。壁が緩い弧こを描えがいているので、この部屋が円えん柱ちゆうのような形をしているのがすぐにわかった。天てん井じようが高い。壁かべ際ぎわに三、四段程度の階段があって、その先に木でできた扉があった。

　じゃらりという音がして鳥代は舌打ちをした。両手が鎖くさりで繋つながれている。鎖の先には鉄球があって動かそうと試こころみたが、それは噓うそのように重くてぴくりとも動かせなかった。

　牢ろうだ。ここは。しかも彼の家ではない。

　時間がわからなかった。けれどひどく長いこと気を失っていた気がする。夜だろうか。

　予定通りなら、今日中に広ひろ兼かねと王おう伊いが王宮に着いているはずである。自分がこうなってしまった以上、あの二人の身も安全だとは思わない方がいいかもしれない。広兼に怒られそうだ。鳥代は嘆たん息そくした。

　なんの前触れもなく木の扉が開いて明るい光が差した。東の王子は口の中で呻いた。

　現れた北の王妃、いや、魔女は嫣えん然ぜんと微笑んでいた。夜の海のようにどこまでも暗い双眸を細め、淡い色の扇せん子すを広げて口の下にあてている。赤い色の胸元があいたドレスは、彼女しか着こなせそうにないくらい毒々しかった。

「あら、もう目を覚ましていたのね」

　鳥代はわざと居い住ずまいを正して言った。

「北の妃ひ殿でん下か。これは外交問題です」

「まぁ」

　魔女は扇子を閉じて笑った。

「あたしが、そんなこと気にするとでも？」

　魔女はゆっくりと歩を進めて鳥代の方へ近付く。鳥代は鎖を鳴らした。

「大丈夫よ。東の第一王子殿下は、花嫁探しの舞踏会を前に貧まずしい孤こ児じの娘と駆かけ落おちしたの。ロマンチックでしょう？」

　そういった書き置きでも捏ねつ造ぞうしてあるのだろう。陳ちん腐ぷなシナリオだ。

「あなたは狂っている」

「それが魔女よ」

　魔女は気分を害した様子ではなかった。むしろ面白い余よ興きようを前にしたように楽しそうだった。

「この数百年間、あたしにそんなふうにはむかってきた人間が今までいなかったと思う？　その人間達はどうなったと思う？　本当に、あんた達って馬ば鹿かね。愚おろかで、無む知ち。愚ぐ鈍どんよね。信じられない。そのくせすごく生意気だわ。あの女なんかそう」

　この時だけ、魔女は不愉快そうに目を細めた。

「人間のくせに、あたしより綺麗だなんてありえないわ」

　魔女は大げさに両手を広げた。

「面倒くさい魔女のルールさえなければ、本当はあの髪も顔も魔法で焼いてしまいたかった」

　艶あでやかな黒髪。新しん雪せつのように白い肌はだ。

　焼いてしまいたかったと、本当は誰よりもそう思っていたのはあの女だ。

「存在自体が間違ってるのよ」

　王宮の奥の白雪姫。

「いない方がいいのよ。それが正しいの」

「黙れ」

　出た声が、自分のものとは思えなかった。

「それ以上言うと、その舌をねじ切る」

　鳥代は怒りで眩暈めまいがした。

　今、この鎖が千ち切ぎれ飛ばないことが不思議で仕方がない。

　なぜだ。

　今、絶対に、何があっても、言ってはならないことを口にしたこの目の前の魔女に触れることもできないなんて、そんなことがあるか。

　いない方がいいと。

『生きている意味？』

　あの夜、そう笑った、あの女に、口にするなんて。

　許されるなんてことがあるか。

「殺す？」

　魔女は目を見開いた。

「まぁ。あんたが、あたしを殺す？」

　次ついで、魔女はきゃーと声を上げて笑った。鳥代の口の中に血の味が広がる。歯を食いしばりすぎて歯が砕くだけてしまいそうだ。金属が手首に食い込む。

　時間をかけて笑いをおさめた魔女は、もう一度扇子を広げると、それで口元を隠してまた美しく笑った。

「面白いわね」

　魔女は言った。

「とても面白かったから、ご褒ほう美びをあげるわ。楽しんでね王子殿下」

　次の瞬間、魔女は消えた。

「待て！」

　鳥代は叫んだ。ばきりとひどい音がして木の扉がはじけとんだ。木こっ端ぱが頰を掠かすめ、爆ばく風ふうで彼は目を細めた。

　それは、身をかがめて窮きゆう屈くつそうに室内に入ってきた。現れたのは、一瞬人間かと思ったが二足歩行の毛だらけの生き物だった。耳は犬のようで、腕の部分が鱗うろこに覆おおわれている。目が赤く、獰どう猛もうな歯を見せて唸うなった。その唸り声はまるで地獄の底から聞こえてくるようだった。影が鳥代を覆う。

　でかい。魔法生物モンスターだ。初めて見た。

　頭に上っていた血が一瞬で下がった。

　彼は両手を挙げた。

「ごめんなさい。待ってください」

　鳥代は言い直した。

　魔法生物モンスターが咆ほう哮こうを上げた。
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　記憶は奔ほん流りゆうのように蘇よみがえってきていた。馬車の中でまどろむたびに、それを待っていたかのように記憶が押し寄せてくる。

　それは断だん片ぺん的てきで、たまに悪夢に変わった。彼女が魔法の眠りに落ちてしまった後の記憶だ。

　声をかけても、彼女は答えない。眠ったまま、微笑まない。ただ息をしているということだけが救いだったが、それであの絶望感が薄まることはなかった。

　新しら祢ね、と何度声をかけただろう。眠る彼女に、泣きながら、何度無ぶ様ざまに取り縋っただろう。そのたびに押さえがたい怒りが湧わき上がるのは止められなかった。

　あの、魔女。

　無む垢くな彼女に魔法をかけた魔女。目の前にいたら八やつ裂ざきにしていた。何度でも、怨えん嗟さの言葉を吐いた。ものを破は壊かいして暴れた。するとふいにひどい無力感に襲おそわれる。

　そこで、目覚める。

　目の前にいるのは眠る彼女ではなく、幼おさな馴な染じみである南の国の友人で、王おう伊い自身がいるのは馬車の中だった。夢だったのだと気付くたびに、苛いら立だちが募つのった。

　彼は、王宮に向かっていた。

　魔女であるという北の王妃が、二百年前に彼女を眠らせた魔女のことを何か知らないかと思ったからだ。

　馬車に乗って木トー蓮リアを発たった時は、幾いく分ぶん気持ちは浮き足立っていた。彼女の手がかりが少しなりとも得られるかもしれないと思っていたからだ。だが馬車の中でまどろみ目覚めるたびに、違うのだと頭の中で警けい鐘しようが鳴るようだった。

　何が違う？

　そう自問する。けれど何者も答えない。

　何が違う？

　彼のその苛立ちは、夜になってもおさまらなかった。都ト撰セン領に留とどまることになったのも、苛立ちに拍はく車しやをかけた。早く王都に行かなければと、彼の中の何かが急せき立てている。それが何かわからないのがまた苛立たしい。

　本当なら剣を持って暴れてやりたいが、それを抑え込んでいる。広ひろ兼かねが心配しているような様子を見せるが、それに配はい慮りよする余裕さえもなかった。寝ろと言われてうんと答えたが、眠れるわけがないと心の中で思っていた。

　安らかに眠れるわけがない。

　眠れば彼女に会える。自分が護りきれなかったひと。彼女は屈くつ託たくなく微笑む。その微笑みさえも、いずれは失われる。

　それでは悪夢と同じだ。

「月は出てるかな」

　ふいに夜よ風かぜに当たりたくなった。別に月を見たいわけではない。呟いた言葉に意味はないのだ。少しでも違うことを考えて苛立ちを抑えたかった。

　派手なカーテンに手をかけて開けたのと、「王伊！」と広兼が叫んだのは同時だった気がする。

　とたん夜の闇が窓から滲にじみ出してきて、王伊を取り込もうとぶわりと手を伸ばしてきた。

　それは冷たく、絶望のように果てがなかったが、王伊が背筋を粟あわ立だたせたのは目の前に現れた女を見たからだった。

　その女は窓の向こうの闇の中にいた。

　笑っている。

　いやらしく、赤い唇を上げて。黒髪は夜よ闇やみと同化し、白いその肌が浮かび上がっている。

　魔女だ。

　魔女。

　その瞬間、頭の中で何かがはじけるようだった。

　心臓が燃えるかと思った。顔がかっと熱くなった。目が吊つり上がる。

　そうだ。どうして気付かなかった、この女だ。

　警鐘が頭の中で何度も響ひびいた。側にあった武器に手を伸ばしたのは怒りのままの無意識の行動だ。もしあの黒い塊に引き込まれるのがあと一瞬遅かったら、王伊は鞘さやも抜かないまま手に持った剣で窓を破は砕さいしていたかもしれない。

　この女だ。何度も会っていたではないか。北の王妃。

　この女こそが、僕から奪った。

　あのひとを眠りに突き落として、あのひとを孤こ独どくに置き去りにした。

　魔女、お前が。

　僕からあのひとを奪った。

　怒りで頭の中が真っ白になった。

　彼は、剣を振るった。
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「おおう！」

　鳥とり代しろは声を上げて横に飛んだ。一瞬前まで彼がいた場所に魔法生物モンスターの拳が飛んできて、石でできた壁が砕けた。

　飛んでくる石の欠片を避けることまではできずにもはや全身は傷だらけだ。両手はいまだ鎖に繋がれているが、その先に鉄球はない。獣けものの最初の一撃で粉ふん砕さいされてしまったのだ。もし避けていなかったら粉々になっていたのは自分だっただろう。

　この中が狭いせいで、相手が思うように動けないようなのが幸いだった。隙すきを見てあの粉砕された扉から逃げればいいのだ。いいのだが、それがなかなかできない。

　もう、かなりの時間こうして逃げ回っている。いい加減体力も限界だった。

「やーもー無理だってー」

　壁に背をつけ、魔法生物モンスターからにじりにじりと距離を取りながら鳥代は口元をひきつらせて言った。

「怖い。すっごい怖い。何あの目。超ちよう獣けもの。獰猛。残ざん酷こくそう。俺捕まったら絶対頭からばりばり食われる。やめておいた方がいいよ。俺美お味いしくないと思うよ？」

　気を紛まぎらわすために笑いかけてみるが、目の前の彼は目を吊り上げて怒っているように見える。獰猛そうな歯と真っ赤な歯は茎ぐきをむき出しにして低く唸る。

「なに？　なんで怒ってるの？　俺何かしたかなーもーやだ本当にこれ俺の役割じゃないし」

　こういうピンチな状況を喜ぶのは西の王子だ。戦闘馬鹿の奴なら舌なめずりして喜ぶだろう。はっはっは、俺の剣の錆さびにしてやるぜ、くらい言うんじゃないだろうか。いや言わないか。

　両手には手首からぶらさがった鎖の端を握っている。こうしないとふいに動いた時鎖が身体からだに当たって痛いからだ。手に汗がにじむ。今絶対手のひらはかなり鉄臭いことになっているだろう。

　忍にん耐たい力りよくが極端に低そうな目の前の魔法生物モンスターは、今にも襲い掛かってきそうな体勢でこちらににじり寄ってくる。鳥代はそれと距離を一定に保ちながら自分も横に移動した。足元は悪い。魔法生物モンスターががんがん殴なぐって石の床を開かい墾こんしていっているからだ。馬鹿力め。口の中で悪態をつく。

　そんな王子にはあるまじき品のない悪態をついてしまったからかもしれない。

　ガラッという音がして、鳥代が次の足場にしようとしていた石の塊が少しだけ崩くずれた。体勢を崩す。

「あ」

　まずい。と思った時にはもう目の前の獣が唸り声を上げながら鱗で覆われた硬そうな腕を振り上げていた。

　死ぬ。

　自分に向かって振り下ろされようとするその腕を目を見開いて見ながら、鳥代はそう思った。まさかこんなところで死ぬのか俺。やり残したことがありすぎる。まだ世界中の美女に会ってさえいないのに。

　救世主が現れたのは、東の王子が絶望感に襲われたその時だった。

　ガンという大きな音がした。

　鳥代は何が起こったのか理解できなかった。目の前で起きたことはひどくゆっくりと展開されたが、きっと実際はほんの瞬まばたきの間だったのだろう。我に返ったのは、カシャンと何かが落ちた音がしたからだ。目だけで確認すると、眼鏡に見えた。次の瞬間、獣はぐりんと白しろ目めをむいて、どーんと大きな音を立ててその場に昏こん倒とうした。魔法生物モンスターも、自分に何が起きたのかまったく理解できなかっただろう。けれど鳥代は見ていた。

　突然空中に現れた何者かが、手に持ったもので魔法生物モンスターの側頭部を強打したのだ。あの音は痛い。絶対痛い。

　その何者かはそのまま落下し、けれど無様に尻餅をつくことなく身軽な動作で足場の悪い床に着地した。鳥代には背を向けている彼は、腕に大きく長細い包みを持っていた。近くに銀ぎん縁ぶちの眼鏡が落ちている。先ほどの痛そうな音の原因はその長細い包みだということに鳥代は気付いた。

　薄汚れた布に包まれたそれは剣だ。刃は渡わたりが身体の半分ほどもある大剣。

　戦闘馬鹿、西の第二王子の得物。

「王おう伊い」

　鳥代はこれまでにないくらいの万ばん感かんの思いを込めて友人の名を呼んだ。

「俺の救世主――！」

　彼は友人に駆け寄った。が、殺気を感じて咄とつ嗟さに身をひねった。

　鳥代の身体の一寸先を布に包まれたままの王伊の大剣がよぎった。

　西の王子は落ちたばかりの不自然な体勢のまま剣を振り回し、背後から襲ってきた敵を牽けん制せいしたのだ。鳥代に対たい峙じした彼は、灰色の目を細めている。

「眼鏡をかけろ！」

　鳥代は悲鳴を上げた。

「……鳥代？」

　王伊は疑わしそうに言った。

「こんな美び声せいの持ち主ぬしが他にいてたまるか」

「……僕の眼鏡は？」

　王伊は剣を下ろして周りを見渡した。彼のすぐ近くに魔法生物モンスターが昏倒しているというのに何も反応しないくらい何も見えていないようだ。

　鳥代はため息をつくと、剣は振り回すなよ、と釘をさしてから王伊の近くまで歩いて眼鏡を拾ってやった。

「うわ、何これ」

　眼鏡をかけた王伊は魔法生物モンスターを見ると小さくそう言って身をひいた。

「うわ、何それって思うくらい反応ちっさいなお前」

　鳥代はなんだか自分が馬鹿みたいに思えた。

「ここどこ。何この惨さん状じよう」

「なんでもいいからここを出るぞ」

　鳥代は瓦が礫れきの山となった牢を横切ると、いまやドア枠わくだけになったかつての出入り口をくぐった。

　その向こうにはすぐ上へ上がる階段があった。狭さにもかかわらず階段に損そん傷しようがない。あの魔法生物モンスターは扉のすぐ外に魔法で出現したのだろう。

　ここの方が明るかった。牢の中の火が魔法生物モンスターとの乱闘によって消えてからも室内がよく見えたのは、ここの明るさのせいだ。壁には等とう間かん隔かくで灯りが点してあった。

　階段は螺ら旋せんを描いていた。壁はすべて石でできているようだ。苔が生えてきていて、その古さがうかがえた。塔とうのようなものだろうか。先が見えない。空気がねっとりと湿しめっている。

　鳥代はため息をついた。

　彼のすぐ横を風が通った。

　後ろ姿が見えたのでそれが王伊だとすぐにわかった。背負った剣は、その無ぶ骨こつな鞘が露あらわになっている。布を取ったのだ。

「おい！」

　突然自分を追い抜いて階段を駆け上り始めた友人に鳥代は声を上げた。

「後ろ！」

　王伊が叫んだので鳥代は背後を見た。一瞬の間を置いて、さーっと青ざめる。そして自らも前を向き、床を蹴けった。

　背後で轟ごう音おんが聞こえた。

「お前、その剣は飾りか!!」

　鳥代は前を走る友人に言った。

「こんな狭い所であんなの相手にしてられないよ！」

　王伊が叫び返した。ものすごい音が後ろから近付いてくる。怒り狂った魔法生物モンスターが階段を駆け上っている。

　まるで永遠に続くかと思われた螺旋階段は、しばらくすると終わりが見えた。

　突き当たりに扉がある。木でできている。

「王伊！」

「わかってる！」

　彼は背の剣を頭上に向かって抜いた。もう階段が続いていないので、天井が高いのは幸いだった。彼の剣は、狭いところで戦うのに適していないのだ。

　轟音はまだ近付いてくる。この塔が壊れないのが不思議だ。彼は扉に向かって剣を振るった。木でできたその扉は、王伊の豪剣の前であっけなく壊れた。

　二人は扉の向こうに飛び込むと、すばやく周囲を見渡した。

　期待はまったく外はずれていた。

　そこは小部屋だった。物置のように小さな部屋だ。しかも暗い。窓も灯りもないようだった。目が慣れてこないと何も見えない。

「誰が扉を壊せって言った！　鍵かぎが開いてないか確かめろって言ったんだ！」

　鳥代は怒ど鳴なった。

「壊した方が早いでしょ！」

「あの化け物の進路を阻はばむものが何もなくなったじゃねぇか！」

「あんな木の扉であの魔法生物モンスターの進路を阻めると思ってるの？」

　もっともだった。鳥代はうぐ、と黙り込んだ。

　目が慣れてくるにつれて階段から漏れる灯りだけで小部屋の様子が見えてくる。

　そこもまた石造りのようだった。広さは鳥代の私室の半分ほど。部屋の形はやはり円柱形で、雑ざつ多たにいろいろなものが置いてある。樽たるや脚の壊れた机、海の底に沈んでいそうな宝箱、古そうな人形。

　扉のようなものはどこにも見えない。

　その時、王伊は一瞬、この場所に既き視し感かんを覚えた。前にこの場所を見たことがあるような感覚。こんな場所に来たことがあるはずがないのに。

　その困こん惑わくは、鳥代の悲鳴のような叫び声ですぐに打ち破られた。

「行き止まり!?　噓だろ！」

　鳥代は目を凝こらして周囲を見渡した。

「こういう部屋には隠し扉とかがあるんじゃないのか」

「早く見つけてよ」

「お前も探せよ！」

「僕はこっち」

　王伊はすでに階段に向かって剣を構かまえていた。切っ先を床につけて足を少し曲げている。眼鏡はかけたまま、けれど目を細めてまっすぐ前を睨んでいる。

　轟音と共に小部屋が揺れ始めた。怒り狂った化け物の咆哮が聞こえる。ぱらぱらと天井から小石が落ちてきた。魔女の塔がいったいどういう構造でできているのかは知らないが、万一倒壊したら一瞬で終わりだ。

「よし隠し扉は俺に任せろ！」

　鳥代はすぐに言った。言ってから迷わず壊れた机の下に避ひ難なんしようとした。

「ん？」

　その時、彼はその机の陰に大きな丸いものがあるのに気付いた。

　それが薔薇の花だとわかったのはそれに近付いてよく見てからだった。強く甘い匂いもする。上から見ると花か弁べんが幾いく重えにも折り重なっていて、何かを守るかのようにぴっちりと閉じていた。たぶん、蕾つぼみだ。ただこれまで鳥代が見たことのあるどの薔薇の蕾よりも圧倒的に巨大だった。何せ彼の頭よりも一回り大きいのだ。

　信じられないのは、それが生せい花かに見えることだ。花びらはみずみずしく赤い。造ぞう花かにはありえないその香りと、何よりも存在感のようなものがあった。

　これは生きている。

　直感的にそう思った。鳥代は誘われるように手を伸ばし、そっと指先だけでその花弁に触れた。それはまるで、女性の肌のように柔らかい感触だった。

　そして次の瞬間彼は息を呑のんだ。

　薔薇の蕾はまるで恋に落ちた乙女おとめのように突然花開き始めた。東の王子は絶ぜつ句くした。

　幾重にも重なっていた花弁が開き、そしてすぅと消えていく。映像を早送りしているようだ。自然の神しん秘ぴを目まの当たりにしているようなその現象はしかし、明らかに自然に起こっていることではない。ではなんだ。魔法？　それ以外には考えられない。

　鳥代は、その花弁の中から白く魅力的な細い足が出てきたのでさらにぎょっとした。そしてすぐに息が止まるかと思った。

「うわ」

　珀はく蓮れん。

　彼は花弁の中から出てきた女性にすぐ手を伸ばした。手首の鎖がじゃらりと音を立てる。

　艶やかな黒髪と白い肌、薔薇色の唇に長い睫まつ毛げ。目を瞑っていてもその美しさは衰おとろえない。母体の中にいる胎たい児じのような格好で蕾の中から現れた北の王女は、薔薇の花弁がすべて花開きその姿を消す前に鳥代の腕に抱きとめられた。

　鳥代は青ざめたままその手を彼女の頰にあてる。

　生きている人間の温ぬくもりだった。生きている。念のためその整った鼻び梁りようの前に手をかざすときちんと息もしているようだった。鳥代は安あん堵どした。

「びっくりさせるなよ」

　大きく息を吐いて肩を落とす。

　死んでいるのかと思ったのだ。そう思った瞬間、全身の血が引いていくようだった。まだ手も少し震ふるえている。生きている。もうそれだけでいいや、と思えた。

　その時化け物の咆哮と、がきん、という王伊がその爪つめを剣で受け止めた音が聞こえた。顔を上げると、あの怒り狂った魔法生物モンスターが王伊に襲い掛かっていた。

「やべ」

　珀蓮を抱かかえたまま、そそくさともう一度机の下に行く。

　王伊は魔法生物モンスターの爪をはじき、切っ先を床の上で滑すべらせながら相手の足を狙ねらった。しかし魔法生物モンスターがすぐ前に踏み込んできてまた爪を振るったので今度は背後に跳ちよう躍やくして避ける。爪はそのまま石の床を抉えぐり、破は片へんが鳥代の方まで飛んできたので彼は珀蓮を隠すように抱えなおした。

　西の王子はいつの間にか眼鏡を外していた。以前眼鏡を外してなんでそんなに相手の攻撃を受けたり避けたりできるのかと聞いたら、そんなの目で見て反応してたらすぐ死ぬよ、と馬鹿にされた。

　跳躍しながらすぐ身体ごとひねって剣を振るっている。再び襲い掛かってくる爪を受ける。今度ははじかず、流して、その勢いのまま、相手に向かって床を蹴る。

　剣は魔法生物モンスターの顎の部分に鈍にぶい音を立ててあたった。魔法生物モンスターの巨体がぐらりと後ろに傾く。

　王伊の剣は斬るための剣ではない。刃の部分は砥とがれておらず、相手の骨を折るか潰つぶすかしかできない剣だ。あの大きな剣を、王伊はうまく力を利用して扱っていた。

　彼が戦っているところは、踊っているようにも見えると一度それを見た者は誰もが言う。

　王伊は一度生んだ剣の勢いを殺さない。切っ先を床の上で滑らせるようにして相手に向かって行った後は、身体のちょっとした動きで剣の軌き道どうを変えてそのまま再び相手に襲い掛かる。子供の頃は王伊自身が剣に振り回されているように見えた。けれど今はもう違う。

　見み惚とれるような剣技だ。

　彼は目を回した相手の隙を見逃すような愚ぐは犯おかさなかった。顎にあてた剣の勢いはそのまま身体ごと回って、今度は後ろに倒れようとした魔法生物モンスターの後頭部を狙った。

　ガィン！

　あまりの音に鳥代は顔をしかめた。痛そう。

　いくら魔法生物モンスターといえど、これで意識を保っていられるはずがない。哀あわれな獣はその巨体を前のめりに倒して、再び昏倒してしまった。どおん、という音と共に埃ほこりが立つ。

「俺、絶対お前とは戦いたくない」

　鳥代は常々思っていたことを口にした。

「君なんか相手にしないから安心してよ」

　王伊はふぅと息を吐くと、懐ふところから眼鏡を出してかけた。そして背後の友人を振り向くと眉間に皺を寄せてなんとも言えない表情になった。

「僕を戦わせておいて自分はちゃっかり机の下に避難したあげく恋人までその手に取り戻してるなんてどういう了りよう見けん？」

「日ごろの行いだな」

　鳥代はきっぱりと言った。
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　窓硝子が割れた音にこの屋敷の優秀な執事はすぐ部屋にやってきた。

　なんとか取り繕つくろって、誤あやまって割ってしまった硝子の破片は明日片付けてもらうことにした。王おう伊いは寝室で寝ていることになっている。

　誰もいなくなった部屋で、広ひろ兼かねはまずカーテンを閉めた。ソファに座って、息を吐く。

　とんだ夜になった。

　窓が割れてしまったことでカーテンが揺れ、夜風が部屋に入り込んでくる。そのおかげで鼻につく香の匂いが緩かん和わされて視覚さえ遮しや断だんすれば思し考こうするのに差さし支つかえはない。

　広兼は目を瞑り、両手を組んで腹に置いた。

「ああ、ったくもう面倒くせぇな」

　予定は大幅に変更せざるをえない。

　今は考えるべき時だった。

　王伊は攫さらわれた。あまりに大胆な方法だったといえるだろう。鳥とり代しろもまた、同じように攫われたと考えるべきかもしれない。あの馬鹿王子が何かしたのでなければ、自分達がこんなにも早く目をつけられる理由がないからだ。

　魔女の制約を信じるのなら、二人は殺されていないはずだ。珀はく蓮れんも。

　そしてそうやって攫った人間やものを隠しておくのこそ、《赤い森》の役割だろうと広兼は考えていた。根拠は木トー蓮リアに伝わる物語だ。

《赤い森》の魔女は、森の奥に大切なものを隠している。

　魔女の屋敷のあるあの町に伝わるあの話が、まるきり噓のはずがない。珀蓮だって、最初は《赤い森》に閉じ込められたのだ。

　そう、不ふ可か侵しんの《赤い森》。

『手鏡も』

　あの夜。

　珀蓮が攫われた、あの夜。

　たった一人馬に乗り屋敷にやってきた早さ苗なえは言った。彼女の頰は青ざめていて、手は寒さに震えていた。ただその双眸だけが、しっかりと前を見据えていた。

『茨いばら姫ひめの……もう一人の、魔女が宿った手鏡も、奪われました』

　もう一人の魔女が宿った手鏡。

　もともと早苗のものだったというそれを、あの北の王女が譲ゆずり受けたらしい。広兼は実物を見ていない。鳥代の話を聞いただけだ。

　だが広兼は、そもそも早苗があの森に入って出てこられたのは、その手鏡が原因だと考えていた。手鏡の魔女が《赤い森》の魔女の力を相そう殺さいしたのか、あるいはそもそもあの手鏡自体が《赤い森》の魔女のものだったのか。

　後者の可能性が高い。

　魔女が手鏡に宿るなどという話は、聞いたことがないからだ。賢けん者じやの国と呼ばれる南の国には、魔女や魔法に関する文ぶん献けんも多く残っている。賢者の王子は、それらに精通していなければいけなかった。

　魔女が宿っているのではないとすればそれは、手鏡に魔女が閉じ込められているということではないのか。封印されている。と。

　魔女を封印するなんてことができるのは魔女だけだ。

　鳥代が言ったではないか。

『この時代、一箇か所しよに、魔女が二人も集まる確率はどのくらいだ？』

　偶然ではない。それは必然だったのだ。

　珀蓮を殺そうとした北の王妃も、丘の下の屋敷のもともとの持ち主であった早苗の継まま母ははも、茨姫と呼ばれる魔女を、鏡に封印したのも。すべて同じ魔女であったのならそれは、必然だった。すべてが繋がっていた。北の王妃に、《赤い森》の魔女に。

　広兼はおもむろに懐から紙とペンを取り出した。何の印章もないその紙を三枚に千切り、さらさらと何やら書き付ける。彼は立ち上がると窓に向かって歩き、再びカーテンを開けた。室内履ばきの下で硝子の欠片がじゃりと音を立てる。冷たい夜や気きは湿り気を帯おびている。

　魔女を撃退するために広兼が投げた置物は窓の右下の部分を大きく穿うがっていた。それによって生じたひびは窓硝子全体に至いたっている。彼は注意深く窓の鍵を外すと、窓を外側に開け放った。そして人差し指と中指を口にあて、ふうと息を吐く。

　ぴゅい、という甲かん高だかい音が響いた。

　一つだけ、魔女の知らない切り札がこちらにはあった。

　鳥代が、あの夜王宮へ発つ前に話したことだ。知らせを持って来た早苗に対しては冷静だったが、その時の鳥代の目の奥には燃えるような怒りがあった。あの、東の王子には珍しいことだった。

　彼は手短に言った。

『手紙を送った』

　第一王子の、印を押した火か急きゆうの手紙を。

『北に』

　北の王に。

　あの馬鹿王子にしては気の利きいたことをしたなと思った。おそらくそれほどに彼は北の王女を大切に思っているのだろう。彼女のためにできることはすべてしようと思えるほどに。それが恋というものなのだと、今の広兼には理解できた。

　冷たい夜風が広兼の頰を打つ。

　やがてばさりという羽音がすると、広兼の顔ほどの大きさの鳥が窓辺に止まった。彼は長年の友人を見た時のように微笑む。

「紅こう。手紙を頼むぜ」

　薄汚れた白い羽を持ったその鳥は、その足に筒つつのようなものをつけていた。広兼は持っていた紙をくるりと丸めるとその筒の中に入れる。夜よ目めの利く黄眼鳥カーエリだ。南の国で特別に調教を受けて伝達鳥デイルエリとなった彼らは、命じられた手紙を運ぶ時以外は自分の主あるじの頭上を飛ぶ。

　広兼に紅と呼ばれた伝達鳥デイルエリは、その黄色い宝石のような目を一瞬だけ自分の主に向けると、再び羽音をさせて飛び立った。

　夜空には端の欠けた金色の月が浮かんでいる。

　その色に、恋しいひとの髪の色を思い出して広兼は笑った。

「どんなだ俺」

　どんな状況でも、ただ一人の女が頭から離れない。賢者の一族としてはきっと望ましい状態ではないのだろう。

　南の王子はそっと窓を閉めた。

　彼の声は、夜気に染みて消えた。







　２　最後には、すべてこともなく







　舞ぶ踏とう会かいの日の朝、早さ苗なえはいつもより遅い時間に目を覚ました。

　カーテンは閉じられていたが、その隙すき間まから漏もれる光は昼のそれに近い。早苗はベッドの中で目だけを開けて、その光が踊おどるように揺ゆれる様さまをぼんやりと見ていた。

　こんなふうにまどろむのはいつ以来だろう。

　昨日きのうは午前中からヤエ商会へ出かけなくてはいけなかったし、いつもはもっと早起きだ。

　木トー蓮リアでは空気の冷たい早朝に起きてまずメイド服に着替えてから朝食の下ごしらえをする。庭の花の世話をした後に今日の天気を予想して、お義ね姉え様達の服を選ぶ。

　天気がいいのなら柔やわらかい色を。

　雨なら明るい色を。

　お義姉様達を起こしてから着替えさせ、その間に朝食を作ってテーブルに並べる。

　もし自分が今同じことをしたなら、きっと壱いちはテーブルクロスの色にまで気を使いなさいと注意するだろうし、林りん灯とうは涙を流して感激するだろう。他の使用人達は慌あわててやめさせようとする。その様が容よう易いに想像できて、早苗はベッドの中でくすりと笑った。

　自分はここではお姫様のようだった。

　護まもられてばかりだったから、護りたいのだろうか。誰だれかを。

　最初は、お義姉様達を。今は、珀はく蓮れんを、茨いばら姫ひめを、そして魔女を。

　きっとそれはひどく傲ごう慢まんな考え方なのだろう。誰かを護りたいと思うのは、一方で優位に立とうとする考えだ。

　けれど珀蓮あたりは、それを当然だと言うかもしれない。あの人はまっすぐだから、護りたいという想おもいをそのまま受け取ってくれる。彼女はその意思を曲きよつ解かいしたりしない。純粋なのだと早苗は思う。茨姫だったらきっと、不ふ愉ゆ快かいにこそ思わないが自分のために誰かが傷つくことに心痛めるだろう。包み込むような優やさしさを、あの人は持っているから。

　魔女は。

　お義か母あ様は、きっとひどく怒おこる。矜きよう持じを傷つけられたと怒るのだ。ただ高い誇ほこりを持っているからではない。世界に対して懐かい疑ぎ的てきなのだ。きっと自分自身以外、何者も信じてはいない。それが魔女というものなのかもしれない。

　異能である異い端たん者しや。

　そうでないと生きてこられなかった。でもそれは彼女のせいじゃない。

　ずっと、そう思っていた。

『世界で一番美しいのは誰だと思う？』

　あの人にそう聞かれるたびに、不安なのだろうかと思った。

　世界に一人だということが。自分しかいないのだということが。あまりにも寄よる辺べがなく、それはきっと果てない絶望に似ている。

　だから他者の保証を求める。それを阻そ害がいするものを排はい除じよする。けれどそこに終わりはない。安らぎはないのだ。

　お父様はきっと、あの人のそういう悲しいところを好きになった。

　早苗はちらりと枕まくら元もとの小さなテーブルに目をやる。そこには淡あわい青色の、少し色あせた本が置いてあった。

　糸いと綴とじになっていて、表紙と裏表紙には硬かたい板が入っている。本自体は立派なのに、それには背表紙もタイトルもなかった。

　日記だ。

　一昨日おとといの夜、黄き臣おみ伯はく爵しやくがその隠し場所を教えてくれた、お父様の日記。

　それは毎日書かれているわけではなかった。数ヶ月書かれていないことも珍めずらしくはない。

　書き始めは母が亡なくなってからだった。仕事のことを箇か条じよう書きにしていることが多く、私的なことは驚くほど少なかった。木トー蓮リアに引っ越してからはさらに日記の間かん隔かくが空あいている。この日記は、きっとあの書しよ斎さいから出したことがないのだ。だから仕事で王都に来た時だけ書きとめていた。

　早苗は身体からだを起こし、日記に手を伸ばした。ざらついた布の手て触ざわり。大陸の、もっと南の方で織られている珍しい布だった。少し重いそれを手に取り、そっとページを捲めくる。

　この本を手に入れた夜に、夜中までかかってすべて読んだ。そのページ一枚一枚が、早苗にとって何よりも価か値ちがあった。

　意味のあるものだった。

　世界中の、何よりも。

　最後のページの、癖くせのある父の字。早苗はそれを撫なでた。するとあの優しい手に撫でられているような気持ちになって、自分の中から何かが溢あふれ出そうになった。それはたぶん、温かくて優しいもの。世界を幸せにするようなもの。

　父が、早苗の中に注そそぎ込んでくれたもの。

　その時小さく扉とびらがノックされた。

「はい」

　返事をすると、壱が扉を開けて入ってきた。今日の彼女は忙しい。彼女の女主人の、当主として初めての社交界だからだ。早苗はベッドの上で笑った。それにしても、ノックのタイミングがいい。

「おはよう。ちょうど起きたところなのよ」

「おはようございます。お嬢様はいつも寝ね坊ぼうされる時でもこのくらいの時間には起きていらっしゃいましたからね」

　彼女はそっけなくそう言うと、まっすぐ部屋を横切ってカーテンを開けた。眩まぶしい光が差し込んできて、早苗は思わず目を細めて顔を背そむける。

　妖精が踊りだしそうないい天気だ。

「黄臣様は三つ鐘かねの頃にお迎えに来られるそうです」

「昨日きのうのご用は大丈夫だったのかしら？」

　昨日は伯爵と食事の約束をしていたが、それは突然反ほ故ごになった。伯爵に急用ができたらしいのだ。

『都ト撰センに一度戻らなくてはいけなくなった』

　朝のうちに屋敷にやってきた伯爵は急いでいるようだった。外に伯爵家の印章の入った馬車を待たせている。

『すまないが、昼は商会の人間と食べてくれ』

『それはいいのですが、都撰に？　どうされたんですか？』

　都撰領は王都の隣の隣の領地だ。馬車で急げば日帰りは可能だが、黄臣伯爵はほとんど王都の屋敷に寝ね泊とまりしていて、あちらの屋敷には帰っていないという話なのに。

　すると伯爵は顔を歪ゆがめて笑った。

『珍ちん客きやくが来ているらしい。もし明あ日す間に合えば、早苗にも紹介しよう。女性に対する考え方には少々難なんありだが、お前の仕事にとっては貴重な人脈になるだろうさ』

　そう言うと、伯爵は早苗の頰ほおに音を立てて接キ吻スをして屋敷を出て行った。

「お嬢様、髪かみ結ゆいは一つ鐘に呼んであります。それに間に合うようにきびきび動いてくださいね。ほら早くベッドから出て、顔を洗ってきてください。林灯が今下で食事の準備をしていますから」

　使用人頭がしらは目を吊つり上げて言った。

　一昨日の夜優しかったのが夢のようだ。でも早苗はこちらの彼女に親したしみがあった。幼い頃はいつも怒られていた気がする。

「はあい」

　早苗は子供の頃と同じように返事をした。

「なんですかそのお返事は」

　すると案あんの定じようぴしりと言われたので、早苗は笑って言い直した。

「はい、わかりました」

　ベッドから出ると、少しだけひんやりとした空気が気持ちよく足を撫でた。
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　毎年行われる東の国の舞踏会はもともとは春の到来を祝うもので、春迎祭イビターと呼ばれる祭りだった。

　それが年々舞踏会の方が主だったものになり、毎年各国から多くの人が参加する国をあげての一大行事となっている。もちろんこの時期東の国の、特に王都の宿屋はどこも満員で、店も賑にぎわう。

　王宮の舞踏会を真ま似ねて町中でも人々は手を取り、ダンスを踊る。花が舞い、歌が聞こえた。

　しかし今、南の第六王子はそんな華はなやかな気分とは遥はるか縁えん遠どおい場所にいた。

　いや、場所は華やかだ。この上なく。何しろそこは東の国の王おう妃ひの私室だった。高価そうな調ちよう度ど品ひんがあって、絢けん爛らんな花が生いけられている。舞踏会前の王妃もまた、完かん璧ぺきに着飾っていた。

　王妃はにっこりと笑った。

「私はね、あなたを信用しておりますのよ、広ひろ兼かね様」

「光栄です」

　広兼は頭を下げた。彼もまた舞踏会用の正装を身に纏まとっている。黒の下衣に襟えりの高い長衣。縁ふち取どりは金だ。髪は香こう油ゆで撫で付けてある。

「でもさすがにね、数日前からあの子は姿が見えないし、王おう伊い様は都ト撰セン領で臥ふせっておられるようだし、いったいどうなることかと私は心を痛めておりますのよ」

「恐きよう縮しゆくです」

「広兼様ご自身も今け朝さ宮にお着きになったばかりでしょう？」

　ここでちらりと見られる。美しい王妃のその視線は、それだけで多くの臣しん下かを震ふるえ上がらせる。広兼は笑顔のまま言った。

「申し訳ございません。少し私用がありまして」

　王妃は憂うれいを帯おびた様よう子すでため息をついた。

「今回の舞踏会は、ただの舞踏会ではないの。私の息子むすこにとって、ひいてはこの国にとって、とても重要なものなのよ」

「承知しております」

「あの子もいつまでも遊んでるわけにはいかないでしょう？　いずれはこの国の世よ継つぎを産むしっかりとした女性を見つけなくてはと思っているのよ。これも親おや心ごころなの。わかってくださるでしょう？」

「はい。もちろんです」

　王妃は満足そうに笑った。

「立派な友人を持って、あの子は幸せだわ」

　東の国の賢けん妃ひは言うと、すっと右手を差し出した。広兼はその手を恭うやうやしく取ると膝ひざを折って口付ける。

　女め狐ぎつね。と心の中で思った。

　自分の母親達のように頭が空からっぽのようなのも困るが、こうも小こ賢ざかしいとひどく面めん倒どうくさい。

「鳥とり代しろは会場に現れるわね？」

　東の国の第一王子は行ゆく方え不明だ。話によると何やら書き置きがあったようだが、おそらく王妃はその書き置きを信じていない。

　王妃は微ほほ笑えみながら言う。

　これは子供の遊びじゃないのよ。

　言葉の裏でそう言っている。

「お約束します、王おう妃ひ殿でん下か」

　だから広兼も建たて前まえでそう答えた。

　にっこりと微笑む。賢者の王子は外交も仕事の内だ。

「最後には、すべてこともなく」

「結構よ」

　王妃は言った。

　その時なんの前まえ触ぶれもなく扉が開かれた。

「おい」

　王妃の私室にそんな不ぶ躾しつけに入ってこられるのは、この国ではただ一人だ。

「陛へい下か」

　王妃が振り向くと、国王は戸と口ぐちに立って軽く眉み間けんに皺しわを寄せていた。東の王は、少し小太りの南の王とは違っていまだ若い頃の凜り々りしさを面おも影かげに残している。背も高く、少し垂たれた目元が鳥代と似ていた。

「あまり他国の王子をいじめるものではないぞ」

　声には獅し子しのような精せい悍かんさがある。

「まぁ。いじめるなんて」

　王妃はころころと笑いながら立ち上がった。ひらひらとしたドレスを翻ひるがえして、戸口の夫の方へ行く。着飾った王妃がかろやかに歩く様さまは、まるで妖よう精せいか何かが歩いているように見えた。王妃は国王の前で足を止めると、その細い指を夫の頰に伸ばす。

　彼女がにっこりと微笑むと、国王は少したじろいだ。

「私、この国の行ゆく末すえを心配しておりますのよ」

「お、おお」

　国王は冷や汗を流している。目を逸そらさなかったのは、さすがと言えるかもしれない。

「迎えに来てくださったのでしょう？　行きましょう。鳥代のことは、広兼様がどうにかしてくださるそうですから」

　王妃はそう言うと、衣きぬ擦ずれの音だけをさせて部屋を出て行った。残された夫と息子の友人は、どことなくひんやりとした空気が残った室内で互いに同情的な視線を送り合った。

「お察しします」

　広兼は心から言った。

「すまない」

　国王は言うと、取り繕つくろうように笑う。

「あー、えーと、お父上はお元気かね？」

「はい。相変わらずへらへらと笑っております」

　それを聞くと東の王は盛せい大だいなため息をついた。

「まったく、君の父君は昔むかしっから要領がよかった」

　現在の東西南北の王は、皆旧知の仲だった。広兼達三人の王子と同じように、親したしい友人だったのだ。

「なんにせよ、鳥代のことはほうっておいても構かまわないからな。正直私は父として、逃げおおせて欲しい」

　王妃は既すでに鳥代のために数人の結婚相手を見繕っている。その誰もが、王妃の影響を受けた恐きよう妻さい予備軍だ。

　広兼は苦笑した。

　王のそれはたぶん意味のない心配だ。鳥代は既に一人を心に決めている。そしてその相手もまた、王妃に勝まさるとも劣おとらない矜きよう持じを持った女なのだ。逃げおおせるまでもなく、既に捕らえられている。

　それは鳥代だけではなかった。広兼も、王伊もまた、どうしようもなく逃のがれられないところに来ている。

　ただ一人の女性に心を奪われるというのがこんなにも心ここ地ちよく、また心もとないものなのだと広兼は初めて知った。

「陛下も、北の王も、病やまいにかかっていらっしゃる」

　北の王も。広兼がそう言うと、東の王は軽く目を見開いた。

「……まさか、君の口からそんな台詞せりふが出てくる日がこようとは」

　国王もまた広兼の性質を知っていた。恋や愛というものを馬ば鹿かにしていた南の王子。東の王は彼本来の悪いた戯ずらっぽい笑みを見せた。

「君もついにその病にかかったか」

「まったく、恐ろしい病気です」

　東の王は快かい活かつに笑った。
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「お父様。お父様」

　幼おさない珀はく蓮れんは泣きながら見知らぬ場所を歩いていた。

　白くて細かい彫ちよう刻こくのされた壁かべ。大きな柱、磨みがかれた窓。床は自分が暮らしている場所と同じように思えたが、ここがどこなのかまったくわからなかった。

　時折知らない人が廊ろう下かの角から現れ、珀蓮を見ると驚いたように目を見開いた。珀蓮は恐ろしくなって、そのたびにその人が見えなくなるところまで走った。

　けれど歩き進めるとだんだん知らない人が多くなってきて、珀蓮はついにたまらず庭のような場所の茂しげみの中に飛び込んだ。伸びた枝が彼女の頰をひっかいたが、そんな痛みなど問題にならないほど珀蓮は恐怖に震えていた。

　怖こわい夢を見たのだ。

　いつものお昼寝の時間に、怖い夢を見た。細かい内容はもう覚えていないが、とにかく恐ろしかった。なのに目を覚ましても誰もいなくて、けれど一人でもいられなくて、部屋から飛び出してきたのだった。

　怖いのは目だ。

　あの、大人おとな達が自分を見る目。

　彼らは珀蓮を見ると皆目を見開く。時にはあからさまに眉間に皺を寄せる者さえいた。

　問題なのは自分の容よう貌ぼうなのだと珀蓮は早いうちから気付いていた。何かがおかしいに違いない。鼻の位置だろうか。目のかたち？　自分には他の人達と変わらないように見えるのに、皆幼い王女の顔を見て驚く、畏い怖ふを浮かべる。それが珀蓮には、たまらなく恐ろしかった。

「お父様……」

　茂みの中で彼女が泣いていると、突然ぐいと腕うでが引っ張られて珀蓮は息が止まるかと思った。

　目の前には見たこともない青年がいた。その後ろにも、二人くらい同じような年の男がいる。三人は珀蓮の顔を見てやはり一瞬驚いたような顔をしたが、一番手前の、少女の腕を摑つかんだ青年はすぐ顔を歪めて笑った。

「えらく綺き麗れいな顔をした娘じゃないか」

　珀蓮は身体が震えるのを止められなかった。摑まれた腕が痛い。それでも彼女は声を振り絞しぼって叫さけぶように言った。

「は、はなしなさい、無ぶ礼れい者もの！」

　すると青年は声を上げて笑った。

「僕に向かって無礼者だって？　君は相当身分の高い姫君らしいね。まさか僕のことを知らないのかな？　僕を知らなくても、この家紋デイラは知ってるんじゃない？」

　そう言うと彼は自慢気にその上衣の襟の部分にある印章を見せ付けるようにしたが、珀蓮にはなんのことだかさっぱりわからなかった。

　その様子を察したのか、青年は不愉快そうに唇くちびるをすぼめた。

「ふうん。まだこういうことは勉強していないのかな？　ところで君、どこの姫君？　お父様の名前はなんだい？」

　青年は珀蓮の腕をぐいと引っ張り、自分も身をかがめて彼女に顔を近付けた。珀蓮の涙は奥の方に引っ込んでしまっていた。ともすれば意識がなくなってしまいそうに気持ち悪い。この目の前の青年の触れている場所から毒どくが流れ込んでくるような気分だった。青年の後ろにいる二人は、下げ品ひんな笑みを浮かべて何も言わない。

　珀蓮は逃げるように庭の死角となる場所に飛び込んだので、おそらく向こうの廊下を歩いている人達には、この青年達は見えても腕を摑まれた珀蓮の姿は見えないのだろう。

　声を上げれば助けが来るかもしれない。けれど喉のどが張り付いたようになって、珀蓮はもう何も言えなくなってしまっていた。

「言えないの？　どうしてこんなところにいるのかな？　基本的に一定の年齢にならないと王宮のこのあたりには入れないはずなんだけどね。もしかして迷い込んだ市し井せいの子かな？　でもそれにしてはかなり美しい。君は人間かい？」

　青年はにやにやしながら珀蓮の頰に手を伸ばす。さっき茂みに飛び込んだ時に切った傷に乱暴に触れられ、その痛みと気持ち悪さに少女はびくりと身体を痙けい攣れんさせた。

　彼女が目を見開いて見る目の前で、青年は自分の指にすくいとった珀蓮の血をべろりと舐なめた。そして少し驚いたような顔をした。

「ちゃんと血の味はするんだ」

　これが限界だったのだ。

　珀蓮は意識を失った。

　次に目を覚ました時にはいつも彼女が寝ているベッドの上にいて、すぐ横にいつもの侍じ女じよがいた。侍女は珀蓮が目を覚ましたことに気付くと、大おお慌あわてで部屋を出て行った。頰に触れると傷はすでに手当がされていて、薬っぽい匂いがしたので珀蓮は顔をしかめた。

　珍しく慌てた様子で部屋に入ってきた父王は、ベッドに横たわったままぼーっと目を開けている珀蓮を見て、彼女を掻かき抱いた。

「お父様……？」

　珀蓮はようやくそうとだけ言った。

　いつも優しく笑っているお父様が涙を流して自分を抱きしめているのが不思議で、幼い姫君はもう一度聞く。

「お父様？　どうなさったの？」

　王はあの青年とその取り巻きがどうなったのかは決して口にはしなかったが、女によ官かん達の噂うわさで今後一切の王宮の出入りを禁きんじられたらしいという話を聞いた。彼らは先日学校を出たばかりの上級貴族で、王宮に仕官するようになって間もなかったようだ。

　珀蓮は何も感じないように努つとめていた。

　あれは、悪い夢のようなものだった。お父様があのことについて何もおっしゃらないのなら、忘れるべきことなのだ。そう思って、耳じ目もくを塞ふさいだ。

　その日から北の王は王女を奥の宮からあまり出さなくなった。だから珀蓮は、父王と女官以外の〝大人〟というものを、それ以降目にすることがなくなった。それは彼女にとっては安心できることだったし、父王と数人の女官とたまに来る東の国の王子だけが、彼女の世界となった。

　その小さな彼女の世界の中で、父王の占しめる割合は大きかった。

　年を経へるにつれて父王が宮に来る頻ひん度どが低くなると、珀蓮はその理由をいろいろと考えて落ち込んだり泣いたりした。いい子にしようと努めたし、褒ほめられるようにと勉強も頑がん張ばった。

　けれどいつからか珀蓮は気付いていた。お父様は、わたくしをお嫌いなのだ。そう考えだすと、それ以外に父王が宮を訪れない理由など考えられなかった。

　前の王妃、つまり珀蓮の母親は身体の弱い女だった。

　容貌も決して美人とは言えず、王と彼女の結婚は出会う前から他者に決められていたものだった。

　子供ができた時、王妃が、得え体たいの知れぬ占うらない師しのような者を呼んで願い事をしていたのは後宮でも一ひと握にぎりの者しか知らない事実だ。そしてそれを珀蓮に聞かせたのはお喋しやべりな女官達の噂だった。

　王妃は願ったのだ。雪のように白い肌はだと、黒こく檀たんのように黒い髪と、血のように赤い唇を持った娘が生まれるように。

　それを知った時珀蓮は王妃を呪のろった。

　十とおと半なかばの頃に、珀蓮は自分があんなにも異端の目で見られていたのは自分が美しすぎるからなのだと気付いた。だからこそ母を憎にくんだ。

　なんてことを願うんだろう。自分の容姿に劣れつ等とう感かんを抱いだいていた女の行動はあまりに愚おろかだ。その女が母なのだと思うのも嫌いやだった。

　そうして生まれた王女は、穏おだやかな雰ふん囲い気きを持つ王にも、華やかさに欠ける平へい凡ぼんな容姿をした王妃にも似ていなかった。それが王妃が占い師に頼んだ結果なのか、それとも彼女の不実の結果なのか、調べる術すべはなかった。王妃は王女を産んですぐに死んだからだ。現実的な王は王妃の不実をずっと疑っていたに違いなかった。

　珀蓮を閉じ込めたのは美しすぎる彼女を溺でき愛あいしていたからではなく、不実の証しよう拠こであるように美しい娘を人目にさらしたくなかったからだ。

　王は珀蓮を愛していない。ずっと、わかっていたことだったのだ。

　だってそうでなくては自分があんなにも孤独こどくであった理由がない。

　でもそれでも願った。

　いつか再び差し伸べられる手。愛しているよとささやいてくれる大きな人。容姿など関係ないと言い、お前は私の娘だと言って抱きしめてくれる。

　そんな夢を見たのだ。

　だからずっと檻おりの中にいた。待っていた。ただただ待っていた。動くことなど恐ろしくてできなかった。これ以上嫌われたくなどなかったからだ。けれどそれは暗くら闇やみの中に落ち込んでいくようでもあった。

　ずっと壊してしまいたかった。

　すべてを。

　怒りで、いや、それよりもずっと、たぶん深い悲しみで。

　それをぐいと引っ張って救い出してくれたひとがいた。

『珀蓮』

　あの夜、彼は珀蓮がずっと欲しかった言葉を言った。

『俺は、一生あんたを愛してる』

　泣きそうだった。お父様よりも、他の何よりも、あの言葉を信じられた。そう思い切るのに時間はかかったけれど、でもきっとそれよりもずっと前に、一番大切なものは決まっていたのだ。

　たった一人の恋人。

　馬鹿な男。

　黒髪黒眼の、破は魔まの王子。

　頰を優しく撫でる感触がする。珀蓮は、うわごとのようにその名を呼んだ。

　唇を優しい温ぬくもりが包み込んだ。
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　空色のフルレングス。スカートにはオーガンジーが重ねられ、胸元から腰にかけて橙だいだい色いろの花の刺し繡しゆうがある。腕はむき出しで、手袋はレース。足元は透明の、きらきらと光る靴くつだった。化け粧しようは控ひかえめで、金色の髪は結い上げられている。

　伯爵は不愉快そうに片かた眉まゆを上げた。

「いったいこれを贈おくってきたのはどこの馬の骨だ？」

「似合いませんか？」

　早さ苗なえが不安そうに首を傾かしげると、伯爵は一層顔をしかめた。

「似合いすぎる」

「サイズもぴったりです」

　ドレスの裾すその皺を直した壱いちが、もう一度自分の作品とも言える主人の晴れ姿を見て、満足そうに笑った。壱のすぐ後ろにいる三人の使用人もまた嬉うれしそうに笑っている。彼女達は十年ほど前の春迎祭イビターの時には春の妖精の格かつ好こうをして早苗を慰なぐさめてくれた者達だ。　　　　

「お美しいですよ、お嬢様」

「とても素す敵てきです」

「きっとどのお姫様よりも綺麗ですよ」

　使用人達は頰を紅こう潮ちようさせて口々に言った。そして彼女達の上司は玄関ホールの隅でうずくまった執しつ事じを呆あきれたように見やってため息をついた。

「いい加減にしたら？　林りん灯とう」

「おおおおうおうお嬢様あああああ」

　執事はこちらに背を向けて滂ぼう沱だの涙を流していた。

「林灯は、林灯はお嬢様のお幸せをずっと、ずっとおおおおおうおう」

　どうやら娘を嫁よめにやる父親の心境になってしまったようだ。早苗は片手でスカートをつまみ上げ、哀あい愁しゆう漂ただよう背中をこちらに向けた若い執事の側そばに行ってその顔を覗のぞき込んだ。

「林灯、そんなに泣かないで？　今夜またここに帰ってきにくくなってしまうわ」

「そんな！　お嬢様！」

　執事は早苗に縋すがり付いた。

「どうか帰ってきてください。こんな涙は今すぐ枯かれさせてご覧らんにいれますから」

「林灯！　お嬢様に縋り付かないで！」

　壱が悲ひ鳴めいのような声を上げて慌てて執事を引き剝はがした。スカートにおかしな皺がないかすばやく確認する。

「やれやれ騒さわがしいな。早苗、そろそろ行くぞ」

　伯爵が苦笑して早苗の方に手を伸ばした。こんな調子では舞踏会に遅れてしまう。馬車も外に待たせてあるのだ。

「はい小お父じ様」

　壱に叱しかられしゅんと肩を落としている林灯を笑って見てから、早苗は「じゃあ行ってくるわね、皆」と言った。いつの間にか調理場から出てきていた調理人と庭師も早苗を送りに出てきていて、彼らは皆笑顔で「いってらっしゃいお嬢様」と言って手を振った。







「やれやれ」

　伯爵は、今出てきたばかりの屋敷を振り返って呆れたように言う。

「この屋敷の使用人は全員お前の父親の病やまいに感染してしまっているようだな」

「病ですか？」

「お前を溺愛しすぎている。恋だの愛情だのは全部病気と同じだ」

　伯爵はにやりと笑う。

「小父様も恋をされたことがありますか？」

「そりゃあるさ。相手のことを考えただけで胸が苦しくなって、相手が触れたところから熱を帯おびていくような、それが恋というものだ」

　相手が触れたところから、熱を帯びていくような。

　早苗は少し顔を赤くした。広ひろ兼かねに抱きしめられた時のことを思い出したからだ。

　あれは確かに病気の症しよう状じようのようだった。顔が熱くなり、胸が苦しくなった。自分がおかしくなっていくようで、あろうことかあのひとを殴なぐってしまった。

　普通なら不ふ敬けい罪ざいでつかまっていてもおかしくない。彼は王子様なのだから。

「小父様」

「なんだ？」

「私、恋をしているようなのです」

　屋敷の門を出たところでそう言われ、伯爵は驚きのあまり転倒した。

「小父様！」

　早苗が慌てて駆け寄る。伯爵は両手両膝を地面についたまま、しばし沈ちん黙もくした。そして努めて平静を装って言った。

「早苗。正直に言いなさい。相手は誰だ」

　その手はわなわなと震えている。彼は早苗を幼い頃から知っていた。おむつを替えたことだってある。もう自分の娘のようなものなのだ。その可か愛わいい娘の恋をしている発言に、彼が到底平静でいられるわけがなかった。

　泣きそうに叫ぶ。

「誰なんだ！」

「黄き臣おみ、うるさいよ」

　第三者の声が割って入った。伯爵を助けるために跪ひざまずいていた早苗は顔を上げて少し目を見開いた。

　そこには口元に優しげな笑みを浮かべた背の高い紳しん士しが立っていた。

　伯爵と同じように男性の正装をしている。ただ派は手でな紫と赤の伯爵の装いとは違い落ち着いた濃こい青を身に纏まとっていて、それが柔らかい、けれどどこか無視できない存在感を放っていた。特に驚いたのはその人が仮面をしているということだった。目の部分だけを、芝しば居いで使うような無機質な仮面で覆っている。

「ご近所迷惑だろう」

　声は伯爵のように低くはなかったが、すぅと通るようなものだった。伯爵は跪いたまま仮面の男をきっと睨にらんだ。

「あなたは黙だまっていてください。というか馬車の中で待っていてくださいと言ったでしょうどうして大人しく待ってないんですか！」

「私も君の可愛い早苗さんに会ってみたかったんだよ。はじめまして」

　そう言うと、仮面の紳士は早苗に手を差し出す。その仕草がまたそつがなくて、気品を感じさせた。

　早苗は驚いていた。伯爵が誰かに敬語らしきものを使っているのを初めて聞いたからだ。その仕草といい、もしかして東の王様ではないのかと思ったが、早苗の覚えている東の王は、もう少し背が低くて声は獅子のように堂々としていた。この仮面の人は、どちらかというと人ひと懐なつこい貴族の息子といった雰囲気だ。だからなおさら、伯爵の使う敬語に違和感がある。

「はじめまして」

　早苗は困こん惑わくしながらも仮面の男の手を取った。どちらにしろ差し伸べてくれている手を断るのは失礼だ。彼の手は大きくて、思いのほか力強かった。

「あの……」

「私も一緒に舞踏会に行くのだよ。もしよければ、私にそなたのエスコートをさせていただけるかな？」

「早苗のエスコートをするのは私ですから！」

　伯爵ががばりと立ち上がった。

「あなたにはお相手がいらっしゃるでしょう。早苗を巻き込まないでいただきたい」

　珍しく伯爵が目を吊り上げている。

「小父様」

　早苗が少し驚いて伯爵を呼ぶと、仮面の男が面白そうに「おや」と言った。

「それはいいね。私のことも小父様と呼んでくれるかな」

　その仮面の紳士は、どうやら名乗るつもりはないようだった。仮面といい、正体がばれてはいけないのだろう。名や外見だけで正体がすぐわかるような人物は限られている。

「……」

　早苗は伯爵とちらりと目を合わせた。彼は困ったように少し片方の目を細めた。

　詮せん索さくはするな。

　彼が説明をしようとしないのは、そういうことだろう。

　彼女は微笑んだ。

「では、仮面の小父様と呼ばせていただいてもよろしいですか？」

　男は仮面の奥の双そう眸ぼうを細めてくすりと笑った。

「おや、頭の回転の速い娘だな。なに、実はとある青年に私の正体を決してばらすなと厳げん命めいを受けていてね、この仮面も私の趣味ではないのだが」

「私が持っている中でそれが一番ましだと選んだのはあなたでしょうが。ああもうとにかく馬車に乗ってください」

　馬車は屋敷のすぐ横に停められていた。伯爵家の紋もん章しようが入ったものだ。昨日都ト撰セン領に行くと言っていた時に外に待たせていたものと同じだった。

「まぁ待て」

　馬車に乗せようとせかす伯爵を、仮面の男は尊そん大だいな様子で止めた。彼は早苗を見ていた。もう笑ってはいない。早苗はよく見えない仮面の向こうの双眸をまっすぐに見る。

　暗い。

　その双眸は、濃い、青のようにも見える。

「そなたの髪と眼めの色は異端だな」

　顔色を変えたのは伯爵だった。

「な……！」

「いいの小父様」

　早苗のぴしゃりとした声が伯爵の言葉を遮さえぎった。彼女は少しも動どう揺ようしていなかった。早苗は柔らかく笑う。空色の双眸が細められる。

「何をして異端だとおっしゃるのですか？」

「色だ。わからぬわけがあるまい」

　男の口調はいつの間にかひどく尊大なものになっている。まるで臣下に問う王のようだ。けれど早苗は臆おくすることなくいつものように「あら」と首を傾げた。

「それならば人は皆異端ですね。まったく同じ色を持っている人などどこにもいないでしょう。ましてそれがわからず蔑さげすむ人間は悲しい人だわ。もっとも、そんな悲しい人ばかりではないと私は知っていますけれど」

　最初から知っていたわけではない。

　父や母、義あ姉ね達や、屋敷の使用人達、伊い央お、町の人達に教えられた。自分は幸運だったのだ。多くの人に恵まれていた。愛されていた。泣きそうなくらいに。

「それとも、仮面の小父様はご存知ではないのかしら？」

　すると男はくっと喉のどを鳴らして笑った。

「なるほど、私が、不明であったのかもしれぬ」

　それは早苗に対して言った言葉ではなかった。早苗にはすぐそれがわかった。

「何か」

　彼女は言った。

「何か、失敗をされたのならそれに気付けたことは僥ぎよう倖こうです。取り戻せますから」

「……」

　男は少しだけ首を傾げた。

「そうかな」

「そうです」

「人の心も？」

　早苗は笑った。

「人の心ほどうつろうものはありませんよ」

「勇気の出る言葉だ」

　彼はそう言って口元だけで笑うと、一歩前に出て早苗の頭を撫でた。そうする仕草がひどく自然で、早苗はそのことに少し驚いた。
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「さて、では行こうか」

　男は踵きびすを返して大人しく馬車に乗った。はぁーと盛大なため息をついたのは伯爵だ。

「心臓に悪い」

「仮面の小父様はかわいらしい方ね、小父様」

　早苗は笑った。すると伯爵は顔を歪めて奇妙な顔をした。

「お前のその度ど胸きようと度量はお前の父親譲ゆずりだな。まったく、何をするつもりか知らないが、小父様の寿じゆ命みようを縮ちぢめるようなことだけは控えてくれよ」

　伯爵は早苗が手に持った小さな夜会用の鞄かばんをちらりと見た。それはちょうど本が一冊入るような大きさだ。

「ごめんなさい小父様。お約束はできないわ」

　早苗は正直に言った。

　太陽は西に落ちようとしている。その時王宮の側にある時鳴塔テイオンで五つ鐘が鳴った。
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　ばきっ！

　という痛そうな鈍にぶい音がしたと思ったら、鳥とり代しろは仰あお向むけに倒れた。東の国の大事な大事な王位継承者を殴なぐり飛ばした北の王女はむくりと身を起こし、口に手をあて顔を真っ赤にして叫ぶように言った。

「っっ舌を入れる奴があるか――――――――!!」

「いやー。役得役得」

　吹っ飛んだ勢いで背中をしたたかに石の床にぶつけ、頰を赤く腫はらしながらも、鳥代は晴れやかに笑った。

「え、何どういう状況？」

　階下からちょうど戻ってきたところだった西の王子は、困惑して眉間に皺を寄せた。

　端には先ほど倒した魔法生物モンスターが避よけられている。そして雑ざつ多たにいろいろなものが打ち捨てられた室内のちょうど真ん中のあたりに、女に殴り飛ばされて仰向けになった王子と彼を殴り飛ばした美しい王女がいた。

　一見修しゆ羅ら場ばだ。

「お、おかえり王おう伊い。どうだった？」

　鳥代は寝転んだまま王伊に笑いかけた。王伊は先ほど駆け上ってきた階段の途中に見逃した扉がないか見に行ったのだ。

「扉らしいものはなかったよ。鳥代こそここで隠し扉がないか探すんじゃなかったの？　何珀はく御ご前ぜんに殴られてるの？」

「それはな」

　答えようとした鳥代の言葉は白く細い腕にぐいと胸むな倉ぐらを摑つかまれたことで阻はばまれた。美しい北の王女はどうやら怒っているようだ。彼女は怒りで二割増しは美しくなる。

「ここはどこ？　状況を説明なさい」

「あーまぁまぁちょっと待て」

「僕てっきり珀御前は魔法で眠らされてるんだとばかり思ってた」

「いや俺もそう思ったんだよ。こいつ抓つねっても叩たたいても起きなかったし」

　鳥代は姫君に胸倉を摑まれたまま王伊の方に身を乗り出した。目がきらきらと光っている。彼は少し興奮しているようだった。

「そして俺そういえば破魔の王子だろう？」

「破魔？　あんたまだそんな馬鹿みたいなこと言ってるの？」

　珀はく蓮れんは馬鹿にしたように言った。幼い頃に東の王子が言った戯たわ言ごとを、彼女はずっとただのお伽とぎ話ばなしだと思っている。

「俺も具体的にどうしたらいいのかわからないからさ、いろいろ試したんだけどまさか本当に俺の力で魔法が破れるなんて」

「いろいろ？」

　北の王女が怪け訝げんそうに言って目が合うと、鳥代は突然さっと不自然に目を逸そらした。心なしか頰が赤くなっている。

「あーいや、まぁいろいろな」

　歯切れが悪い。王伊が何を察したのか呆れたようなため息をついた。

「寝ている女性に手を出すのは感心しないな」

「ばっ」

　鳥代は顔を赤くしたまま王伊を睨み付けた。

「馬鹿なこと言うなよ。大体俺がいろいろやってたらこいつが寝言で俺の名前呼ぶからつい俺もこうむらむらっとなってだなぁ」

「何したの？」

「接キ吻ス」

「あー」

　それで珀蓮の最初の台詞せりふに納得がいった。王伊は今度こそ軽けい蔑べつを込めた視線を友人に投げた。

「そんな目で見るな！」

「いろいろって何したのよあんた！」

　珀蓮が目を吊り上げて両手でぐいと鳥代の胸倉を摑み上げる。

「いや今それどころじゃないし！　俺達ここに閉じ込められてるんだって早く脱出しないと！」

「強引な話の逸らし方だけどまぁその通りだね」

「閉じ込められているですって？」

　珀蓮はぱっと手をはなした。そして西の王子を睨み付ける。

「どういうことなの？」

　王伊はその視線を無視して部屋の隅に行き、壁を調べ始めた。

　基本的に、彼は他人に興味はないのだ。現時点で彼にとって珀蓮は注意を払うべき存在ではなかったし、その質問に答える必要性も感じなかった。

　しかし生まれて初めて無視をされるという屈くつ辱じよくを受けた北の王女はかっとした。

「ちょっと！」

「うるさいな。わめいてる暇ひまがあったら出口探したら？」

「なんですって？」

　珀蓮の額ひたいにびきりと青筋が浮かぶ。それを鳥代が止めた。

「やめとけ。王伊はずっと機き嫌げんが悪いんだよ」

「わたくしの機嫌も悪いわ」

「仲間割れしてる場合じゃないんだよ。いいか、俺と王伊も魔女に攫さらわれて、ここは魔女の塔なんだ。あんたをせっかく見つけたが、扉がない。早急に出られなければ、また魔女が戻ってきて、身動きが取れなく……」

「魔女の塔じゃない」

　鳥代の言葉を遮ったのは王伊だった。彼は階段へと続く戸口の脇の壁の前にしゃがみこんで、何かを調べている。鳥代は眉び宇うをひそめた。

「王伊？」

「……魔女の塔じゃない」

　王伊はもう一度言った。

　その時、ガコ、という何かが外はずれたような音がした。

　王伊は声を押し殺して繰り返した。

「魔女の塔なんかじゃない」
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「隠し扉じゃ」

　彼女は悪戯っぽく笑った。

　生まれてすぐかけられた魔法の影響か髪も眼も燃えるような赤い色をしている。特に眼はまるでそれだけ作り物のようにも見えたが、彼女が笑うととたんに年相応の少女の双眸となった。

「見た目にはわからぬがの、ほれ。触れば肌触りが違うのがわかるじゃろう。ここを押すのじゃ。そうしたら扉が開く」

　彼女のわがままを要所要所に取り入れたその塔は、彼女が十五になった時に完成した。

　もともと後宮の奥にある彼女の屋敷の側にあった塔を改築したもので、それは中央の主しゆ塔とうを中心に、三方向に三つの枝し塔とうを持っていた。実際に必要なのは中央の塔の最上階だけだったが、彼女がいろいろ注文をつけたらしい。この隠し扉もその一つだった。

　石の床にしゃがみこんで彼女は石壁の一部分をその細い指でそっと押した。するとゴゴゴと音がして、主塔への通路が出現した。

　彼女は自慢げに小さな胸をそらす。

「どうじゃ」

「なんに使うの？」

　青年と呼べるほどに成長した彼女の小こ姓しようが同じようにしゃがみこんでそう問うと、彼女は可愛らしく首を傾げて答えた。

「さて、なんにじゃろう」

　彼はわかっていた。

　彼女はただ少し、彼女の父と母を困らせたかったのだ。彼女が眠るだけの塔を改築し、用途のわからない枝塔も造らせた。ふざけた護りの魔法をかけさせ、道楽としか思えない隠し扉を造り、窓をすべて埋うめた。

　理解しがたい行動をして、困らせたかっただけなのだ。

　彼女を諦あきらめた両親を。王女にかけられた魔法にただただ嘆なげくことしかしなかった王と王妃を、困らせたかっただけだった。そしてそれが、拙つたない彼女の甘え方でもあった。

　彼はそれを知っていたので、彼女の頰を撫でてこう言った。

「新しら祢ね。今日から毎日ここで過ごそう。この塔で本を読んで、この塔で眠ろう。君がいつか眠っても怖い夢を見ないように、ここを僕達の家にするんだ」

　彼女は一瞬こぼれそうに目を見開いて、そしてすぐその赤い目を細めて笑った。

「こんな窓もない塔でか？」

「僕には君が太陽だ」

　彼が真顔でそう言うと、彼女はふんと鼻を鳴らした。

「そういう戯言は好かぬ。いいか、言葉を易く扱うでない」

「本当のことだからいいんだよ。僕は君さえいればいい」

　そう言うと、彼女は少し困ったような顔をする。

　彼女のその顔の理由も、彼には手に取るように理解できた。

　彼がそうやって他人を無視するようなことを言うたびに、彼女は顔を曇くもらせた。きっと自分が彼を縛しばっていると思っている。

　もともと彼は、彼女のためにあてがわれた小姓だったからだ。

「新祢、これは本当だよ」

　だから彼は何度でも言った。

「僕は君さえいればいい。君がいればどこででも生きていける。君がいるところならどこへでも行く。何百年経たっても、何千年経っても、君の目の前に現れるのはいつも僕だ。どうかそれを忘れないで」

　不安なのは、どうしたって取り残される方なのだ。

　そしてこの場合、取り残されるのは彼女の方だった。

　何百年という時間の中に、一人。

　その不安を拭ぬぐってあげたかった。そのための言葉ならいくつでも重ねた。安っぽく聞こえてしまってもいい。重ねた言葉はきっと彼女の中に染み入っていく。

　それが少しでも、眠る彼女を温める光になればいいのだ。

「僕は君を好きだよ」

　彼女は眉間に皺を寄せる。

「やめんか」

「好きだよ」

「その口縫ぬうてやろうか」

「好きだ」

「やめろと言うておろうが」

「大好きだ」

「本当に縫うてしまうぞ！」

　真っ赤になって立ち上がった彼女を見上げて、彼は笑った。

「縫ってもいいよ。その代わり、おはようの挨あい拶さつもおやすみの挨拶も接キ吻スでするから」

「っこのっ痴しれ者もの！」

　彼女は憤ふん然ぜんとそう言い捨てた。
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　彼の怒りは頂点に達していた。

　この塔に入ってすぐ彼女の塔だと気付かなかった自分と、この塔を自らのもののように扱っている魔女に対しての怒りだ。

　これは、新しら祢ねの塔だ。

　確信したのは昔、彼女が言っていたのと同じ仕掛けを見つけた時だった。一見、他の石と変わらないように見えるが肌触りだけが違う。少し力を入れると、ガコという音がしてそれは少し奥に入り込んだ。

『隠し扉じゃ』

　彼女は笑ってそう言った。

　ゴゴゴゴと石いし臼うすを回すような音がする。北の王女が小さく悲鳴を上げてその場に倒れた。

「なんだこれ！」

　恋人を腕に受け止めて鳥とり代しろが叫ぶ。

　壁が回っていた。

　王おう伊いは壁が回っているだけなのだと知っているのでまっすぐに立っていた。そうでなければ、地面が動いているように感じて珀はく蓮れんのようにバランスを崩くずして倒れてしまうだろう。普通の建築術ではありえない仕掛けだ。おそらくこれにも魔法が関係している。彼女はこれがどういう仕掛けなのかは教えてくれなかった。

　壁が回ると、扉の壊された戸口の向こうから階段が見えなくなった。そしてしばらくすると、その向こうはぽっかりと暗闇を切り取ったようになった。いや、暗闇の中に、丸いものが浮いている。それが外で、丸いものが月なのだと気付くのに時間がかかった。

　けれど月が見えるのも少しの間だけだ。壁は動き続け、やがてひどく大きな塔のようなものが視界に入った。そしてすぐに壁は止まった。戸口の向こうには廊下のようなものが続いている。先ほど見えた、大きな塔から伸びた渡り廊下に接続されたのだ。

　王伊は躊躇ためらいもなく歩きだした。

「いや、ちょ、待てよ」

　鳥代はとっさに王伊の腕を摑んだ。王伊は自分を摑んだ鳥代の手を一いち瞥べつしてから、彼を見て言った。

「ここは魔女の塔じゃない。この先に彼女がいるはずだ。僕は行くよ」

　そうだ。魔女の塔なんかじゃない。

　そもそもここは彼女の眠りを護るために建てられた塔なのだ。だがそれならばなぜ魔女に捕らえられた彼らはこの塔に送られた。もし本当にここが魔女の塔として利用されているのなら、彼女の、新祢の安全の保証なんかない。

　そこまで考えて一瞬、目の前が真っ暗になった。

　王伊は鳥代の腕を振り払うと駆けだした。

　廊下はすべて石造りで窓がない。床に敷しかれた赤い絨じゆう毯たんは色あせていて年月を感じさせた。いったいどれほどの年月をこの塔は取り残されてきたのだろう。

　彼女は、たった、一人で。

　廊下を抜けた先には馬鹿みたいに広いホールがあった。柱が七本あって、複雑な彫刻が彫ほられていた。

　覚えている。彼女とよくここで踊った。彼女は最初踊りが下へ手ただった。踊る相手がいなかったのだから当然だったのだ。でもすぐに上達して、ひどく複雑な曲も踊れるようになった。踊る彼女は今にも羽が生はえて飛んでいってしまいそうに見えた。

「新祢！」

　王伊は叫んだ。叫ばずにはおれなかった。彼女はこの塔の最上階で眠っている。このホールと同じ広さがある一室の、中央にあるベッドの上で眠っている。眠っているはずなのだ。

　上へ行く階段はホールを横切った先にあった。

　王伊は再び駆けだしたが、本能的にその場から跳ちよう躍やくして横に逃げた。彼の判断は正しかった。彼が一瞬前までいた場所に頭上から何かが落下してきて、ドゴンとすごい音をさせて床をへこませたからだ。

　それはあの魔法生物モンスターだった。それも一体ではない。六体。

　王伊は入ってきた渡り廊下に近い壁に背を預け、身を低くした。

　先ほど倒したのを含めれば、七体の、魔法生物モンスター。王伊ははっとした。ホールの柱をちらりと見ると、案の定ここから視界に入る柱すべての彫刻の部分がごっそりと抜けていた。こいつらはあの柱に彫られていた魔法だ。新祢を、この最上階に眠る姫君を護るための魔法。

「七人のこびとの魔法……！」

「小さくないし！」

　つっこんだのはようやくここまで走ってきた鳥代だった。後ろには肩で息をした北の王女がいる。

「よく見ろ！　ぜんっぜん小さくないぞ！」

　鳥代はもう一度言った。推定二・五メートル。確かに小さくはない。

「いや、本当はもっとこうしょぼい魔法のはずなんだ。魔女の魔法で凶きよう暴ぼう化かしてるみたい」

　この魔法はそもそも彼女が戯たわむれに作ったものだった。性格のまったく違う七人の森の妖精を模もした魔法で、彼女が怒っている時に彼女に近付こうとするとその小さな妖精達が柱から出てきてぎゃーすぎゃーすと彼の足元でがなりたてた。

　性格は大体顔を見ればわかる。たぶん、最初に王伊が倒したのが怒りっぽいやつだったのだろう。今彼が対たい峙じしている六体はどこかゆるい顔をしている。身体の造りが最初の奴と同じに凶暴そうなせいで、それが余計不気味に見えた。

　だがそもそも戦闘用に作られた魔法ではない。だから最初の奴も意外なほどあっさりと倒せたのだ。

「どうするのよ」

　この明らかな異常事態を前にしても北の王女は恐れを微み塵じんも見せていなかった。呼吸が整うと、腕を組んで目の前の六体の魔法生物モンスターを睨んでいる。王伊は少し笑った。なるほど、この王女は、あの東の王子が惚ほれた相手なのだ。並の矜持ではないらしい。

　王伊は眼鏡めがねを外すと鳥代に渡した。

「持っててよ」

「おう。俺達は廊下の方からこっそり見てるから」

「そうして。邪魔だし」

　剣の柄に手をかける。

　彼女は生きている。王伊は今そう確信できた。

　これは彼女の魔法だ。それがまだ生きているということは、彼女自身もまだ生きている。魔法とはかけた魔女に従じゆう属ぞくする。このこびと達はだから、あのふざけた魔女に強化の魔法をかけられてもなお、きっとその主人を護っているのだ。最上階にいる、彼女を。

　王伊は切っ先を床の上で少し滑らせた。

「ごめんね」

　本当ならそれは彼自身の役目だった。彼女を側で護るべきは、昔も今も、彼一人のはずだった。

「ええと、名前、覚えてるよ。さっきのが『怒りんぼう』だ。『幸せ』と、『くしゃみ』、『ドジ』『眠い』『恥はずかしがり』、あと、『博士はかせ』」

　言ってから王伊は笑った。彼女には決定的に名付けセンスがなかった。

　彼は、そういうところも好きだった。

「ありがとう」

　さっきのを、殺さなくてよかった。今は安あん堵どする。彼女はこの魔法を愛していたから、もし彼が殺してしまっていたら悲しそうな顔をするだろう。君だけがいればいいのだと、昔の彼が言った時と同じように。

『僕は君を好きだよ』

　あれは、決して易く言っているわけじゃない。今も、昔も、たぶんこれからもずっと、これは世界の真理のようなもの。

『君を好きだよ』

　何よりもただ一つ、これだけは言える。

　新祢。

　この気持ちだけで僕は、どんな障害だって打ち砕くだくことができるだろう。







　３　ずっと、そればかりを願っていた







　王宮のダンスホールはこの舞ぶ踏とう会かいのために、七年前に改かい築ちくされた。

　床ゆか材ざいに使われているのは北方から取り寄せた夜鳴石オーニルという石で、夜よ闇やみを閉じ込めたようなその石は本当の暗闇に落ちると淡あわく発光する特性を持っていた。広いのはもちろん天てん井じようが高く、中央から下がる大きなシャンデリアを囲むように夜空が見える。ガラス張りのその天井は、建築術としても高度な技が使われている。月が見える位置に来ると、少しの間だけホールの電気を消す。すると空の星と夜鳴石の光に挟まれてまるで夜空に浮いているような気分になるのだ。

　収穫祭の時は学校の生徒に開放したりするので国民の間でも評判の、東の国自慢のダンスホールだった。

　広ひろ兼かねは、ホールに姿を現してすぐ視界の中に恋しいひとを見つけて胸が高鳴り、思わず心臓を押さえて側そばにあったカーテンにしがみついてしまった。

「どうなさったの？　広兼様？」

　南の国の第五妃が気付いて心配そうに彼の顔を覗のぞき込んだが、広兼としてはそれどころではなかった。

　王族の席は一番広い広間から階段を上った少し高いところに作られている。階段の途中には踊おどり場ばと呼ぶには広いスペースがあって、王族が踊る時はこのスペースを使う。そこから左右に伸びた場所に王族専用の出入り口があるので、そこからホールに入ってきたばかりの広兼がいる位置からは皆がいる広間を見下ろすような形になった。

　招待客は多い。けれどその中からでも、広兼は一目で彼女を見つけることができた。

　太陽の光をそのまま紡つむいだかのような金色の髪かみ。彼女の双そう眸ぼうと同じ青色のドレスは彼自身が贈おくったものだ。

　それにしても、彼女は目を惹ひいた。惚ほれた欲目だけではないはずだ。黒髪や無理やり染められた不自然な色合いの中でただ一人本物の宝石のように輝いている。周囲の人間も彼女を見ている。頰ほおを染めて彼女を見ている男など縊くびり殺してやりたくなった。

　自分はたぶん狂くるっている。

　そうでなくてはこの衝しよう動どうを説明などできない。今すぐ彼女に駆かけ寄り、攫さらってしまいたい。その目を覆おおい、部屋の奥に入れて、閉じ込めてしまいたい。

　そうしないだけの理性が自分にあったことの方に驚いた。

　違う。

　ただ子供のように怖おそれているだけだ。彼女に嫌われたくない。取り返しのつかない何かを損そこなって、彼女の輝きを失いたくない。

　カーテンにしがみついたまま魅み入いられたように下の広間を見下ろす義理の息子むすこの視線を追った第五妃は、そこに見知った顔を見つけて微ほほ笑えんだ。

　先にホールに入った南の王おう妃ひは既すでに階上の席に腰を下ろしている。

「あら、黄き臣おみ伯はく爵しやくじゃないですか」

　広兼はその時初めて、都ト撰セン領の領主が親したしげに彼女と話していることに気付いた。

　あろうことか、あの派は手で好き領主は彼女のその細い腰に腕うでを回し、ワインを勧すすめている。広兼はかっとなった。憤ふん然ぜんとなって広間に下りていこうとしたが、彼らの側に仮面をつけた紳士の姿を見つけて気持ちを無理やり鎮しずめた。

　もしここで自分が下りていって注目を浴あびてしまったら、昨日きのう黄臣伯爵を領地に呼び戻してまであの仮面の紳士を匿かくまうよう頼んだ意味がなくなってしまう。

　いやしかしそれにしたってあの親しげな様よう子すはどうだ。早苗さなえだって嫌いやそうな顔一つ見せていない。もしかして彼女はうんと年上の男が好みなのだろうか。

　広兼はぐるぐると思し考こうを回転させて眩暈めまいがしそうだった。けれど次の瞬間の第五妃の言葉に彼ははっ、と覚かく醒せいした。

「じゃああの隣の子がきっと以前おっしゃっていた友人の娘さんですね。ご存知ですか？　養子にしたいのだとおっしゃっていた。可か愛わいらしい人だわ」

　東の王の信頼が厚い黄臣伯爵は王の代理として南の国を訪れることが少なくない。そして女性受けのいい伯爵はそのたび王妃達のお茶会に招かれ楽しげに話して帰っていくのだ。そもそも広兼が彼と親しくなったのは、どうやったらあの母達を相手にしてあんなにも友好的に話せるのかと聞いたのがきっかけだった。その時の答えはもう覚えていないが。

　広兼はもう一度はっとした。

　そういえば、昨日もぶちぶち文句を言っていた気がする。本当なら可愛い娘代わりと楽しく食事をしているはずだったのにとかなんとか。

「そうか」

　広兼は立ち直った。

　そうだったのか。それならば、何も問題はなかった。早苗を手に入れられるのなら、あの派手好き領主をお義と父う様と呼ぶのもやぶさかではない。

　南の王子は晴れ晴れとした気持ちでやっと足を一歩踏ふみ出した。自分が座るべき席を見上げる。すると既に階上の席に座っていた北の王妃が目に入った。

　その人もまた、階下の広間に目を奪われているようだった。

　魔女は、顔を歪ゆがめていた。
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　ホールの中はきらきらとしていて、一瞬眩暈がした。

　白と黒の磨みがき上げられた床が中央のシャンデリアのまばゆい照明を反射している。甘い香水の匂いがした。

　近くにいた着飾った紳しん士しや淑しゆく女じよが皆こっちを向いた。たくさんの楽器が幾いく層そうにも重なって奏かなでる豪華な音楽が聞こえる。

「……夢の中みたいだわ」

　早苗さなえは呟つぶやいた。

　彼女はこういったパーティに参加するのは久しぶりだった。ましてや王族が主しゆ催さいするものなのだから規き模ぼが違う。

　最初早苗は、天井は黒色なのかと思った。しかし立ち止まってよく見てみると、それは夜空のようだった。ガラス張りなのだ。ホールの明るさに負けて星はよく見えなかったが、もしホールの明かりを消せばさぞかし綺き麗れいなのだろう。

　前を見ると、ちょうど目の前にいた青年と目が合った。早苗がにっこりと微笑みかけると、青年は顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「小お父じ様、やっぱり私、どこかおかしいのかしら？」

　自分をエスコートしてくれる伯爵に、早苗は困った様子で言った。さっき扉とびらを開けてくれた給きゆう仕じも早苗を見て目を見開いていた。

　伯爵は笑った。

「お前のその金色の髪や眼めの色は、どんな宝石よりも効果がある」

　実際、早苗のその異質な外見と柔やわらかな微び笑しようは一つの武器だと言えた。髪と目の色で一瞬警けい戒かいした人々は、彼女の花がほころぶような笑顔を見てどきりと心臓を高鳴らせる。

　それは女性でも男性でも同じだった。

「それ、お義ね姉え様達も言っていたわ。もしそうなら私ってとてもお得だと思いません？」

　早苗が言うと、伯爵は声を大きくして笑った。

　早苗達と一緒にホールに入った仮面の男は、彼らの側の壁かべ際ぎわに立った。どうやらお喋しやべりに参加する気はないようだ。誰だれも彼には話しかけない。話しかけにくい雰ふん囲い気きを纏まとっているからだ。

　早苗は感心した。雰囲気をころころと変えることのできる人なのだ。人ひと懐なつこい貴族のようなものから、尊そん大だいな王のようなものへ。たぶんその本質は、とてもまっすぐで純粋だ。だから早苗はきっと父娘おやこほどに年の離れた彼をかわいい人だと思った。

　その時、彼がふと顔を上げた。

　仮面の向こうからでも、彼がまっすぐに誰かを見ているのがわかった。早苗は彼の視線を追ってはっとした。

　北の王妃。

　王族の方々が出入りする扉はまた別にあって、階段の途中の広いところの端にそれはある。彼女は、そこから入ってきたところだった。

　赤いドレスを身に纏っている。十年以上前に初めて会った時と変わらずに美しく妖よう艶えんな女。いや、容貌自体は別人のように変わっている。それでも義あ姉ね達がそれと気付かない保証はなかった。

　義姉達はここには来ない。

　御ぎよ者しやに言って、道中で足止めをさせているからだ。きっと美お味いしいものの出る場所で、暖かい夜を過ごしているだろう。

　早苗は義姉達とあの人を会わせたくなかった。あの人がいなくなった時の義姉達の落ち込みようを知っていたからだ。

　あの人は、最初に義姉達を拾った人だった。だから心の拠より所どころだったのかもしれない。けれど早苗はあの人が玩おも具ちやを拾う感覚で義姉達を拾ったのだとわかっていた。彼女達がそうするようには、あの人は早苗や義姉達を愛してなどいなかった。それはあの人の言動を見ていればあまりに明らかだったが、純粋な義姉達は、きっと早苗のようには割り切れない。だから会わせるわけにはいかなかった。

　北の王妃は背筋を伸ばしてゆっくりと赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を上り、まず玉ぎよく座ざに座った東の王と王妃に挨あい拶さつをした。その仕草一つとっても匂いたつように美しい。衣きぬ擦ずれの音がここまで聞こえてくるようだった。

　彼女は国王夫妻と二言三言言葉を交かわしてから、すうと歩いて自分のために用意された席に座る。

　その間、北の王妃は階下の貴族達を一いち瞥べつもしなかった。傲ごう然ぜんと椅い子すに座り、あとはつまならそうに目を瞑つぶった。

　王族でない人間は基本的にあの赤い絨毯の敷かれた階段を上ってはいけない。王族の誰かに直接挨拶をしたいのであれば、彼らが階下に下りてくるのを待つしかない。

　早苗は鞄かばんを持った手にぎゅっと力を込めた。靴くつと同じような、きらきらと光るものをちりばめた鞄だ。これは壱いちが用意してくれた。

「早苗」

　伯爵に呼ばれて、早苗は我に返った。

「どうかしたか？」

「いいえ、小父様」

　早苗は微笑む。彼女がちらりと見ると、壁際の仮面の紳士は、まだずっと階上を見上げていた。





[image: ]






「ああっ！」

　鳥とり代しろが突然声を上げたので珀はく蓮れんは驚いて怒ど鳴なり返した。

「いきなり何よ！」

　廊ろう下かの向こうのホールではまだ王おう伊いが魔法生物モンスター達、もとい魔法と戦っている。一体の時は楽勝だったが、六体揃そろうと連れん携けい技わざなんかも使ってきていてなかなかやっかいそうだった。

　立っているのはあと二体。まだ決着はつかない。

　けれど鳥代はそれどころではなかった。それ以上に重大なことに気付いてしまった。

「馬ば鹿かな、いや、でも……」

「鳥代？」

「珀蓮」

　東の王子は突然珀蓮の腕をがしりと摑つかんだ。彼女が着ているのは何やらひらひらとした少し趣味の悪い寝巻きだ。どうやら寝る前に魔女に拉ら致ちされたらしい。けれどそんな無防備な格かつ好こうにむらむらときている場合ではなかった。

　彼は問うた。

「さっき一瞬外が見えただろう？　夜だった」

「そうね。夜だったわ」

　暗闇の中を切り取ったように浮かんでいた月。その時は、壁が動くというあまりの事態に頭が回っていなかった。

　けれどあれは。

「満月じゃなかったか？」

　丸い月。馬鹿な。ありえない。おかしい。なぜなら、鳥代が攫さらわれたのは舞踏会の三日前のはずなのだ。

　珀蓮は怪け訝げんそうに顔をしかめた。

「……悪いけど、ちゃんと見てないわ。満月だったらどうなの？」

「満月の夜は、春迎祭イビターの夜だ」

　毎年春迎祭イビターはこの時期の満月の夜と決まっている。

　鳥代はさぁと青ざめた。

　ここが魔女の領域ならば、時間が早く進むということもあるかもしれない。もしそうであれば、今夜が舞踏会の夜なのであれば、東の王妃はきっと彼を待ちはしない。

　今年の舞踏会は、第一王子の花はな嫁よめ探しを兼ねている。彼の不在となれば、彼の母である王妃はきっと勝手に花嫁を探し、勝手に花嫁を決め、勝手にそれを公表するだろう。

　間違いない。

　あの人は、そこまでする。確実に。

「まずいぞ……。王伊！　ちんたらしてる場合じゃない！」

　鳥代が叫さけんだ瞬間、勝負は決したようだった。

　ゴインという激しい音がした。

　見ると、残った二体の魔法生物モンスターがなぜか互いの額ひたいをぶつけて目を回し、ぶっ倒れるところだった。

　それを見届けようともせず、王伊は剣を持ったまますぐ走りだした。彼が向かった先にはおそらく上へ上がれる階段がある。姫君というのは、最上階に囚とらわれているものだからだ。

「おい、眼鏡めがね！」

　彼が珀蓮の手を引いて駆けだした時にはもう西の王子はホールを横切ったところにある扉の向こうに消えていた。
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　本来なら王族がすべて揃ってから王の言葉を賜たまわるはずだが、東の王の朗ろう々ろうとした声がホールの中に響ひびいた時、東の第一王子と西の第二王子の席は空席のままだった。

「冬の王がこの地を去り春の妖精プリテムプスが花と踊りと香りを連れてやってくる」

　祭りの開始を告げる王の言葉は、十数年前に戯ぎ曲きよく家かである楼ろう楼ろうが王のために草そう稿こうをあげたものだ。実際彼の書いた戯曲にも使われているその台詞せりふを、王の口から聞くのは早苗さなえにとっては初めての経験だった。それはまるで歌のように聞こえた。

「淑女諸君プリユデリは冬を労ねぎらい、紳士諸君モンシユラは春の手を取り我が国に迎え入れよ。酒を注つぎ外がい套とうを脱げ。花を撒まき暖だん炉ろの火を消せ。諸君、長い冬は終わったのだ！」

　王が言葉を終えるとすぐはじけるような音楽が流れた。西国の足アルマンドと呼ばれるこれは舞踏会の最初に流れる曲で、組となった男女が列を作って進みながら踊る。先ほどまでお喋りに興じていた紳士淑女が流れるように中央のダンススペースに出て行って踊りだす様さまは、まるで蝶ちようが戯たわむれているように綺麗で早苗は感激した。

「まぁ」

　ずっと前に行った男だん爵しやく家の社交場とは全然違う。

　婦人方のドレスや音楽やありとあらゆるものがきらきらとしていて、早苗は少しだけ、義あ姉ね達に申し訳ないことをしてしまったと思った。この場にいたら彼女達はきっと目を輝かせて喜んだだろう。

「ねぇ、あなた。あなたってば！」

　おそらく数度目の呼びかけでようやく、早苗ははっとして振り向いた。するとそこには二組の若い男女が立っていた。

　女性は片方が橙だいだい色いろのドレスを着ていて、もう片方は濃こい緑だった。二人とも細かい宝石をいくつも身に纏い、少しきつい化け粧しようをしている。男性は橙の隣にいる青年の方が背が高く、緑の方が小柄。年はおそらく四人とも早苗よりも下だろう。

　彼らはにやにやと笑っていて、どうやら最初に声をかけたのは橙色の方のようだった。

　伯爵は側にいない。顔の広い彼はずっと早苗のお守もりをしているわけにもいかず今はどこかで何なに某がしかの貴族と政治や女性の話をしているはずだった。

「あなた、どちらの方？」

　橙の女性はつんと顎あごを上げて言った。

　早苗はにこりと笑った。

「はじめまして。ヤエ商会の早苗と申します」

　彼女がそう答えると、四人は顔を見合わせて一瞬奇妙な顔をし、そして盛大に噴き出した。

「やだ、言葉が通じたわ。聞こえた？」

「もっと甲かん高だかいおかしな声かと思ったよ」

「ヤエ商会？　ああ、なるほど、殿でん下か目当てでのこのこやってきたわけだ」

「ちょっと、失礼よ。彼女ならそのおかしな髪と眼の色で十分殿下の興味を引けると思うわ」

　どうやら彼らは早苗が貴族ではないと知っていて話しかけたようだった。緑の女性はあからさまに嘲ちよう笑しようし、橙の女性は好こう奇きの目で早苗をじろじろと見た。

　社交界で早苗がこういう視線にさらされたのは一度や二度ではない。

　西大陸を統すべる帝国と東大陸の沿コ岸ーのト線と呼ばれる複数の国が数百年前に国交条約を結んでから。この大陸には西の文化が一気に流れ込んできた。やや北方に位置するこのあたりの国もその風潮の影響は避けられなかったが、閉へい鎖さ的な四国にあってはまだまだ西大陸の人間は珍めずらしい。

「それ、染めているわけじゃないのよね？　眼も本物？」

「ええ。本物です。触さわってごらんになりますか？」

　早苗が微笑んだまま言うと、橙が「きゃあ」と声を上げた。

「遠えん慮りよしておくわ。私までそんな色の薄いおばあ様みたいになったら困るもの」

「その眼できちんと見えてるの？　ああ、なんかずっと見ていると気持ち悪い色ね」

　深緑が顔をしかめると、彼女の隣の小柄な方の青年が訳知り顔で言った。

「あまり近づかない方がいい。こういう子供は魔力を持ってるらしいよ」

「魔力？　いやだどこのお伽とぎ話ばなしよ」

「髪や眼の色は魔力に影響されるって。前に僕のお父様が南の国でそういう話を聞いてきたんだ」

「魔女ってこと？　魔女ってまだ本当にいるのかしら？」

「いるわけないだろ。前世紀の遺い物ぶつだよ、遺物」

「ねぇ、あなた魔法使える？」

　橙色のドレスの女性がからかうように早苗にそう聞いてきた時も、彼女はずっとにこにこと微笑んでいた。早苗は答えた。

「ええ、使えますよ」

　四人は一瞬、早苗の言葉の意味がわからないようだった。最初に噴き出したのは橙色の女性で、それに続くように他の三人も声を上げて笑った。

「噓、いやだ！　あなた魔女だったの？」

「使ってみせてよ、その魔法ってやつ」

「よろしいですよ」

　早苗は言うと、すっと手を上げてその手のひらを橙色の女性の顔の前でぴたりと止めた。

　鞄を持った手は自然に横に垂たらしている。

　彼女にはどこにも気負ったところはなく、すべてが自然だった。海の底の青い色になった双眸が細められている。いつもの空の色とは違う。

　それはどことなく暗く、闇のようなものを帯おびていた。

　女性達は笑うのをやめた。

「どのような魔法がよろしいですか？」

　早苗はずっと微笑んでいる。その声は絹きぬのようにすべらかで優やさしく、柔らかい。

「永えい遠えんの眠りにつく魔法？　それとも声を失って人形になる魔法？　恋する人と添い遂とげたいのなら恋人と心臓を交換する魔法がよろしいですよ。簡単です。まずはその心臓を抉えぐり取って、恋人に接キ吻スをしていただきましょうか」

　彼女の言葉に抑よく揚ようはなく、それがかえって四人の顔を青ざめさせた。

　早苗がその手のひらをすうと下げ、ゆっくりと女性の心臓を指差すように手の形を変える。彼女の指はあと少しで女性の心臓に触れそうだった。

「や、やめて！」

　橙の女性は叫ぶように言って早苗の手を払った。顔から完全の血の気が引いている。一方で早苗は驚いたように目を見開いていた。その色はもうあの明るい空の色に戻っている。彼女は少し困ったように首を傾かしげて笑った。

「冗じよう談だんですよ」

　女性はかっとしたようだった。早苗を殴なぐろうと右手を上げたが、その手は早苗の背後から伸びた大きな手によって止められた。

「うわ」と言ったのは青年達だ。緑の女性は声を失っているし、手を摑まれた橙色のドレスの女性は自分の手を摑んだ相手を見て顔を真っ赤にした。

「まったく」

　自分の顔の横から伸びるその腕は生き地じのいい黒い袖そでに包まれていて、早苗はそれに抱きしめられると心臓が潰つぶれるような思いになるのだと知っていた。顔が赤くなり、全身が一気に熱くなる。逃のがれたいと叫ぶように思う一方で、もう二度と離して欲しくないと願ってしまうような、それはそういう感情の矛む盾じゆんに早苗を突き落とす腕だった。

「あなたからは目が離せないな」

　耳元でささやかれた声に早苗はびくりと身体からだを震ふるわせた。心臓が早はや鐘がねを打つ。ああ。自分は恋をしている。そう改めて自覚した。

　いつの間にか階段を下りてきていた南の第六王子は、女性の手をすぐに離すと早苗の後ろに立ったままひやりと背筋が凍こおるような冷たい声を出した。

「王陛へい下かからのご伝言だ。お前達の行いは国の品位を汚けがした。追って沙さ汰たする。行け」

　四人はもともと目つきの悪い南の王子の悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうにびくりと怯おびえ、目をさまよわせるように階上の国王陛下を見た。王座におわす尊とうとき東の王は、肘ひじをついてつまらなそうに騒さわぎの一角を見下ろしている。

　この距離からでも見えるその王のその目は冬の湖のように冷たく階下を睥へい睨げいしていて、それを見た四人はさぁと青ざめた。

　彼らが慌あわててその場を逃げ出して視界から見えなくなった後、広ひろ兼かねははぁー、と怒りを押し殺したようなため息をついた。

「俺の国の人間だったら首を刎はねてる」

「まぁ」

　早苗は笑った。それが冗談だとわかっていたからだ。

「もしそう命じていたらあなたはどうする？」

「もちろんお止めいたしますよ。あの子達へのお仕置きはもう私がしましたから」

　広兼は両手でくるりと彼女の身体を回して自分の方を向かせた。金色の髪がふわりと揺ゆれる。すると甘いいい香りが広兼の鼻び腔こうをくすぐった。

　青いドレスは彼女にぴったりで、結ゆい上げた髪の下に露あらわになった項うなじは白く今にも折れてしまいそうに細い。少し化粧もしているようだ。いつもの彼女ももちろんまぶしいくらいに可愛らしいと広兼は思っていたが、今の彼女はものすごい破壊力でもって南の王子の心臓を鷲わし摑づかみにしていた。

「あなたが接キ吻スしてくれるなら俺は俺の心臓くらいいくらでも抉り取ってもらって構かまわねぇけど」

　彼は目の前の女性を見つめたまま本心から言った。

　すると早苗は顔を赤くさせた。

「まぁ……」

　そう言って俯く。いつもならにっこり微笑むはずの彼女のその様子がひどく可愛らしくて、広兼はたまらなくなった。両手がわなわなと震える。できることなら今すぐこの場で抱きしめてそのままどこかに拉致してしまいたい衝動にかられたが、それをぐっと我が慢まんして言った。

「あなたの願いを知ってる」

　早苗は顔を上げた。

「俺ならその願いを叶かなえられる。けれどそれはあなたにも代だい償しようを強しいる」

　ささやくような小さな声だ。早苗にだけ聞こえる声。

　その言葉が何を意味するか、早苗にはすぐにわかった。

　王族にしか上れない赤い絨毯の敷かれた階段。早苗の目的であるあの人は、その階段の上にいる。

　王族がその階段を下りてくることなどほとんどない。年若い王子王女や主催国の国王夫妻ならまだしも、他国からの賓ひん客きやくである妃達が広間まで下りてくる理由がないのだ。ならば早苗自身があの階段を上っていかなくてはならない。

　早苗は微笑んだ。

「それを代償だとは思いません」

　彼女があまりにもきっぱりと言い切ったので、広兼は少し困ったような顔をした。

「俺の手を取って階段を上る意味をわかってる？」

「後こう悔かいしないという約束はできませんが、少なくとも今私にそれを拒否する理由はありません」

「商人らしい言い方だ」

　広兼は笑って、その場に跪ひざまずいた。

　周囲がざわめく。王族が、王族以外に対して跪くことなど滅めつ多たにない。特に男性が女性に対して跪く時、その意味は限られている。

　南の王子は、乞こうようにその手を伸ばした。

「お手をどうぞ。俺の姫君」

　早苗は少しだけ頰を赤くした。そういえば、初めて会った時も彼はこうして早苗の前に跪いたのだ。そしてとんでもないことを口にした。

　この手を取れば、逃げられない。これは、それだけ重みのある決断だ。けれど早苗にためらいはなかった。

　王族の、妻、あるいは婚こん約やく者しやならばあの階段を上れる。そして相手がこの南の王子であるならば、早苗にそれを拒む理由はないのだ。

　早苗はそっと彼の手を取ると、少し膝ひざを曲げて目の前の王子様の耳元に顔を寄せた。

「広兼様のお子は、きっととても可愛らしいわ」

　それはどんな拳げん骨こつよりも威い力りよくがあった。

　広兼は極限まで目を見開き、一瞬思考を停止した。見ると早苗は頰を染めて微笑んでいる。その笑顔は、これまで見た彼女の笑顔とは違って、少女のように可愛らしく世界中のどんな宝石よりも魅力的だった。

　いったい、彼女は自分の言ったことの意味をわかっているのか。もしかしてこのまま攫っていって欲しいという言葉の裏返しだろうか。一瞬そう思うが、彼女の無む垢くな笑顔を見ているとそんなはずないだろうと思う。

　ああこれは、忍にん耐たいが試されている。そう自分に言い聞かせて、広兼は低く呻うめいた。
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　魔女がずっと目を瞑って考えていたのは、魔法で拉致した二人の王子の後始末と、残ったもう一人の王子の処置だった。

　まったく、忌いま々いましい。東の王子だけでなく、西と南の王子もまた彼女の正体に気付いていることはすぐにわかった。東の王子の屋敷を出た後の二人の王子の動向がまったく鏡に映らなかったからだ。日常生活の上で欠かせないはずの鏡に映らないということは、明らかに彼女の魔法を意識しているということだった。ふいをついて西の王子は捕らえたが、南の王子は逃した。

　小こ賢ざかしい賢けん者じやの王子。早々に始末してしまいたかった。魔女は自分の今の身分を気に入っていたし、まだしばらくは北の王妃をやめるつもりはなかったからだ。できることなら、向こうが動きを見せる前にしかるべき処置をしてしまいたい。《赤い森》に閉じ込めてしまいさえすれば、後はどうとでもなるのだ。

　隣に人が座る気配がして、彼女は目を開けた。

「あら、ごきげんよう」

　南の王妃が言って笑った。

　この女もそうだが、南の国の妃達は皆王族と呼ぶには平へい凡ぼんすぎる容姿をしている。国王の趣味がそうなのだろう、そういう意味でこの女にも南の国の他の妃達にも、魔女はまったく興味がなかった。

　美しい女は癇かんに障さわるが、平凡な女は眼がん中ちゆうにない。本当なら口を利きくのも面めん倒どうなところだが、彼女は今北の王妃としてこの場に来ていたし、夫の代理として最低限の外交努力をしなくてはいけなかった。

「ごきげんよう」

　魔女は微笑んで返した。

「鳥とり代しろ様と王おう伊い様はまだいらっしゃっていないようですね。王伊様の体調が思わしくないそうですけれど、大丈夫かしら？」

　西の王子の不在は、南の王子がごまかしていた。さすがにいきなり自分を糾きゆう弾だんしてくる東の馬鹿王子とは頭の出来が違うらしい。

「心配ですわ」

　魔女は心にもないことを言った。すると南の王妃はため息をついた。

「広ひろ兼かね様が言うには馬車に酔よって都ト撰セン領から動けなくなったそうなのですけれど、私、実はあまり信じておりませんの」

「まぁ」

　魔女は大げさに声を上げた。

「どうしてですか？」

「王伊様だけじゃなくて鳥代様までいらっしゃらないのですよ？　また広兼様が唆そそのかして、王子達で何か企んでいるのではないかと、気が気でなくて……」

　魔女は笑った。それはありえない。二人の王子は既に彼女の手中にあるし、南の王子は一人で動かざるをえないからだ。

　北の王妃が二人の王子を拉致したという証しよう拠こはどこにもない。証拠もなく一国の王妃を糾弾などできない。

　東の王子のあの行動は、愚ぐ行こう以外の何ものでもなかったのだ。

「どちらにしろ、心配ですね」

　そう言って、彼女はふいと視線を階下に向けた。ホールには緩ゆるやかな音楽が流れていて、下の広間に集まった貴族達は思い思いにお喋りに興じている。

　その時彼女は、目障りな色を目の端に捉とらえた。

　金色。

　一瞬、その何が心の琴きん線せんに触れたのかわからなかったが、その存在をはっきりと認識しそれが誰なのかわかった時、彼女は愕がく然ぜんとした。

　それは美しさでいうならば、自分とは比べるべくもなかった。誰が見ても自分の方が美しいと言うだろうし、その点に関しては疑問をさしはさむ余よ地ちなどないだろう。ただ髪と眼の色が珍しく、周囲の視線を集めてはいるようだった。

　北の王妃は、階下のその娘を知っていた。

「早苗さなえ……！」

　なぜか木トー蓮リアにいた北の王女と、突然現れた数百年前の王女。それを結びつけた存在について考えた時に真っ先に浮かんだのがあの娘だった。

　金色の髪と晴れた日の空の色の双眸。若いまま死んだあの男の娘。

　小賢しく、物もの怖おじすることがない小娘。

　自分の邪魔をした存在としてあの娘を思い浮かべた時、魔女はそれを捨て置くことに決めた。彼女はなるべくなら今あの家に住む娘達には関わりたくはなかった。これまでもそうしてきたからだ。

　何百年も生きてきて、何人かの人間の男と結婚した。そしてその男が死ぬ前にその町を離れて二度と関わらないようにした。男達は決して彼女と同じだけの時を生きることはできなかったし、彼女もそれをわかっていてただ一時の快楽と遊びのために男達を利用した。利用した玩具が残したものに関わるのは愚かしい行為だと思えたし、そもそも彼女は家族というものが嫌いだった。

『お義か母あ様』

　それなのにあの娘は何度でも彼女をそう呼んだ。

　母と呼ぶなと脅おどしても、『でもお父様の奥様は私達のお義母様でしょう？』と言って微笑んだ。あの娘がそう呼ぶので、町で小間使いとして拾った汚らしい娘達も自分を母と呼ぶのをやめなかった。

　今思い出しても腹立たしい小娘だった。いつも満ち足りたように笑って、周囲から自分に注そそがれた愛情を惜おしげもなく振りまいていた。

　魔女はもはや確信していた。あの娘が偶然この場所にいるはずがない。南の王子と共きよう謀ぼうしている可能性だってある。

　彼女は舌打ちをした。

　もっと早くに、どうにかしてしまえばよかった。

　そうだ。あの娘は気に入らなかった。珀はく蓮れんよりも数百年前に眠らせたあの王女よりも、ずっとずっと癇に障る。

　初めて会った時からずっと、そう思っていたのだ。

　その理由を彼女は考えようとはしなかった。

　邪魔ならば消せばいい。

　そう、自分は魔女なのだから。迷うことなど何もないのだ。
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　二日前。

　書しよ斎さいは古い本の匂いがした。重く、けれど部屋に充満し、違う世界へと導かれるような匂いだ。

「左から三番目の本棚の、下から二段目、左から五冊目」

「まぁ。本当。これだけ背表紙がないわ」

　伯爵の言うまま書斎の本棚の前に両膝をついた早苗さなえは、驚いて声を上げた。

　彼女が本棚から取り出した本は埃ほこりをかぶって色あせていた。本自体は立派なのに、表紙には何も書かれていない。色は淡い青。最初はもっと濃い青だったのかもしれない。中の紙は端が少しすり切れている。

　早苗の後ろから彼女の手元を覗き込むようにしていた林りん灯とうと壱いちが、眉み間けんに皺しわを寄せている。

「旦だん那な様がそんなものを書いていらっしゃったなんて」

「僕も全然気付きませんでした。この部屋には何度も掃そう除じをしに入っているのに」

　林灯などはそう言って大きく肩を落とした。少し離れた本棚に腕を組んで寄りかかった伯爵は、器用に肩をすくめて笑う。

「私もそれを見つけたのは偶然だ。あれにはこの本のことは誰にも言うなと懇こん願がんされた」

『お父様は、お義か母あ様を、愛していらっしゃったのでしょうか』

　早苗のその問いに対して伯爵が彼女に提示しようとした答えがこの本だった。今は亡なき父の日記。

「それは恋文だよ」

　伯爵が言った。

　床に座り込んだまま、父が遺のこしたものを大事そうに抱えた早苗を見る伯爵の目は、包み込むように優しい。

　彼はずっとこの娘が心配だった。

　親友が残したたった一人の可愛い娘。馬鹿なあの男は身元をろくに調べもせずに二人の少女を養子にもらったので実際には娘は三人いたのだが、伯爵にとってこの春に咲く花のような娘はずっと特別だった。

　おそらく彼の周りの誰よりも純粋な愛情を一身に受けまっすぐに育った娘。その髪や眼の色さえ彼女にとってはなんの障害にもならなかった。彼女が笑うと皆が心を開いたからだ。

　彼女の周りには、愛情というものが溢あふれているようだった。本当なら彼女を妬ねたんでもおかしくないはずの義理の姉達さえ彼女に心を開いている。木トー蓮リアの町の人間も、彼女の髪や眼の色を気にせず彼女に笑いかける。

　だからこそ心配だった。

　ずっと彼女に愛情を注いできた存在が、彼女の父が死んだことが、早苗にどういう影響を及ぼすのかがわからなかったからだ。

『緩んだか』

　そう言うと、早苗は少し頰を赤くして笑った。

　ずっと気を張っていたはずの彼女を何が緩めさせたのかはわからなかった。ただ今の彼女になら安心して隠してきた親友の日記を見せられると思った。

「あいつの馬鹿みたいな愛情を垂たれ流したようなその日記を見せたら、二年前のお前はそんなたかが一冊の本を心の拠り所にしてしまうと思った。だから黙だまってたんだ」

　それくらいに、あの頃の彼女は危あやうかった。

　青い目は暗く、微笑んでも花は萎しおれてしまっているようだった。けれど背筋を伸ばして、義あ姉ね達の前に立っていた。彼女が義姉達を護まもるためだけにそこに立っているのは明らかだった。それはたぶん悪いことではなかったのだ。彼女の頼りない義姉達が、早苗の心をぎりぎりのところで支えていた。

　早苗はおもむろに本を開いてぱらぱらとページを捲めくった。内容は、仕事のこと、そして思い出したように家族のことが書いてあるはずだ。

　母親が死んでから初めて早苗が笑った時のこと、彼女が料理を作って失敗した時のことなど、喜びがにじみ出てくるような文章で書かれている。その手が最後のページをぱらりと捲った時、早苗はひゅっと息を呑のんで止めた。

　彼女の父は、彼の周囲の人間を、皆隔てなく愛していた。それくらいの度量と甲か斐い性しようのある人間だった。

　嗚お咽えつが漏もれて、彼女は身をかがめて身体を震ふるわせた。何も言葉にはならないようだった。

　そんな彼女を後ろから壱が抱きしめ、林灯がその頭を撫なでた。出遅れた伯爵は、少しだけ残念そうな顔をしてから言った。

「その最後のは、卑ひ怯きようだよなぁ」

　最後のページになんと書いてあるか伯爵は知っていた。

　だから恋文だと言ったのだ。あの男は、こういうことを恥はずかしげもなく口にする男だった。




　僕の愛する二人の妻と、三人の娘達へ
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　早苗さなえは広ひろ兼かねに手を引かれながら階段を上った。広間の貴族達は皆二人に注目している。

　早苗はずっと前を向いていた。臆おくすることは何もない。広兼に手を取られているというのに心の中はひどく静かで、むしろそれは一歩一歩歩みを進めるごとに澄すみ渡っていくようだった。彼が触れているところから優しいものが早苗の身体の中に入り込んできていて、早苗の中のさまざまな屈くつ託たくを洗い流してしまうようだった。

　そうすると彼女は、自分の中に残ったものをよくよく考えることができた。

　階段の上には東の王と王妃王女と、南の国の王妃と第五妃、それに西の国の王妃と王女がいる。

　広兼はまず階段を上った先の中央にいる東の国の王と王妃に自分が手を引く女性を紹介した。この国で最も尊とうとい二人の男女は、この事態を面おも白しろがるようににやにやと笑っている。

「早苗です」

　南の王子の言葉は簡かん潔けつだった。この場で多くの言葉は必要ない。

　早苗はその場でスカートの端をつまみ膝を折り、顔が膝につくくらいに頭を下げて女性の最高礼をとった。

「本日はお招きありがとうございます。若じやく輩はいながらヤエ商会の当主を務めております。早苗と申します」

「ああ、先日代替わりした」

　東の王はさも今思い出したかのように言った。本当は先ほど下で騒ぎが起きて広兼が怒り狂った顔で『あの馬鹿共を諌いさめる許可をいただきたい』と言ってきた時に、この金髪の娘が誰かは聞いている。

　女嫌いの南の王子の心を射い止とめた褒ほめ称たたえるべき娘だ。

「あなたは、向こうの大陸の血を引いておいでなのね」

　言ったのは王妃だった。不ふ思し議ぎと嫌いや味みはまったく感じられず、早苗は顔を上げると王妃の目を見て笑った。

「はい。王妃殿下。母が、大陸の向こうの人間だったと聞いております。私が幼おさない頃に亡くなりました」

「まぁ」

　王妃は言ったが、その言葉には少しも憐れん憫びんは含まれていなかった。少し小さなニュースを聞いた、その程度の反応だ。王妃はすぐに笑った。

「でもとても素す敵てきな方だったのね。あなたを見ればわかります。お会いしてみたかったわ」

　早苗は少し驚いた。こういう反応が返ってきたのは初めてだったからだ。彼女はすぐにこの少しだけ強引そうな王妃に好感を抱いた。

「ありがとうございます、王妃殿下」

「広兼様」

　横から声が飛んできた。声の主は東の王妃の隣の隣に座った南の国の第五妃で、彼女は我慢ならない様子でもう一度義理の息子の名を呼んだ。

「広兼様、早くその子をこちらに連れてきてくださいな」

　彼女の向こう側には南の国の王妃がいて、その隣に北の王妃がいる。この第五妃は、王子王女を除けばこの場にいる六人の王や妃の中で一番年若かった。年齢で言えば、むしろ早苗に近い。

「早く行って差し上げたまえ」

　東の王がくっく、と笑いながら言った。

「君の姫君が成なし遂とげたこの快挙を一番喜ばれているのはおそらく君の国の方々であろうからな」

　からかうようにそう言われて、広兼は眉まゆをひそめた。確かに、彼が早苗を助けるために一人で広間に下りたことや、王族しか歩けない赤い絨毯の上を彼女を伴ともなって歩いたという事実は、この二人の妃によって次の日にはもう南の国に伝わってしまうだろう。帰った時の父王や妃達、兄達の反応は想像したくなかった。たぶん、すごくうざい。

「あら、やだ。すごく可愛らしいわ。ねぇ、そう思われません？　広兼様がこんな子が好みだったなんて。ねぇ、どちらから好きになったの？」

「ちょっと、やめなさい。そういうことは、国に帰ってから、陛下がきっとじっくりねっちりお伺うかがいになるわ」

　目をきらきらさせて聞いている第五妃を、南の王妃がくすくすと笑いながら嗜たしなめる。南の王妃は、早苗を見て優しく微笑んでみせた。

「ごめんなさいね。うちは、とても騒がしくて、広兼様はそういうところがお嫌いのようなのよ。あなたは気に入ってくださるとよいのだけれど」

　早苗がちらりと広兼の顔を見ると、彼は憮ぶ然ぜんと黙り込んでいて、早苗は思わず噴き出した。なるほど、彼はこういう家庭で育ったのだ。

「きっと、大好きになります」

　早苗はすぐに答えた。すると二人の妃は満足そうに笑った。

「本当に、とても可愛らしい方。北の妃殿下も、そう思われませんか？」

　南の王妃がそう言って隣の北の王妃に話しかけた時、その人は肘置きに肘をついて眠たげに目を瞑っていた。ただ、声をかけられてゆっくりと開かれたその目を見て、眠っていたわけではないのだとすぐにわかった。

　暗い、暗い双眸。まるで世界中の氷と闇と悪意を凝ぎよう縮しゆくしたようなそれは、射るように早苗を貫いた。

　ああ。まだだ。まだこの人はこんな目をしているのだ。

　早苗はそう思った。

　恐怖や畏い怖ふといった感情は彼女の中にはまったくなかった。そうではなく、もっと理り不ふ尽じんな、渦うず巻まくような感情が彼女の中にはあった。

　早苗は笑った。彼女はどんな時も笑う。悲しい時だって、笑っていた。

「お久しぶりです、お義か母あ様」

　彼女はそう言った。膝を折り、礼をして、北の王妃のまなざしをまっすぐに見返して。

「ごきげんいかがですか？」

　その目がただ怒りに染まるのを、早苗はじっと見ていた。哀あわれな魔女。愚かな魔女。自分がどう言えば彼女がどういう反応を返すのか、早苗には手に取るようにわかった。

　早苗は微笑んだまま言う。

「今日もお一人ですか？」

　その時ふっ、とホールの電気が消えた。

　階下でおお、と歓声が上がる。誰も困こん惑わくしていない。毎年この舞踏会では、会場の電気を消して月夜を楽しむのがイベントとしてあったからだ。

　頭上で満月はその存在を見せ付けるように暗闇の中浮いている。星々がその周囲できらめき、足元の夜鳴石がほんのりと光を発している。

　暗くなったばかりではまだ星は全部見えない。ずっと天井を見上げているとだんだん見える星が増えてきて、まるで星空の中に落ちてしまったかのような感覚に陥おちいる。階下で小さな悲鳴がいくつか聞こえた。たぶん平へい衡こう感覚を失って転んでしまった人が何人かいるのだろう。突然明かりを落とすとそうなる人が必ずいるので、毎年この演出をする前にはそういう予告があるはずだった。

　広兼が暗闇の中手て探さぐりで早苗の腕を摑んだのと、早苗の耳元で暗い声が聞こえたのはおそらくほとんど同時だった。

　――死にたいの？

　目の前で何かがきらりと光った。それが鏡なのだと気付く前に、早苗は自分の身体がこの暗闇よりももっと深く冷たい闇に搦からめ捕とられたのを自覚した。

　次の瞬間には、音がしない闇の中にいた。

　目を開けても何も見えない。上も下もなく、前も後ろもない。

　そこに一人だった。

　孤こ独どく。

　その言葉に形作られたような場所だ。

「……」

　発したはずの声も聞こえない。自分の顔に触れても感覚がない。

　何もない。

　何もないのだ。

　そこには果てさえもない。

「……！」

　早苗は叫んだ。

　けれどそれを知覚できない。

　何もない。

　自分の存在さえも、そこにはない。

　切り取った後の紙にできた空くう洞どうが自分の存在であったかのように。

　何も。

　この闇がなんなのかを彼女は知っていた。

　なぜならそれは、魔女の目の奥の闇と同じだったからだ。

　闇は、突然晴れた。







　早苗はよろけて尻しり餅もちをつきそうになったが、彼女の右手を摑んでいた優しい腕に抱きとめられた。

　ぱしゃりと水が音を立てる。ひんやりとした風が早苗のむき出しの腕を撫でるように吹いた。

　外にいるのだと、気付くのに時間がかかった。ただ空に浮かぶ満月が、ぼんやりと地上を照てらしている。

　早苗はそこがどこかわからなかった。

　足を動かそうとして、またぱしゃんと水の音がした。そこで早苗は初めて、自分が小さな池の真ん中にいるのだと気付いた。よく周囲を見渡すと近くに可愛らしい屋根のついた東あずま屋やがある。少し離れたところに建物があるらしく、そこから灯あかりが漏れて見えた。

　彼女の背後の方に広がるその湖は、あの空の月をその身に捕らえたかのようにして、揺らめいていた。

「大丈夫。東の王宮の、中庭の一つだ」

　早苗の肩を支えたまま広兼が言った。彼はホールが暗くなった瞬間にその異変に気付き、早苗の手を取ったのだ。

「広兼様」

　彼の声を聞いて、早苗は息をついた。

「なぜ、《赤い森》ではないのでしょう？」

　彼女の言葉に、広兼は呆あきれたような声を出した。

「まさかあなたは、わざと魔女を挑ちよう発はつしたのか？」

「《赤い森》はあの人の隠かくれ家がです。珀はく蓮れんも茨いばら姫ひめもきっとあそこにいるはずですから」

　当然のような顔してそう言う彼女に、広兼はため息をついた。そうだ。広兼に思いついたことが、この頭のいい女性にも気付かれないはずがないのだ。

「二人はたぶん大丈夫だ。鳥とり代しろも王おう伊いも同じところにいると思うし、少なくとも鳥代は馬鹿だから、珀蓮を助け出すためにどんな馬鹿なことも全力でやるはずだ」

「お二人が？」

　それでホールにいなかったのか。誰も騒いでいないようだったので、遅れていらっしゃるものだと思っていた。

「まぁ。でも……」

　あれは魔女の支配下の森だ。

　魔女の魔力が強く宿ったものがなければ森から出ることはきっとできない。広兼がそう考えていた通り、早苗は魔女の魔力が宿ったあの手鏡を持っていたから森から出ることができたのだ。

「珀蓮が、まだあの手鏡を持っていたらよいのですけれど……」

「あ」

　その時突然広兼が声を上げた。

「え？」

　早苗も思わず驚いたような声を出す。

　どうやら何なに某がしかの思いつきが彼の脳のう裏りに去きよ来らいしてきたようだった。彼は眉間に皺を寄せて、黙り込んでしまった。

　少しして、広兼は早苗を見ると、にっこりと機嫌よく笑って聞いた。

「早苗、茨姫の髪は何色？」

「え？」

　早苗は目を丸くした。突然なんなのだろう。しかも広兼はまるで悪いた戯ずらを思いついた子供のように笑っている。南の国に生まれた賢者の王子には須すべからく、状況を無視して自らの思いつきを実証しようとする傾向があった。

「赤い？　性格は正直で、頭がいい？　可愛らしくて、あーあとなんだっけ、毅き然ぜんとしてて、我慢強い」

「あの、広兼様……」

　言っている意味がわからない。

　早苗は怪訝そうに南の王子を見上げたが、次の瞬間にはきゃ、と悲鳴を上げていた。

　広兼が突然彼女を抱き上げたからだ。横抱きにされた拍ひよう子しに、早苗の靴の片方がぽちゃりと池に落ちた。けれど広兼はそれに構わず、ざぶざぶと音を立てて池から出ると早苗を草地の上に優しく置いてから自分の足を見て舌打ちをした。

「蛭ひるか」

　早苗はさっと顔を青ざめさせた。

　広兼の黒い下衣の裾すそから覗く彼の足に、親指ほどの大きさの黒いものが数匹くっついていたからだ。けれど彼は自分のそれよりも、早苗の足元に跪いた。

「失礼」

　と言って、水で足に張り付いた早苗のスカートの裾を捲る。早苗の白い足は傷一つないようだった。

　広兼は安あん堵どのため息をついた。

「よかった」

「よくありません！」

　早苗はぴしゃりと言った。

「ご自分の心配をなさってください！　広兼様」

　今にも広兼の足元に跪こうとする早苗を、広兼は手で制して立ち上がった。

「こいつは火か塩で炙あぶって剝がさないといけないんだ。そんなに痛くないし、気にしなくていい。というか陰いん険けんだな魔女、やることが。どうせこれで早苗の綺麗な足を傷つけようとか思ってたんだろうが。なぁ、そうだろう《赤い森》の魔女殿」

　彼は早苗に手を差し伸べながら言った。

「プライドの高い魔女殿は、世界で一番綺麗な俺の早苗を見て、内心腸はらわたが煮にえくり返る思いだと思うぜ？」

　早苗ははっとした。広兼の手を取りながら、彼の背後に目を凝こらす。　

　魔女はそこに佇たたずんでいた。

　建物の灯りに背を向けて立っているので、表情がまったく見えなかった。その赤いドレスも今は闇に溶とけ込んで黒く見える。

　それでも身を刺すような雰囲気だけは伝わってきた。気が小さい者ならそれだけで逃げ出してしまいそうなほどの、力。

　魔女は右手を上げた。まるで助けを求める時のように、その手をまっすぐ広兼と早苗に向ける。広兼は立ち上がった早苗を背後に庇かばって前に出た。その手が助けを求めているわけではないことは明らかだったからだ。

「『魔女は人を殺せない』」

　魔女は言った。歌うように美しい声。

「ひどく面倒なルールよね。もしそんなルールがなければ、今ここで首をへし折ってあげることだってできるのに」

「お義母様」

「そう呼ぶなと何回言ったらわかるの？」

　ぶわりと風が強く吹いた。湖の水が波打ってその身に映した月が崩くずれる。早苗のスカートの裾がばたばたと音を立ててはためいた。

　魔女の、呻くような声が聞こえた。

「あんた、本当に癇に障るわ。殺してもあきたりない」

「広兼様」

　早苗が広兼の名前を呼んで、自分を庇うその腕に手を重ねた。目を合わせると月明かりの中でも光るような早苗の青い双眸が広兼を見つめている。噓うそのようにそれは澄んでいる。引きずり込まれる。意思を奪われるような心ここ地ちだ。

　広兼は困ったように笑った。

「一応姫君を護るのが俺達王子の存在意義だと思ってるんだけど」

「ただ護って欲しいと思う女性の方が今は少ないはずだわ」

　広兼は両手を挙げて場所を譲ゆずった。わかっていたことだったからだ。彼女がそう望むことは。

　魔女はまだ右手を下ろしていない。ようやく、その顔がぼんやりと浮かび上がってくる。月明かりに照らされたそれは白く、そして唇くちびるは赤い。ぞっとするほど美しい女。何百年も生きた、魔女だ。この人は。この時早苗はそれを確信した。

　鞄はずっと持っていた。広兼に抱き上げられた時は落としそうになったが、慌てて胸に抱きかかえた。

　今もまだ畏怖はない。欠片も。早苗は冷静に口を開いた。

「私の何が癇に障るんですか？」

「全部よ」

「具体的には？」

「性格」

「まぁ。他には？」

「顔も嫌い」

「悲しいですね。他には？」

「その小賢しい話し方もむかつくわ」

「小賢しいですか？　他には？」

「自分が恵まれてると思ってるところに反へ吐どが出る」

「あら」

　早苗は笑った。この笑顔もきっと魔女の嫌いなものの一つだとわかっている。

「真実だからですよ」

　その時早苗の頰をぴっと熱いものが走った。鋭えい利りな刃物で切られたように肌はだが割れ、血が一筋流れる。

「早苗！」

　気付いた広兼が叫ぶ。魔女は嘲笑した。

「水はこんなふうにも使えるの。覚えておくことね」

　早苗は血を拭き取ろうともしなかった。ただまっすぐに魔女を見ている。

「お義母様」

　早苗はまたそう呼んだ。もっと怒ればいい、とそう思った。

「珀蓮と茨姫を返してください」

「茨姫？」

　魔女は片眉を上げた。

「誰のこと？」

「鏡に閉じ込められた姫君です。薔ば薇らの魔法を使う」

「ああ」

　魔女は思い切り顔をしかめた。

「あの娘ね。そんな名前だったかしら？　まぁ、どうでもいいけれど」

　言ってから、魔女は笑った。

「やっぱり、あの娘を手て懐なずけたのはお前だったのね。ご丁てい寧ねいに手鏡にまでして。でもね、あの娘はもう駄だ目めよ。鏡を壊しちゃったもの。宿る場所を失った魂たましいは身体から離れていくだけよ。そうしたらもう駄目。死ぬしかないの。残念ね」

「残念なのはお義母様だわ」

　早苗は言げん下かに言った。

「茨姫はそう簡単に死んだりしない。そんなに簡単に死ねるのなら、何百年も、鏡の中にいたりしないわ」

「根拠のない自信ね。愚かしい小娘らしいわ」

「愚かしいのはどっち？　ねぇ、決してお父様を愛してはいらっしゃらなかったお義母様」

　何かを吐き出すようにしてそう言ってから、早苗は唐とう突とつに気付いた。

　ああ、もしかして。

　自分は怒っていたのだ。

　そしてなおも言う。

「愛しているふりを、していらっしゃったお義母様」

　そう。これは怒りだった。理不尽で、自己愛に満ちた、この渦巻くような感情の名は。

　そう自覚すると、かぁと目め頭がしらが熱くなる。そのままついと頰を流れた涙は、思いのほか熱く、それは止まらなかった。

　手に持った鞄を投げつけてやりたいくらい、彼女は怒っていた。

　優しげだった目元を吊つり上げ、早苗は魔女を糾弾した。

「どうしてお父様と結婚したの？」

　そうだ。そう。この人は、決して父を愛してはいなかった。だから黄き臣おみ伯爵も、父とこの人の結婚に反対したのだ。けれど早苗はそれでもよかった。父がこの人を愛しているのなら、それでもいいと思ったのだ。

　だがどうだ。

　この人は父が死ぬ前に逃げ出した。

　いなくなった。

「お父様がご病気でもう長くないことはわかっていたでしょう？　どうしてすぐ家を出たの？　自分を愛している人間がまた一人いなくなるのが怖こわかったの？　自分を愛して、自分の存在を定義づけてくれる人間を失うのが怖かったんだわ。臆おく病びようなお義母様」

　珀蓮を映したあの鏡はきっかけにすぎない。

　この人は自分を愛してくれた男の死を見送る勇気がなかった。そしてきっと珀蓮を排はい除じよしようと北の国に行って、そこでまた一人の人の心を虜とりこにしてしまった。自分を愛してくれる男を見つけてしまった。

　珀蓮を殺せなかったのは、その矜きよう持じのせいだけじゃない。珀蓮がその男の子供だったから、排除することができなかったのだ。魔女は自分に向けられた愛を失いたくなかった。

　愛されることを何よりも求めていたから。

「自分勝手ね。自分は愛さないくせに、与えられる愛情ばかり欲しがるの？　だから私が嫌いなんでしょう？　私は生まれながらに父と母に愛されていた。それが妬ましいのでしょう？　可哀想ね。いくら愛されても満たされない。あなたはまだ誰かに愛されたがっている」

　その理由も早苗にはわかっていた。

　孤独なのだ。

　鏡から出てきた闇は、魔女の持つ闇そのものだった。

　魔女の生は長い。その魔力ゆえに、何百年も若いまま生きている。どんなに愛してもその愛した人は先に逝いく。半身が奪われるような恐怖を何度体験したのだろう。

　魔女がたくさんいた時代はよかったのだ。まだ。

　今は、きっと本当に一人だ。

　この人は。魔女だから。

　珀蓮も茨姫も孤独だった。早苗さえ、一人だと思った瞬間があった。けれど魔女の、この人のそれは質が違う。

　根深く、心の奥に巣す食くっている。早苗が怒りを覚えるのは、それに気付かないふりをしている魔女の弱さだ。満たされないのは、何も見ていないふりをしているからなのに。

　父は、あんなにもこの人を愛していた。それなのにこの人はまだあんなにも深い絶望と同じ闇を抱えている。

「いい加減格好つけるのはやめたらどう？　本当のあなたは駄だ々だをこねてる子供と同じよ」

　そこまで言った時、早苗は先ほど鏡から出てきた闇に搦め捕られた時と同じ感覚に陥った。そこは相変わらず東の王宮の中庭だったが、早苗はこの時初めて恐怖を覚えてその場に立ち尽くした。

「言いたいことは、それだけ？」

　一瞬で、音がすべてこの世から消えてなくなったかのような静せい寂じやくがあたりを支配した。

　魔女はもう顔を歪めていないし、微笑んでもいなかった。ただの空くう虚きよな空洞のような二つの眼がそこにあったが、それは何ものも映していないように見える。その眼がん窩かの下にあった陶とう器きのような唇が微かすかに動いた時、広兼は顔色を変えた。

「早苗！」

　彼の叫びと同時に、ごうという轟ごう音おんがあたりに響き、地面が揺れたように感じた。

　広兼は早苗の腕を摑んで自分の胸に隠すように庇った。ガラスが次々と割れる音がする。月は相変わらず空にぽっかりと浮き、星が瞬またたいている。その星の瞬きと同じように光を反射したガラスの欠片かけらが、二人の頭上に降ってくる。

　子供が叫ぶような声が聞こえた。

「早苗！」

「新しら祢ね」

「わかっておる！」

　広兼の腕の間から落ちてくるガラスの欠片を見ていた早苗は、その目からまた一筋の涙を流した。

　お義母様が泣かないから、自分が泣いているのだ。

　そう思った。

　懐かしい薔薇の香りが彼女の鼻腔をくすぐった。
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　王おう伊いは階段を駆け上っていた。

　辛つらいなどと思うところはもうとうの昔むかしに超こえていて、ただただ早く駆け上るために足を前に出していた。もっと下の方で王伊に追いついて眼鏡を渡してくれた鳥とり代しろは既に後ろにはいない。北の王女がこんな階段を駆け上れるわけがないし、きっとゆっくり歩いて上ってきているのだろう。

　どうでもよかった。

　自分が何を目指して駆けているのかわからなくなってきていた。ずっと求めていたものがあるのだ。この先に。それだけはしっかりと心の中に刻きざみ付けられていて、足は決して止まろうとはしなかった。

　この長い階段を知っていた。

　彼女の眠る部屋に行くにはこの長い長い階段を上るしかなくて、前の彼はどうしてこんなに長くするのかと少々うんざりして彼女に言った。

『罠わなじゃ』

　彼女はくすくすと笑った。

『物珍しさで小人達の魔法を突とつ破ぱしてきた者も、この階段は上りきれんじゃろう。最上階の妾わらわのところまで来られるだけの根こん性じようがあるのは、真しんに妾を愛して妾を求める者だけじゃ』

『それにしても長いよ……』

『鍛きたえればよかろう』

　彼女はそう言ってまた笑った。

　たぶん彼女が、あんなふうに無茶を言うのは彼に対してだけだった。彼女の世話をしていたどんな古こ参さんの侍じ女じよにだって彼女はあんなふうに笑いかけなかった。それが彼にとっては誇ほこらしかったし、逆にそうであることで彼女は図はからずも一層彼の心を手に入れていくのだった。

　彼女が眠りに落ちた後も、彼はこの塔とうに来てこの気が遠くなるように長い階段を何度も上った。一年も経たつとこの階段を上るのが苦痛でもなんでもなくなって、罠の意味がないなと思って笑った。

　彼女の眠る部屋は下のホールくらいの大きさがあり、そこにも窓はない。装飾と言える装飾は何もなく、唯一中央に置かれたベッドだけが綺麗な薔薇が刺し繡しゆうされた紗さ綾しやのヴェールに幾いく重えにも覆われていて、彼女を眠りの世界に閉じ込めているように見えた。

　眠る彼女は今にも目を覚ましそうで頰はかすかに紅潮していた。すぅすぅという静かな寝息が彼の心を掻き乱したり落ち着かせたりした。

　昨日のことのように思い出せるその記憶は、いったい何百年前の出来事なのか。かつては身分の低い小こ姓しようでしかなかった彼が、今は一国の王子としてこの世に生まれ落ちている。

　その部屋にたどり着いた時、王伊は肩で息をしていた。

　記憶の通り中央に置かれたベッドは、そこだけが外界から切り離された違う空間のように澄んでいる。その時、王伊の心臓がどきんと跳ねた。

　白い足が見える。

　ベッドの、横に。誰かが腰掛けている。

　魔女の魔法は二百年で解とける。

　王伊はかつて彼女がここで眠りに落ちるのを見守ってから今再び自分がここにたどり着くまでに、いったいどれだけの時間が流れているのかわからなかった。

　二百年はまだ過ぎていないのか、それともとっくにそんな時間は過ぎてしまっているのか。

　後者の可能性を考えるのが恐ろしかった。目覚めて目の前にいない彼を待ち続けて、彼女は生きていられるのだろうか。眠っている間は魔法のせいか彼女は年をとらないようだったけれど、目覚めたらどうだろう。普通に年老おいて、そして、死んでしまうのだろうか。

　王伊はなかなか足を一歩前に出すことができずにいた。先ほどまで何も考えずに階段を駆け上っていられたのが噓のようだ。

　喉が張り付いたようになっている。声が出なかった。

『覚えてる。君の、赤い髪と、そしてこの約束を。そして君の名を呼ぶから』

　覚えている。覚えていた。

　ずっと、君を。

「新しら祢ね」

　王伊はやっとうわごとのようにその名を呟くと、床を蹴けってベッドに飛びつきそのヴェールを乱暴に剝はいだ。

　新祢。

　君の声を聞きたい。

　君の笑顔を見たい。

　君に触れたい。

　ずっと、そればかりを願っていたんだ。
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「ええい泣くな。うっとうしい。お前は昔から妾が泣くとすぐに泣く。痛いから、そんなに抱きしめるな。安心せい。もうどこにも行かぬ。どこにも行かぬよ」







　４　あまたの星々を従える女王陛下







　早苗さなえは自分の身体からだがどこも痛くないことを不ふ思し議ぎに思った。あんなにもたくさんのガラスが降ってきたら、全身が血だらけになってもおかしくないのに。

　そこまで考えてから、彼女ははっと我に返った。仰あお向むけに横たわった自分に覆おおいかぶさっている人は、ぐったりと彼女に体重を預けている。

「広ひろ兼かね様！」

　早苗は悲ひ鳴めいのように彼の名を呼んだ。まさか。彼女は必死に身を起こし、彼を膝ひざに抱かかえるようにした。暗くて彼の身体がよく見えない。周囲を照てらすのは月明かりだけだった。おそらく先ほどの騒さわぎで建物の灯あかりは消えてしまったのだろう。

「広兼様！」

　早苗はもう一度呼びかけた。彼の頰ほおに触ふれる。温かいその頰は、ぴくりとも動かない。目も開かない。ぞっとした。噓うそだ。

　動かない身体。お父様の、冷たい身体。二度と開かない瞼まぶた。

　悲しい記憶。

「広兼様。嫌いやです」

　手が震ふるえた。まだ温かい彼の頰を包み込んで、早苗は搾しぼり出すように声を出す。

「お願いです。目を開けてください」

　懇こん願がんするように言うと、彼はうっすらと目を開けた。

「……早苗」

　広兼が手を伸ばす。早苗は慌あわててその手を摑つかんで両手で包み込んだ。

「広兼様」

「早苗」

「お願い、喋しやべらないで。今お医者様を」

「大丈夫だ」

「大丈夫じゃありません」

「接キ吻スを、してくれたら治る」

「接吻？」

「マジで。本当に。そうしたら大丈夫」

「……」

　早苗が困こん惑わくした時だった。

「ぐえ」

　横から伸びてきた足が、広兼の背中を踏ふみつけた。

「くさい芝居をするな」

　早苗は顔を上げて驚いた。

「鳥とり代しろ様！」

　そこに立っていたのは、東の王子だった。いったい何があったのか、着ている服はぼろぼろだ。髪かみの毛だって乱れている。何より両の手首には鉄てつ枷かせのようなものがはめられていて、そこから鎖くさりが伸びていた。まるでどこかの牢ろう獄ごくから脱だつ獄ごくしてきたかのような様よう相そうだった。

　彼はなおも広兼の背中をぐりぐりと踏みつけながら笑って言った。

「大丈夫ですよ早苗嬢。ガラスが落ちてくる前に新しら祢ね姫が魔法で護まもってくれたんだ。だからこいつは無傷。君の唇くちびるを犠ぎ牲せいにしなくてもぴんぴんしてる」

「踏むな！」

　広兼はがばりと起き上がった。早苗は心配そうに広兼の背に手をあてた。

　見る限り、血が出ていそうなところはない。本当に無傷なのだ。早苗は安あん堵どした。すると広兼に顎あごを摑まれ、くいと上を向かされた。

　南の王子殿でん下かの茶色の双そう眸ぼうにじいと見つめられ、早苗は顔を赤くする。

「あの、広兼様……」

　広兼は眉み間けんに皺しわを寄せて早苗の頰に手を伸ばした。すると触れられたところがずきんと痛んで、早苗はびくりと震えた。広兼が舌打ちをする。

「血は止まってる。深くないし、傷にはならなそうだな」

　先ほど魔女に水で斬きられたところだ。広兼ははぁーと大きく息をつくと、上から覆いかぶさるように早苗を抱きしめた。

「まったく、心臓が止まるかと思った」

「あの……」

　早苗はどうしたらいいかわからず困惑したが、とりあえず広兼の背中にそっと手を回し、その肩に傷のない方の頰を寄せて素す直なおに謝あやまった。

「……申し訳ございません」

　広兼はたまらず早苗を抱きしめる腕に力を込めた。試され続けた忍にん耐たいは今、限界に来ている、というか、限界だった。

「きゃっ」

「こんなところで押し倒すな馬ば鹿か！」

　慌てた鳥代に首根っこを摑まれて引き剝はがされてしまったので、広兼はちっと舌打ちをした。

「状況を考えろよ。頼むから」

　東の王子は懇願するように言った。

「……」

　真っ赤になったまま、よろよろと再び身体を起こした早苗は、なんだかもう広兼の方を見ることができないで、視線をさまよわせるようにして鳥代の背後を見た。

　彼女は「まぁ」と言った。

　状況が一変していたからだ。

　珀はく蓮れんがいる。それを見て早苗はまず安堵した。ああ、無ぶ事じだったのだ。息をつく。そしてその隣に見慣れない男の人と、髪のとても長い女性がいた。

　早苗はその女性に目を奪われた。

　その女性は、男性のものと思われる上着を着ていた。薄く白っぽいスカートが風にふわりと揺ゆれている。その背に流れる長い髪は、赤い色。月明かりの下でもはっきりと浮かび上がるくらいの、燃えるような色だ。

　その後ろ姿を、見まごうはずがなかった。早苗は一度息を呑のんでから、叫さけぶようにその名を呼んだ。

「茨いばら姫ひめ！」

　そう呼ばれて、彼女はゆっくりと振り向いた。宝石のように真っ赤な双眸は早苗を認めると柔やわらかく細められ、その優やさしげな唇からは心から安堵したような声が漏もれた。

「早苗」

　言いながら、彼女がこちらの方に歩いてくる。赤い髪に、赤い眼めを持ったその人が。

　早苗は手を口にあてた。涙が出てくる。

　色を持った茨姫は、とんでもなく鮮あざやかだった。夜にさえ映はえる。微ほほ笑えむと妖よう艶えんだが、眼だけを見ると少し幼おさなかった。これまで絵だけで見ていた人が、現実に飛び出てきたかのようだ。

　早苗は震える声で言った。

「魔法が解とけたのね」

　早苗が立ち上がって茨姫に駆かけ寄ろうとするので、鳥代の手から逃のがれていた広兼が慌てて彼女の手を摑んで止めた。

「ちょ、早苗、危ない。あなた今裸足はだしだからちょっと待て」

　あたりにはガラスが散乱している。早苗は先ほど片方の靴くつを池に落としたままだった。こんなところを歩いたら足が血だらけになってしまう。

　すると茨姫の方がすでに早苗の側そばに来ていて、彼女はそのままふわりと早苗を抱きしめた。薔ば薇らの香りがふわりと流れる。それは茨姫の香りだ。

「そなたが無事で安心したぞ」

「茨姫」

　早苗は縋すがり付くように自分よりも少し背の低い赤い髪の姫君を抱きしめた。

「よかった」

「そなたのおかげじゃ、早苗」

　茨姫が優しく言った。頭の中に直接響ひびくような声ではなかった。ちゃんと鼓こ膜まくを通って聞こえてくる、生なま身みの声だ。早苗は涙を我が慢まんしながら答えた。

「私、何もしてないわ」

「いいや」

　彼女は言った。

「そなたのおかげで、妾わらわは狂くるわずにすんだ」

「……茨姫？」

　少々不ふ穏おんなその台詞せりふに、早苗は身体を離し、彼女の赤い双眸を覗のぞき込んだ。

　茨姫は優しく微笑んでいて、涙の流れた痕あとのある早苗の頰を撫なでた。その優しい指は柔らかく、少し冷たい。

「妾にかけられた眠りの魔法は、二年前に解けておったのじゃ。だのに目覚めたらいるはずの馬鹿はおらず、妾は魔女の気配に満ちた塔とうの中にいた。あのままでは、きっと妾は狂っていただろう」

「……魔法は解けていたの？」

　だから魔女が手鏡を壊しても、魔女が言っていたようにはならなかったのだ。早苗はどういう顔をしていいかわからなかった。

「そうじゃ。そして目覚めたらすぐ、そなたの泣き声が聞こえた。妾は寝ている間閉じ込められていた鏡を通して、そなたの前に現れた」

　父を失って一人で泣いていた時だ。初めて、この人に会った時。

「……まぁ」

　早苗は声を上げた。少し不満げに口を尖とがらせる。

「魔法は解けていたの？」

　彼女はもう一度言った。珍めずらしく早苗がなんだか不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしているので茨姫は笑った。

「不満かえ？」

「だって、私、王子様が現れなくてはあなたの魔法は解けないんだと思っていたのよ」

『じゃあ魔女は皆そんなふうに透すけているの？』

　早苗が最初にそう聞いた時、茨姫はこう答えたのだ。

『いいや。妾は他の魔女に魔法をかけられて今ここにこうしておるだけじゃ』

「どうにかしてそこから出られないのかって聞いたら、王子様が迎えに来るのを待ってるって言ったでしょう？」

　だから早苗は、王子様が迎えに来ないとあの鏡からは出られないのだと思ったのだ。

「同じことじゃ」

　茨姫は楽しそうに笑っている。

「妾はあれが現れなくては塔から出ようとは思わなかった」

　言って、茨姫はついと視線を横に向けた。先ほどの、もう一人の見慣れぬ男の人を見て微笑む。彼もまた鳥代ほどではないがところどころ裂さけたりしている服を着ていた。ただその服の質自体は上等で、銀ぎん縁ぶちの眼め鏡がねをかけている。

　早苗はそれが誰だれなのかなんとなくわかっていた。この状況でここにいる人間など限られている。

　早苗は彼と、茨姫が彼を見る優しげな目を見比べて、「まぁ」と声を上げて目を丸くした。もし、彼が茨姫の王子様だというのなら、それはなんて運命的だろう。

「もしかしてあの方が？　茨姫の？」

　あれは、たぶん西の第二王子だ。鳥代や広兼とも親したしく、広兼は彼と鳥代が魔女に捕らわれているのだと言っていた。遠目でなら早苗も何度か実物を見たことがある。彼は南の王子と共に数日前から木トー蓮リアの領主様の屋敷に滞在していたはずだった。

　西の王子と思われる人は何やら足元を見て、隣に立つ珀蓮と話をしているようだった。どうやら珀蓮とも親しいらしい。そういえば、彼らは皆王族なのだ。親しくて当たり前なのかもしれない。

　早苗は突然ぐいと腰を引っ張られて、後ろによろめいた。抱きとめられた人の香りに顔が反射的に赤くなる。心臓が高鳴る。

　広兼は、右手で早苗の腰をしっかりと抱きしめ、左手の甲こうを上にして茨姫の方に差し出した。彼は楽しそうににやにやと笑っている。

「やっぱり俺が思っていた通りだ。はじめまして、王おう伊いの姫君」

　茨姫は微笑んで広兼の左手にそっと手を重ねた。それは今はもう失われた、数百年前の礼れい儀ぎ作さ法ほうだ。

「思っていた通りとは？」

「鏡の中の魔女と、王伊の魔女は同一人物だった」

　早苗はあっ、という声を口の中に押し込むように手をあてた。そういえば、そんなようなことを広兼が言っていた。茨姫の髪は赤いのではないかと聞いてきた時だ。

　腕の中の彼女が驚いたように自分を見上げているのを見て、広兼がご機き嫌げんに答えた。

「あの時ね、ビビッ、てきたわけ」

　思いつきというのは一見なんでもないような場面で去きよ来らいしてくるものなのだ。

　実際には生きてるのか死んでいるのかもわからない、鏡に宿った魔女。広兼は人づてにしか聞いたことがないその女性は、古めかしい口く調ちようで喋る、数百年前に流は行やったような流行遅れのドレスを着た若い娘であるらしい。

　そして王伊はその想おもい人のことをなんと言った？

『独学で魔法の勉強をしていた。小さな魔法なら使える』

　それは、魔女というのではないのか。魔法で数百年の眠りについた、王伊の魔女。

　これがもし同一人物だとしたら、本当に、こんな面おも白しろいことはない。こんな運命的な物語は、吟遊詩人デイヒルーが目の色を変えて飛びつくだろう。

　そう思って思わず口元を緩ゆるめ、早苗に「茨姫の髪は何色？」と聞いたのだ。

　彼は早苗を抱いた腕に少し力を込めると、茨姫をまっすぐに見て言った。

「王伊の友として、感謝します。生きて、あいつの前に現れてくれたことを」

　広兼自身、半信半疑だったのだ。王伊の、夢の中の姫君。それが実在していたことが、広兼は友として純粋に嬉うれしかった。

　彼のその言葉を聞いて、茨姫はどこか安心したような笑顔を見せた。

「友が、おるのじゃな。今のあれには」

　広兼は楽しげに首を傾かしげる。

「昔むかしの王伊にはいなかったのですか？」

「あれは……妾のために遣つかわされた小こ姓しようじゃった」

　言って、茨姫は目を伏せた。

　それがずっと、彼女の屈くつ託たくだった。

　彼はよく彼女以外はどうでもいいのだと言いたげな発言をした。その排はい他た的な言葉が彼女は嬉しかったし、同時に怖こわかった。

　彼をこんなふうに、彼女以外を見られないようにしてしまったのは、彼をこんな宮の奥に閉じ込めている自分のせいだと思った。ここには自分以外には年老おいた侍じ女じよや護ご衛えいの男しかいない。彼が自分にだけこうして好意を見せてくれるのはその境きよう遇ぐうのせいであるかのように思っていた。

「……」

　少し悲しそうな茨姫の顔を見て、早苗も悲しそうに顔を歪ゆがめた。広兼は恋しいひとと目の前の友人の恋人を見比べて、考えるように目をさまよわせてから言った。

「王伊は」

　西の王子は。

「ずっとあなたを捜していました」

　茨姫がそっと顔を上げると、南の王子はまたまっすぐに、彼女を見ていた。

　それは王族の目だ。自分の言葉の重みを知る者。

「幼い頃からどんなに可か愛わいい女の子が近くに来ても、社交場でどんな女性が声をかけても、あれはずっとあなたばかり捜してた」

　広兼にとってそれは驚きよう異いだった。夢で見ただけの女をそこまで想えるなんて。

「幼い頃は、なんか変な魔法にでもかかってるんじゃないかと心配したりした」

　だから友を救うために、南の国にあった魔法に関する文ぶん献けんを漁あさったことさえあったのだ。

　でも違った。今の彼にはわかる。

　広兼は腕の中に閉じ込めたままの愛いとしいひとを見て笑いかけた。彼女は先ほどからずっと、昔話を聞く小さな子供のような顔をして広兼を見ていた。その様よう子すが可愛らしくて、今すぐここで押し倒してしまいたくなる。その誘惑を振り払うように、広兼はまた顔を上げて目の前の女性の赤い目を見み据すえた。

「でもそうじゃなくて、あれはたぶん、夢の中で見たあなたに一ひと目め惚ぼれをしてしまっただけなんだと思います」

　そう、突き落とされたのだ。

　逃れられない甘い香りのする牢獄に、閉じ込められた。そこには柵さくもなく枷かせもない。ただ暗くら闇やみの中感知できるのはたった一人の顔や声や仕草だけで、それ以外は色あせて見える世界。

「あの馬鹿は、周囲にあまたいた実際に触れられる現実の女の子よりも、夢の中でしか会えないあなたに恋をしてしまったんだ」

　生まれ変わりとかは関係なく、王伊という、一人の男として。

「だからあなたの夢を見たがった。あなたが前世の恋人であることを疑いもしなかった。結局、あの馬鹿は昔自分があなたの小姓ではなかったとしても、あなたを好きになっていたんだ」

「……」

「そういうわけでそんな悲しい顔をしないでくれねぇかな。早苗が悲しむし」

「……」

　茨姫は何か言おうと口を開いた。けれどその言葉は、突然横から襲おそわれた衝しよう撃げきのせいで喉の奥に引っ込んでしまった。

　西の王子殿下である。

　彼は飛びつくように茨姫を抱きしめると目の前に立つ目つきの悪い友人を睨にらみ付けて言った。

「広兼、新祢をいじめたら半殺しにするよ？」

　すると広兼は不機嫌そうに顔をしかめた。もともと眼がん力りきのある彼がこういう顔をすると、本当にそこらのチンピラよりも迫力がある。

「別にいじめてねぇし」

「君目つき悪いんだよ。新祢が怯おびえるでしょ」

「うわむっか。俺まさに今お前のフォローをしてやってたのにその言い草」　

「何それ。恋人を右手でがっちり抱え込んだまま僕のフォローをしてくれてたってわけ？」

　王伊はそう言ってから、友人の腕にがっちり抱え込まれた早苗を見てにこーっと笑った。

「はじめまして。お会いしたかった。広兼の心を奪った奇き跡せきの姫君」

「はじめまして」

　早苗も微笑んで答えた。

「私も、お会いしたかったです。茨姫の王子様」

「茨姫？　ああ、そうか。君は彼女が閉じ込められていたとかいう鏡の所有者でもあったんだね。新祢が言っていた。君に救われたって」

　王伊は茨姫を抱きしめていた腕を解とくと、早苗に向き合って頭を下げた。

「ありがとう」

「まぁ。そんな」

　早苗は慌てて広兼の腕から抜け出ると、頭を下げる西の王子に駆け寄ってその顔を上げさせた。

「やめてください。私はむしろ、茨姫に助けていただいたんです」

　困ったように言う早苗に、王伊は首を振って笑った。

「それでも君にお礼が言いたい。ありがとう」

「きゃっ」

　また突然ぐいと腰を引っ張られて、早苗は小さく悲鳴を上げた。次の瞬間には、再び広兼の腕の中におさまっている。

　王伊はあからさまに顔をしかめた。

「君、邪魔なんだけど」

「お前は早苗に近付きすぎだ。あと十歩離れろ」

　どうやら南の王子殿下は、早苗が彼の腕を解いて王伊に駆け寄ったのが気に入らなかったらしい。

「心せまっ」

「黙だまれキングオブ馬鹿」

「早苗さん、本当にこの人でいいのかもう一度よく考えた方がいいと思うよ」

「ああちょうど俺もそれを茨姫にご忠告申し上げようと思っていたところなんだ」

「無駄だね。僕と新祢の絆きずなを君ごときが壊せるわけがないだろう？」

「そのお前の新祢姫はどうやら泣いているようだが抱きしめてやった方がよくねぇか？」

　言われて振り向いた王伊は、慌てて茨姫――新祢を抱きしめた。彼の愛しい赤い髪の彼女は、両手で顔を覆って肩を震わせていたのだ。

「新祢、新祢。ごめん。どうしたの？　どこか痛い？　辛つらいの？」

　彼はあらゆる言葉を尽くして彼女を慰なぐさめようとしたが、やがて手で覆われた彼女の口からくぐもった笑い声のようなものが聞こえてくると、怪け訝げんそうに彼女を覗き込んだ。

「……新祢？」

　もうそれが彼女の限界だった。

　新祢ははじけたように笑いだした。これには早苗も広兼も驚いた。妖艶な美しさを持つ彼女が、こんなふうに大口を開けて笑うなんて思ってもみなかったからだ。王伊だけは驚いた様子はなく、ただ困ったように立ち尽くしている。
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　彼女の笑いがおさまるには少々の時間を要した。それでも肩を震わせて笑いの余よ韻いんを残していた新祢は、顔を上げた時にはいつもの彼女に戻っていた。

「見苦しいところを見せたのう」

　新祢はなおもふふっと笑いを漏らしながら言った。

「なに少々、馬鹿らしうなったのじゃ。ずっと、妾の中にあった屈託が」

「新祢」

　どこか不安そうな様子で自分を見てくる男の顔を、彼女は慈いつくしむように見て手を伸ばして撫でる。

　外見的な年齢だけで言えば、新祢は王伊よりもずっと幼い。けれど二百年という時間を過ごしてきた彼女の雰ふん囲い気きは、この場の誰よりも落ち着いて見えた。

「お前、いい友を持ったのう」

「冗談でしょう？」

　王伊が言って眉間に皺を寄せると、新祢はまた笑った。

「二百年眠った後にそんなお前が見られるのならば、この年月は決して無駄ではなかったのう」

　彼女は本心からそう言った。

　無駄ではなかった。本当に。

　二百年の眠りの中で失ったものは多かった。

　父と母、世話をしてくれた女官達と、住みなれた離れの宮。

　けれど目覚めて手に入れたのは、性格のまったく違う二人の友人と、友を得て笑う愛しい人。それならば、二百年の眠りは、決して悪いものではなかったのだ。

「はい。えーと、じゃあ皆さんそろそろ具体的に今後のことを考えましょうか」

　ぱんぱん、と鳥代が手を叩たたいて言った。

　彼はいつの間にか珀蓮の側に立っていて、その場にいた全員が彼に注目した。

「まずは王伊がいきなりお腹なかに蹴けりを入れて気絶させてしまってここにのびている北の王おう妃ひをどうするかについて」

　鳥代は珀蓮の足元を指差した。

「えっ」

　早苗が思わず声を上げた。

　すると王伊がはい！　と元気よく声を上げて挙きよ手しゆした。

「火あぶり！」

「却きやつ下か」

「なんでさー」

　ぶーぶーと王伊が不満を口にする。

「そいつのせいで新祢は二百年も眠らなくちゃいけなかったんだよ？　殺してもあきたりないよ」

「あー。王伊、妾は別に、今はあの魔女を恨うらんではおらぬよ」

　新祢が困ったように言うと、王伊はにっこりと微笑んだ。

「新祢は優しいからね。でも僕は駄目。土ど下げ座ざしても許さない。這はいつくばってごめんなさい新祢様、って百万回言うか死ぬかしないと許せないね」

　どうやら彼の怒りは思いのほか大きいらしい。

　一方先ほど王伊とどのようにこの魔女を処刑するかについて熱い論議を交かわしていた北の王女は、にっこりと微笑みながら提案した。

「水責めなんていかが？」

　すると彼女の隣に立つ東の王子は残念そうに首を振りながら言下に不可を言い渡した。

「却下。お前らさぁ。さっきの早苗の台詞せりふ聞いてただろ？」

　彼らがこの場にたどり着いたのは早苗が魔女を糾きゆう弾だんしている途中だった。走ってここにたどり着いた時、早苗はこう言っていた。

『可か哀わい想そうね。いくら愛されても満たされない。あなたはまだ誰かに愛されたがっている』

　その後突然周囲がまったくの静せい寂じやくに包まれたと思ったら建物が揺れガラスが割れたので、新祢が魔法を使い、王伊が飛び込んで魔女に容赦のない蹴りをくらわせたのだ。

「その魔女にもさ、少し同情するところがあるとか思わないか？」

　いくら愛されても満たされない。

　それが真実ならば、魔女もまた憐あわれな存在だ。

　しかし西の王子と北の王女は、意外なところで気の合う様子を見せて同時に言った。

「「ない」」

　その笑顔が眩まぶしい。鳥代は頭が痛くなった。ああ。このコンビはいかにもまずい。

　困った様子の東の王子を見て、珀蓮はふん、と鼻を鳴らして顎を上げた。

「同情？　片腹痛いわ。そんなものでわたくしを殺そうとした罪つみは消えなくてよ」

　そんな彼女を、鳥代は片方の目を細めて見た。

「俺にはあんたがもうそのことについてそんなに怒ってるようには見えないんだけどね」

「まぁ。鳥代様のその真っ黒な双眸は節ふし穴あなのようね」

「俺が言った言葉を二年間信じ続けていたあんたは最終的に愛しい俺が手に入って満足なんだろう？」

「もう一度殴なぐって差し上げましょうか？　少しは頭がよくなるかもしれないわ」

　珀蓮は額ひたいに青あお筋すじを浮かべて握り拳を作る。鳥代はそんな彼女から少し距離を取るように後ずさった。

『一生あんたを愛してる』

　鳥代の言葉を、珀蓮は微み塵じんも疑っていなかった。

　だから二年間彼が会いに来なくても、彼女は不安に思うことなど何もなかった。つまり、鳥代の悩みはまったく無意味だったのだ。

　彼の言ったあの言葉だけで、彼女は彼女の籠かごから出る決心ができた。魔女によって追い出されたのは、ただのきっかけにすぎなかったのだ。

　珀蓮は。

　もうずっと前から、父王に愛されることを諦あきらめていた。

　その時。まったく第三者の声がその場に割り込んできた。

「『僕の愛する二人の妻と、三人の娘達へ』」

　その台詞にはっと振り向いたのは早苗で、その声に耳を疑ったのは北の王女だった。

　珀蓮は声のした方を見た。

　この、声。

　低すぎない、けれどその場に浸しん透とうするような、甘い声。

　まさか。

　彼はいつの間にか池の近くに立っていた。片方の手に早苗のきらきらとした鞄かばんを提さげ、手に持った本をぱらりと捲めくったその仮面の男は、つまらなそうに続けた。

「恋文か？」

「仮面の小お父じ様！」

　早苗は叫んだ。

「仮面の小父様!?」とその呼び名に反応したのは広兼だ。「なんだそのちょっと心ときめく呼び名は！」

　仮面の小父様は顔を上げると、それらの言葉を無視してまっすぐにある一人の女性を見つめた。

　北の王女。

　珀蓮は信じられないものを見るように目を見開いたまま、何も言わない。

「……」

　頭上に浮いた月だけが、冷静に地上で起きていることを見下ろしている。

　その緊きん迫ぱくした空気に誰も何も言いだせないでいると、突然珀蓮が地面を蹴って走りだした。

　彼女はすばやかった。珀蓮は見る間に仮面の男の元まで行くと左手でその仮面を剝いで、右手で彼の左頰を殴った。

　ぱあん、という小こ気き味みいい音が建物の壁に跳はね返って響ひびく。

　ただ冷ややかな声で彼女は言った。

「ここで何をしていらっしゃるのです」

「……ひどいな、私の姫君」

「もうわたくしは、あなたの姫君ではございませんお父様」

　珀蓮のその言葉に、彼はくっくと笑った。

　目は、珀蓮と同じ暗い色をしている。顔はどこか凡ぼん庸ような農夫のようだが、雰囲気がその顔立ちを裏切っていた。

　王は、言った。

「まさかお前に殴られる日が来ようとはな、珀蓮」

　その声はあくまで柔らかく、月の光と同じように空気に溶とけた。
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　珀はく蓮れんは不思議と冷静な自分を自覚していた。

　この人をずっと恐れていた自分は死んだのだ。そう思った。たぶんあの毒どくの林りん檎ごを飲みこんだ時に死んだ。

　この人に愛されなくては何も意味はないのだとずっと思っていた。

　それはただの愚おろかしい妄もう想そうだと気付いたのだ。死を予感したあの時蘇よみがえってきた声は東の王子のものだけだったから。

　もう自分は、籠に閉じ込められているのではないのだと気付いたから。

「ここでなにをしていらっしゃるのです」

　珀蓮はもう一度言った。自分と似ていない北の王。彼は濃こい青色の正装を身につけている。もしかして、舞ぶ踏とう会かいに出席していたのだろうか。

　たった一人の娘が、行ゆく方え不明になっていたというのに？

　珀蓮が考えていることがわかったのだろうか。彼は不満げに顔をしかめた。

「心外だな。私は、そこの東の王子に呼ばれたから来たのだよ。お前が、ここにいるからと」

　言われて、珀蓮は振り向いた。すると北の王を不愉快そうに見ていた鳥とり代しろが、珀蓮には表情を和やわらげて肩をすくめた。

「手紙を送っただけだ。大切なものを一気に失いたくなければうちに来いってね」

「大切なもの？」

　珀蓮は鼻で笑ってまた目の前の父王を見た。

「わたくしのことかしら？」

「お前と、わが王妃のことだ」

　珀蓮は目を吊つり上げた。

「あの女はわたくしを殺そうとしたのよ!?」

　それなのにまだあの魔女を王妃と呼ぶのか。

「それがどうしたというのだ」

　王はすっと目を眇すがめて睥へい睨げいするように珀蓮を見た。

「あれにお前は殺せぬ。知らないのか。魔女は人を殺せない」

　やはりそうなのだ。珀蓮は思った。やはりこの人はあの女が魔女だと知っていた。それでも妻にした。宮に入れた。珀蓮は怒ど鳴なった。

「なぜ魔女と知っていながら！」

「お前がそれを言うのか!!」

　王の怒号は空気を裂さくようにその場に響いた。

「お前がそれを言うのか。魔女だから。異い端たんだから。だからあれを嫌ったのか」

　珀蓮は最初からあの女が気に入らなかった。怪あやしいし、異質だ。気持ち悪い。あの雰囲気が嫌いだった。

「お前ならわかるだろうと思っていた。あれも、異端である孤こ独どくを抱えていた。だからお前とならわかり合えるだろうと思っていた。だがお前達はなぜだか反はん駁ばくし合った。私には理解できなかった。あれはお前以上にお前を嫌っているようだった。お前の美しさを憎んでいた。だからお前を宮に閉じ込めた。私はあれを愛している。あれを手放すことなど考えられなかったし、お前を失うこともできなかった」

　王は苛立たしげに首を振った。

「あれの憎ぞう悪おがこれ以上お前に向かないよう、私はお前に会いに行くのを控ひかえるしかなかった」

「……」

　珀蓮はただ顔を歪めて口を引き結んでいる。

　彼女は混乱しているように見えた。父王の言葉をすぐには理解できていない。

　しばらく沈ちん黙もくがその場を支配したが、最初に口を開いたのは東の王子だった。

「なんで俺を追い返そうとしたんだ」

　彼はずっと、あの時北の王が噓うそをついて彼を追い返そうとしたのを怒っていた。北の王は彼を睨んだ。その目は、珀蓮に向けるものとはまったく違った。

　射るようで、いっそ憎悪が籠こもっている。

「お前のような若わか造ぞうに私の珀蓮をやれると思うのか」

　彼はぞっとするほど冷たい声で言った。

　そして怒りも露あらわに両手をわなわなと震わせると、叫ぶように続ける。

「子供だと思って優しくしてやっておればつけあがりおって。私はある日気付いたのだ！　お前が私の可愛い珀蓮を邪よこしまな目で見ていることにな！」

　王はまるで殺人事件の犯人を糾弾する探偵のようにびしぃと東の王子を指差した。びしぃと指差された鳥代は、こちらもまた額に青筋を浮かべて怒鳴り返した。

「あの時の俺達がいくつだと思ってんだあんたは！　十九だぞ十九！　そりゃあんたが想像する以上のことをいろいろと」

　鳥代が最後まで言い終わる前に北の王が片手に提げていた早苗さなえの鞄をものすごい勢いで投げつけた。

　東の王子はそれを避よけきることができなかった。早苗の鞄は彼の左目をバン！　という音を立てて強打しぽとりと地面に落ちた。

　鳥代は左目を押さえたままその場にしゃがみこんで呻うめく。

「ううううううううう」

「成せい敗ばい！」

　北の王は高らかに言った。

「っっぶっっ殺す!!」

　鳥代は立ち上がると地面を蹴った。

　ものすごい速さで王の元にたどり着いた東の王子は手首からぶら下がったままの鎖を手に取り、それをじゃらりと回して北の王の首にかけた。一方北の王は手に持っていた本をとっさに鎖と首の間に挟み、それが締しまるのを防ぐ。息もつかせぬ攻防だ。

　二人は近距離で睨み合った。

「この病的親馬鹿が！」

「黙れ珀蓮に近付くうじ虫が！」

「まぁ」

　早苗が困ったように首を傾げる。

「見苦しいのう」

　茨いばら姫ひめが言った。

「こんなに騒いでて魔女が起きたらどうするんだ」

　横たわった北の王妃を気にしながら広ひろ兼かねが言うと、王おう伊いが池の方を見て言った。

「今のうちに錘おもりでもくくりつけとく？　目を覚ましたらすぐに池に突き落とせるように」

　どうやら彼の中では水責めに決まったらしい。

　そしてこの場の混乱を打ち破ったのは、始まった時と同じく北の王女の平手、いや、拳げん固こであった。しかもそれは、北の王ではなく左目を赤く腫はらした東の王子の左頰にぶつけられた。

　バキッ。

「ぶふっ」

　本日二度目の恋人の殴おう打だに、鳥代殿下はその場に崩くずれて倒れた。

　北の王は目を丸くした。

　珀蓮が泣いていたからだ。

　その大きな双眸からぼろぼろと大粒の涙を流し、頰と鼻の頭を赤くしている。

　まるで小さな子供の癇かん癪しやくのようなその様子は、女め神がみのように美しい北の王女を普通の女性のように見せた。
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「仕方がないでしょう!?」

　拳こぶしを握り締めた彼女は、北の王に向かって言った。

　後から後から出てくる涙が止められない。彼女は自分がどうして泣いているのかわからなかった。きっと今自分はひどく無ぶ様ざまな顔になっている。

　けれどそれでも言わずにはおれなかった。

　言わなければいけないと思った。

　だって、きっと、初めて。

　自分は今、父親と対峙している。

「仕方がないじゃない！　嫌いなものは嫌いなのよ！　あの暗いところが嫌い！　陰険なところが嫌い！　後ろ向きなところが嫌い！　馬鹿っぽいところが嫌い！　色目使ってるところが嫌い！　お父様を……」

　彼女はまるで駄だ々だっ子のように泣きながら怒鳴っている。

「お父様を独ひとり占じめしているところも嫌い!!」

　珀蓮は両手で顔を覆った。

「大っ嫌い……何よ。お父様の馬鹿。あの人が来る前から、あまりわたくしのところへは来てはくださらなかったくせに」

「な、あ、そ」

　愛まな娘むすめの初めての「嫌い」に、北の王は大いにうろたえていた。どうしたらよいかわからずおろおろしていると、早苗が「仮面の小お父じ様！」とアドバイスを投げた。

「抱きしめてあげたらいいんですよ」

「よし！」

　言うと、北の王はすぐ珀蓮を抱きしめた。

　すると懐なつかしい匂いが珀蓮を包み込み、彼女の心臓がきゅうと締め付けられるようになった。

「私の小さな可愛い姫君……」

　これは彼の口くち癖ぐせのようなものだった。

　ずっと昔から、彼は彼女をそう呼んでいたのだ。

『私の小さな可愛い姫君』

　そう呼ばれるのが好きだった。それを思い出して、珀蓮はまた泣いた。

　腕の中でまた泣き始めた娘を見て、北の王はしどろもどろに言い訳のようなものを始めた。

「その、お前のな、宮にあまり行かなかったのはだな、お前の母の……前の妃きさきの遺ゆい言ごんがあってだなぁ」

　珀蓮は何も答えない。

「お前をあまり甘やかすなと。でもあの事件があってから、私はあまりお前を宮から出したくなくてだな、でもそうするとお前が会うのは私ばかりになって、そうするとそれが不ふ憫びんで私はお前を甘やかして、という悪循環ができあがろうとしてしまってだな、あまりお前の宮に行くのもよくないと断だん腸ちようの思いで自重してだな……」

「……馬鹿じゃないですかあんたは」

　地面に座り、左頰を少し涙目で押さえた東の王子は、呆あきれたように言った。

「北の馬鹿王」

「そなたは黙れ」

　北の王は一転して低い声でぴしりと言う。

「あんた達、本当に馬鹿だよ」

　鳥代はため息をついて笑った。殴られた頰も鞄をぶつけられた左目もずきずきと痛んだが、まぁ、よしとするかとそう思えるのは、紛まぎれもなく愛ゆえだろう。

　彼はもう一度その場にばたりと横になった。

　耳を澄すますと舞踏会の音楽が聞こえてくる。

「新しら祢ね？」

「なんじゃ？」

「どうしたの？」

　王伊は心配そうに新祢の顔を覗き込んだ。

　新祢は彼が自分の心に生まれた小さな後こう悔かいを読み取ったのだと気付いて、少し嬉しそうに笑った。この男は、昔も今も、一番に彼女の心の奥に気付いてくれる。

「妾わらわも」

　新祢は言った。

「妾も、父上様と母上様と、きちんと話をすればよかったと思ったのじゃ」

　新祢は抱きしめ合う北の王と王女を見て柔らかく目を細めた。

　彼女は結局、王と王妃とまともに話さないまま眠りについた。彼女の側にいたのは最後まで、この目の前の男だけだったのだ。

「何かが変わっていたかもしれぬ」

「……そうだね」

　彼女がそう言うならば、そうなのだろう。

　彼女を一人にしたあの愚かな王と王妃も、きちんと話せば何か違ったのかもしれない。彼女の名前を呼んだかもしれない。

　いつでも。

　言葉が足りなかったのだと気付くのはずっと後になってからだ。

　言葉を尽くすことができるのは、今しかないのに。

「仮面の小父様」

　早苗は、北の王に少し遠慮がちに声をかけた。広兼はどうかまだ目覚めないでくれと思いながらその上うわ着ぎを脱いで、草の上に横たわる北の王妃にかけてやっている。

　気を失った魔女はまるでただの人間のようで、その中に恐ろしいほどの孤独があるようには到底見えなかった。

　北の王は、今度はふわりと視線を和らげて早苗を見た。この男は、基本的に女子供には甘いのだ。

「どうした？」

「あの、その、日記を」

　彼は、早苗に言われて初めて手に持ったままのそれが日記だと気付いた。

　ああなるほど。そう考えて先ほどちらりと見た内容を思い返せば、日記、だったかもしれない。今日は娘がどう可愛かっただの、妻がどう美しかっただのと甘い言葉ばかりが羅ら列れつしてあるものだったが。

「それを、お義か母あ……北の、王妃、様に。差し上げたいのです」

「わが妃に？」

　彼は片かた眉まゆを上げた。

「はい」

　早苗は答えた。

　その日記は、早苗が用意した早苗なりの、魔女が愛されていた証しよう拠こだった。

　一人ではなかった証拠。

　でもそれがなんなのかと伝えたら、もしかしたらあの仮面の小父様……北の王は、それを王妃に渡すことを拒否するのではないかと早苗は思った。先ほどの珀蓮への溺でき愛あいぶりから考えたら、他の男からの愛の言葉が綴つづられたものなど、妻の側に置いておかせるはずがないだろう。

　だから北の王が少し考えるそぶりを見せてから、「わかった。渡しておこう。そなたの頼みならな」と言った時、早苗はほっと胸を撫でおろした。

「お父様」

　北の王の腕の中で珀蓮は言った。もう泣いていないのがわかるそのはっきりとした声に、王が嬉しそうに腕の中の娘の顔を覗き込もうとすると、彼女はぐいと手を伸ばして王の腕の中から逃れた。

　彼女は顔を上げた。

　目は少し赤くなっていたが、それでももう彼女の目に涙はなかったし、怒ってもいないようだった。相変わらず髪は艶つややかに黒いし、肌は白く、頰はほんのりと赤い。美しい白しら雪ゆき姫ひめはつんと顎を上げ、いつものように傲ごう慢まんな様子で言った。

「そちらのあなたの奥方を連れて舞踏会の会場にお戻りになって？　皆様きっと心配されていてよ」

「戻るならお前も戻ろう。お前は私達の娘だろう」

　北の王はそう言って手を伸ばした。けれど珀蓮は、一歩下がってその手を避さけた。その一歩下がった隣には東の王子が横たわっていて、彼はちょうど身を起こしたところだった。

「残念ですけれど、わたくしは後からこの馬鹿王子と参ります。今日は、この馬鹿王子の花はな嫁よめ探しの舞踏会ですから」

　彼女が。

　そう言って今までで一番綺麗に微笑んだ時の北の王のその顔は、その場にいた珀蓮と鳥代以外の四人の同情を誘さそうものだった。

「しかしだな……珀蓮」

「安心なさって、お父様。わたくしはもう、大丈夫ですわ」

　珀蓮はきっぱりと言った。

「……舞踏会か」

　茨姫は空を見上げた。深い深い青のようにも見える暗い天てん井じようの中に、切り取ったような満月が浮かんでいる。

　そういえば、鳥代に今日中に王宮に着かなければいけないのだと急せかされた理由がそれだった。

　満月の夜は、春迎祭イビターが行われるのだ。

「新祢も行こう」

　王伊が彼女の手を取った。

「ああ」

　二百年ぶりにその赤い双眸で見る月は、二百年前と変わらず、あまたの星々を従える、女王陛下のように見えた。
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　部屋に入って彼を見た時、早苗さなえは自分の目を疑った。

「伊い央お!?」

　舞踏会のホールの手前にある控え室で、木トー蓮リアの町の小さな医者の息子むすこは縮ちぢこまって座っていた。その隣には都ト撰セン領の領主が立っている。

　早苗を除いた王子王女は皆着替えに行っていた。早苗も着替えに行く予定だったが、その前にと鳥とり代しろにこの控え室に連れてこられたのだ。

「どうして」

　彼女はすぐに少年に飛びついて抱きしめたが、伊央は早苗が部屋に現れた瞬間から顔を真っ赤にしてポカンと口を開けていた。

「どうして？　いつからここにいたの？　怪け我がはない？」

　早苗は伊央の顔を両手で挟んで、彼の表情に異変はないか見み極きわめようとした。すると伊央は顔を赤くしたまま興奮した様子で言った。

「早苗、すっげぇ綺麗！　すげぇ、お姫様みてぇ！　綺麗！　すげぇ！」

「まぁ」

　早苗は少し顔を赤くした。

「やるな、少年」

　伯はく爵しやくがむっとして言った。興奮した様子で女性を褒ほめちぎるのは女扱いの手て練れん手て管くだの中でも中級の技術を要する。この少年、見込みがある。と伯爵は思った。

　早苗は小さく咳せき払ばらいをした。

「そ、それよりね、あなた、どうしてここにいるの？」

「こないだ木トー蓮リアに来てた目つきの悪い男がいてさ、そいつからの使いとかいうのが来て、満月の夜まで二日間、《赤い森》を見張ってろって言われたんだ」

「目つきの悪い男……？」

　早苗は小さく眉間に皺を寄せた。それは、もしかしなくても広ひろ兼かねのことだろうか。ちらりと伯爵を見ると、伯爵が肩をすくめた。

「二日前、早苗のところから戻った後私のところにも広兼殿下から伝達鳥デイルエリが来た。それだろうな」

「そんでさっきまで俺、家ん中から《赤い森》を見てたんだ。木トー蓮リアにいたんだぜ？　さっきまでな。そしたら森の中から何人かが走って出てきて、びっくりしたから俺走ってその人達のところまで行ったら、そのうちの一人が領主様だったんだ」

　二日前の晩に広兼が彼の伝達鳥デイルエリに運ばせた手紙は三通あった。

　彼の伝達鳥デイルエリは今いるところから一番近い中継地点に飛ぶよう躾しつけられていて、その中継地点から手紙の宛あて先に適した鳥が選ばれそれぞれ手紙を運ぶというシステムになっている。中継地点は各国のいろいろな町にあって、それが南の国の情報網の要だった。

　今回広兼が運ばせたうちの一通は都撰領の領主宛で、もう一通は東の王宮宛だった。後者は鳥代がどういう状況にいるのかを調べるためだ。最後の一通が、木トー蓮リアにいる伊央への伝言だった。

　これは、広兼なりの保険だった。捕らえられた者が全員《赤い森》にいるとして、なんらかの方法で無事出てこられたとしても瀕ひん死しかもしれない。それをすぐ介かい抱ほうする人間を用意しておくにこしたことはないだろうと思った。そしてその人材として、伊央は最も適していたのだ。

　ただ森から出てきた『領主様達』は、もっと違うことに伊央を利用したようだった。

　伊央は少々興奮気味で続けた。

「で、領主様達は最初警けい戒かいしてたんだけど、俺があの目つきの悪い男に言われて森を見張ってたんですって言ったら信用してくれてさ。そしたらその人達の中にすっげぇ赤い髪と眼の人がいてね、その人に、木トー蓮リアと王都で、同じ種を持った薔薇が咲いているところを知らないかって言われたんだ」

　早苗はぴんと来た。

「うちの薔薇ね」

　王都の早苗の屋敷に咲いている薔薇は、木トー蓮リアの薔薇と同じ種だ。父が木トー蓮リアから持ってきて植えた。早苗は何かの時に伊央にそれを話したのかもしれない。それにしたってたぶん世間話程度だ。伊央がそれを覚えていたことに早苗は驚いた。

「そう。俺覚えてたから、早苗の屋敷に連れてったわけ。したら、なんかすっげぇ薔薇の匂いがして！　一面の薔薇が全部咲いてさ！　すげかったよ！　そんで気付いたら王都にいるんだもん！　なぁ、あれなんか新しい技術なのかな？　俺すげぇびびった！」

「まぁ」

　早苗は言った。

「不思議ね」

　魔法であることを言うと、少し面めん倒どうかもしれないと思ったからだ。

　なるほど、しかしこれで大体状況が理解できた。《赤い森》で茨いばら姫ひめに会った珀はく蓮れん達は、彼女のおかげでたやすく森を出られたのだ。

　理由はいくらでも考えられる。茨姫には二百年という長期間にわたって魔女の魔法がかけられていたわけだし、もしかしたら魔女が森に不ふ可か侵しんの魔法をかける前からあの森の中にいた茨姫には、その魔法自体が無効だったのかもしれない。

　ともあれ森から出た四人は、さらに茨姫の魔法を使って王都にたどり着き、そして王宮へ向かった。舞踏会はもう始まっていたから四人は最初にこの舞踏会のホールへ向かったが北の王妃も広兼もいなくて、事情を教えてくれた伯爵に伊央を預けて広兼達を捜しにホールを飛び出したのだ。

　全体的に、運がよかった。

　茨姫がいなかったら、伊央がいなかったら、伊央が薔薇のことを覚えていなかったら、どれが欠けていても今頃は早苗も広兼もガラスの破は片へんが突き刺さって重じゆう傷しようを負っていたかもしれないのだ。

　ともかく伊央が功労者であることは間違いなかった。伊央に助けられたのだ。

　早苗はもう一度伊央を抱きしめると、心から「ありがとう」と言った。

　すると伊央はまた赤くなって黙り込んでしまった。

　それを見ていた伯爵は、大きなため息をついた。

「まったく、お前が広兼殿下と階段を上ってるのを見た時は心臓が止まるかと思った」

　早苗は伊央を抱きしめたまま、伯爵を見上げて笑った。

「そのドレス、広兼殿下からなんだろう？」

「そうです」

「はぁー。最悪だな。最悪の相手だ」

「まぁ」

　早苗は不満そうに口を尖らせた。

「どうしてですか？」

　伯爵は険けわしく顔をしかめたまま、「一つ」と言って人差し指を立てた。

「一つ断言しよう」

　早苗は小さく首を傾げた。「なんですか？」

「お前の義あ姉ね達は、絶っ対納得しない」

　言われて、早苗は「あ」と思って口に手をあてた。

　そうだ。お義ね姉え様達。

「お前、何か細さい工くでもしてあれらが舞踏会に来られないようにしただろう。招待状は三人全員に届いているはずだからな。お前のことだからそれなりの理由があるんだろうが、自分達の知らないところでお前が結婚相手を見つけてきたと言っても、あっさり納得するような義姉達じゃないだろう？　まして王子だ？　だまされてると決め付けられるに決まってる」

「……」

　いちいちもっともである。

「……小お父じ様」

「そんな目で見るな。今回は小父様は知らんぞ。勝手に動いて皆を心配させおって。自じ業ごう自じ得とくだ。自分でなんとかしろ」

　伯爵の今までにない突き放した言い方に、早苗は困ったようにため息をついた。確かに、伯爵を心配させたことは間違いないのだ。

「ごめんなさい、小父様」

「殿下だろうが誰だろうが、お前の夫になる人間は、少なくとも、三人の人間の拳げん骨こつを覚悟しろと伝えておけ」

　伯爵は早苗に背中を見せて言った。

「林りん灯とうと、お前の義姉と、私だ」

　すると早苗の腕の中の伊央が声を上げた。

「俺も！」

「伊央」

「俺も殴るよ！　ぜってぇ殴る！」

　伯爵はすぐ訂正した。

「四人だ」

「まぁ」

　早苗は少し困ったように言ってから、笑った。







　５　まるで物語のよう







「絶対に駄だ目めよ」

　上の義あ姉ねは断だん固ことして言った。

　ある春の昼下がり。

　木トー蓮リアの町に住む三人の姉し妹まいは裏庭にテーブルを出してゆっくりお茶を飲んでいた。正確にはメイド姿の早苗さなえは焼き菓が子しが焼きあがったかどうか確認しにいったり、紅茶の追加を作りにいったりであまりゆっくりはしていなかったが、少なくとも上の二人の義姉は早苗に準備ができたと呼ばれて席についてから一歩もそこを動いてはいなかった。

　庭の花はまだすべて咲ききっていない。でも蕾つぼみは柔やわらかくその先端をほころばせている。

　焼きあがった林りん檎ごの焼き菓子を持ってきてようやく席に落ち着いた末の妹に、上の義姉は目を吊つり上げて続けた。

「南の王子からの求婚プロポーズなんて、詐さ欺ぎか何かじゃないの？　大体詐欺じゃなくったってあんな遠いところ絶対に駄目。しかも第六王子って末っ子でしょう？　わがままに決まってるわ。あんたみたいな愚ぐ図ずが、王家でうまくやっていけるわけがないじゃないの」

「ほうよほうよ」

　焼き菓子を早さつ速そくほおばりながら下の義姉が同意した。

　早苗はさりげなく下の義姉のカップに紅茶を注そそぎ淹いれる。

　上の義姉はなおも言った。

「あんたみたいなのはね、田舎いなかの、農夫みたいなのんびりしたところにもらわれるのが一番幸せなのよ。そうよ。それなのに、会社なんかやってたら農夫みたいなのは敬遠しちゃうじゃない。だから私がやるって言ったのに」

「へも」

　口を焼き菓子でいっぱいにしたまま下の義姉が喋しやべろうとすると、上の義姉はそれをぎろりと睨にらんだ。吊り上がった細い目をした上の義姉は、それだけで迫力がある。

「口の中のものを全部食べてから話しなさい」

　下の義姉は素す直なおに口の中のものを咀そ嚼しやくし、ごくんと音が聞こえそうな様よう子すで嚥えん下げしてから言った。

「でも、灰かぶりシンデレラが当主になってから商品の質は上がったわよね」

　上の義姉は不ふ愉ゆ快かいげな顔になった。

　下の義姉はぺらぺらと喋る。

「こないだも、私らを足止めしてまであんたが舞ぶ踏とう会かいに行きたかったとは驚いたけどさ」

　正確には早苗は義姉達を北の王おう妃ひに会わせたくなかったから、御ぎよ者しやに言って足止めさせたのだが、そうは説明しなかった。いなくなった継まま母ははのことは、この二人にとっては忘れられるなら忘れた方がいいことに違いないからだ。

　あの人は、この二人にとって決していい母親ではなかったから。

「その成果が南の王子の求婚プロポーズと、龍枝ローエの流通開拓なら、そりゃまぁ私らが行くより全然成果はあったわよね」

　珀はく蓮れんを拾った時、早苗は《赤い森》で龍枝ローエが群生しているのを見つけた。

　希き少しような龍枝ローエの群生地帯を調べれば、その栽さい培ばい方法もわかるかもしれない。そうすれば定期的に流通にものせられる。そういった事業への協力を、早苗は先日の舞踏会の後鳥とり代しろにお願いしていた。

　上の義姉は焼き菓子を摑つかむと、大きく口を開けてむしゃりと食べた。

　早苗は自分で淹れた紅茶をこくりと飲む。

「お姉さまはさ、灰かぶりシンデレラが遠くに行くのが寂さびしいんでしょ？」

　下の義姉がハムのような腕うでを曲げてテーブルに肘ひじをついた。

　この下の義姉は、いつまで経たっても粗そ野やな仕草が抜けない。

「お前だってさっきそうよそうよって言ったじゃない」

　上の義姉はまた下の義姉を睨にらんだ。

　下の義姉は肩をすくめた。

「同意したのは詐欺ってとこ。だって舞踏会から二週間も経ってるのにその王子様とやらからはなんの接触もないじゃない。まぁ詐欺とは言わないまでも、からかわれたんじゃないかと思うわけ。この子馬ば鹿かだから」

「あの、そのことなのですが」

　ここでようやく早苗が口を開いた。

　彼女は紅茶のカップをテーブルに置いて、首を傾かしげて微ほほ笑えんだ。

「今日、広ひろ兼かね様がお義ね姉え様達にご挨あい拶さつにいらっしゃると」

「なんですって？」

　上の義姉が声を上げた。

　その時である。

「お、こっちにいたか」

　屋敷の西の方から声が聞こえた。そちらは早苗からはちょうど正面だったので彼女はすぐに「まぁ」と声を上げたが、二人の義姉は声のした方を振り向いてからあんぐりと口を開けた。

　王子様がいたからだ。

　白い上衣と下衣には金の刺し繡しゆうがしてあって、肩から下がった布は上質の赤だ。髪かみもきちんと整えられ、その襟えりには糸巻きと馬の紋もん章しようがあった。それは王族しか身につけることの許されていない南の国の国紋トーラだ。目つきは少々悪いものの、後ろに身なりのいい従者を従えた彼は、文句なしに王子様だった。

　いや、その前に、二人の義姉はこの男に見覚えがあった、都ト撰セン領で。

「呼よび鈴りん鳴らしても出ないから、回ってきちまった」

「まぁ。申し訳ございません。気付きませんでした」

　早苗は椅い子すから立ち上がると、客人を迎えるべく彼らの前に出た。

「遅れてごめんな。うち正式に求婚プロポーズする時にはこれ着なきゃいけなくてさ。家に取りに帰ったらどこの姫君だって囲まれてなかなか脱出できなかったんだ」

「素す敵てきですね」

「だろう？」

　広兼は笑った。

　節度ある距離をあけて見つめ合う二人は、何者も介かい入にゆうできないような雰ふん囲い気きをかもし出していた。それを二人の義姉は目を見開いたまま見つめている。

　広兼は、まだ椅子に座ったままの、早苗の二人の義姉をちらりと見た。彼は軽く右手を上げた。すると彼の後ろにいた従者が一歩前に出た。

　早苗はこの時、その従者が両手に持った赤い布張りの台の上に乗っているものが何か気付いた。

「まぁ」

　早苗はもう一度声を上げた。

　広兼は、その場に跪ひざまずいて早苗を見上げた。彼は悪いた戯ずらっぽく彼女に笑いかけてから、今度はまっすぐに早苗の二人の義姉を見る。

　義姉達はまだ目の前で起きていることが信じられなかった。

「南の第六王子、広兼と申します。本日は、この、ガラスの靴くつがぴったりと合うご婦人を妻に迎えたく参上いたしました」

　南の王子は、よく通る声で言った。

　従者がもう一歩前に出て、両手に持った台を恭うやうやしく地面の上に置く。

　それは、先日の舞踏会の際に、早苗が池に落とした靴だった。ガラスの欠片かけらが散りばめられている。背の高い上の義姉の大きな足には小さすぎるようだし、むっちりと太った下の義姉の足は入りきらないように見えた。

　けれど広兼は早苗ではなく、早苗の義姉達を見て言った。

「いかがでしょうか」

　先に我に返ったのは下の義姉だった。口の周りに焼き菓子の欠片がついている。彼女はがたりと立ち上がると、唾つばを飛ばしそうな勢いで早苗に言った。

「何やってんの！　早くその靴履はきなさいよ！　こんなチャンス逃のがすつもり!?」

　上の義姉は、下の義姉のその声ではっとしたようだった。

　早苗は、下の義姉に怒ど鳴なられても動こうとはしない。彼女は上の義姉をじっと見ていた。

　上の義姉は早苗を見なかった。

　彼女はガラスの靴をまじまじと見てから、今度は広兼を見た。広兼は彼女を見ている。発言を求められているのは自分なのだと、彼女は理解した。上の義姉はゆっくりと立ち上がった。彼女は逡しゆん巡じゆんするように少し視線を泳がせてから、ようやくまっすぐに広兼を見返した。

　彼らは、あの日昼食を一緒に食べた。そこで何を話したのか、義姉は覚えていなかった。けれどこの目の前の男の人となりは少しだけわかっていた。

　頭がいい。たぶん、他人にもそこそこ優やさしくて、そして身の内に入れた人間は決して裏切らない。そういうタイプの男だ。彼は。この上の義姉は、いろいろな社交場に行き男を見る目だけはよく養っているつもりだった。

　この時初めて、彼女はなぜあの時この目の前の男が昼食を一緒にとることを了承したのか気付いた。

　知りたかったからだ。

　自分の好きな女性の義姉達がどういう人間なのかを。

　好きな人のことを、知りたかった。

「この子は愚図です」

　彼女は言った。

「料理しか取り柄がないくせに、小こ賢ざかしくて、可か愛わいくない」

　広兼はぴくりと眉まゆ根ねを動かしたが、あからさまに不愉快な顔はしなかった。上の義姉は眉み間けんに少し皺しわを寄せて、真ま面じ目めに、言葉を選ぶ様子を見せながら続ける。

「でもいい子です」

　彼女は世界の真理のように言った。

「こんな私達を、家族だと言ってくれる、いい子なんです」

　彼女はまっすぐに広兼を睨み付けている。

「だから、もしこの子を泣かしたら、いくら殿下でも無ぶ事じではすませません」

　そう言ってから、上の義姉は目を伏せた。

「それでもよろしければ」

　広兼は、眉間に皺を寄せた。

「……俺、伊い央おにも早苗泣かしたらぶっ殺すからな、って言われたんだけど」

「まぁ」

　と早苗は笑った。

　彼女は足を踏ふみ出したが、それはガラスの靴に向かってではなかった。上の義姉の前まで行くと、自分よりも背の高い義姉のがりがりの身体からだを、早苗は優しく抱きしめた。

「ありがとう、お義姉様」

　彼女は言った。

「ありがとう」

　上の義姉は早苗に縋すがり付くように手を回した。

　それに最初に気付いたのは下の義姉だった。

「ちょっと！」

　声を上げる。

　義姉に抱きついた腕を緩め、周囲を見渡した早苗もまた驚いた。

　花が。咲いていた。

　本来なら夜に咲く花もすべて。

　その硬かたい蕾つぼみを花開いていた。

　まるで奇き跡せきのように。

　薔ば薇らの香り。

　早苗は振り向いた。

「妾わらわからの祝いじゃ」

「茨いばら姫ひめ！」

　早苗はぱっと顔を輝かせた。彼女と同じ方を見た二人の義姉は、怪け訝げんそうに眉び宇うをひそめた。

　広兼と従者の後ろに、自分達が住む町の領主でもある東の王子と、先日まで我が家に滞在していた北の貴族の娘が立っていたからだ。他にも噓うそのように鮮あざやかな赤い髪を持っている美女と、あの日南の王子と一緒にいた眼鏡めがねの男が彼女に寄り添うように立っている。
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「今のが妾の最後の魔法じゃのう。もう《赤い森》で蓄たくわえた魔力は使い切ってしもうたわ」

「なんですって？」

　珀蓮と名乗っていた娘が声を上げる。

「じゃあもうあなた、魔法を使えないの？」

「花一輪くらいなら咲かせられるぞ。もともと妾の魔力はそんなに大きなものではないのじゃ」

「もったいない」

「もったいないってお前」

　東の王子が眉間に皺を寄せて言う。

「新しら祢ね姫を何に利用するつもりだ」

「利用だなんて人聞きが悪い。便利だから残念ね、ってことよ」

「新祢。僕は魔法が使えなくても新祢が好きだよ」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の男が赤い髪の美女ににっこりと笑いかけると、美女の方は冷静な様子で微笑んだ。

「お前、その何かにつけて好きだよと言うのはやめたらどうじゃ。安く聞こえるぞ」

「これでも我慢してるんだよ。本当なら一呼吸ごとに言いたいくらいだ」

「……今のままでよい」

「早苗」

　広兼は恋人を呼んだ。

「靴を履いて」

　二人の義姉に珀蓮が本当は何者で、他の二人の男女が誰だれなのかを説明していた早苗は、振り向くと「はい」と言って笑った。

　彼女は義姉達の頰に接キ吻スをしてから恭しく置かれた靴の方へ行きその前に立った。義姉達は、珀蓮と男女の正体に、まだ目を白黒させている。新祢のことは、遠い遠い国の王女だと言った。二百年前の王女だと説明すると、必然的に魔女のことも話さなくてはならないから。

　ガラスの靴は、当然ながら早苗の足にぴたりとはまった。

　早苗はにっこりと笑った。

「よかった」

「よし」

　言うと、広兼はあの舞踏会の夜のように早苗を抱かかえあげた。

　自分よりも目線の高くなった早苗を見上げて、南の王子は悪戯っぽい顔で笑う。

「これでやっと、あなたは俺の妻だ」

　風が吹いた。

　花が舞う。

　既すでに東の王子は舞踏会の夜に北の王女を婚こん約やく者しやとして王と王妃に紹介していた。同じその場で西の王子も赤い髪の姫君との結婚宣言をしている。

　王子は姫君と結ばれる。それは、

「まるで物語のようね」

　と誰かが言った。
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　最近流は行やっている歌がある。

　吟遊詩人デイヒルーはどこへ行ってもその歌を所しよ望もうされ、彼ら自身も楽しげにそれを詠うたった。

　三人の王子は、三人の姫君に恋をした。さまざまな難関を越え魔女を撃退し、彼らは麗うるわしい三人の妻を得た。

　その続きは？　と誰かが聞くと、吟遊詩人デイヒルーは決まって答えた。




《赤い森》に行ってごらんなさい。




　すべては、そこから始まったのだ。











　ＥＮＤ．










　あとがきと小話




　お手にとっていただき、ありがとうございます。

　こんにちは、初めまして。山やま咲さき黒くろと申します。

　前回衝しよう撃げきの上巻仕様から続く下巻です。楽しんでいただければ幸いです。

　まずはこの場を借りて謝しや辞じを。

　下巻を出させてくださった担当様、出版社様。本当にありがとうございます。こんな暗いんだかなんだかわかんないような話の続きを出させていただき、とても嬉うれしいです。

　挿絵を描いてくださった起おき家や先生。お忙しい中前回に引き続き、言葉にし尽くせないほど素晴らしい表紙と挿絵を描いていただいて、本当にありがとうございます。

　現時点で表紙の絵だけをいただきましたが、あれはやばいです。やばいですよね。私は興奮して鼻血が出そうになりました。三人が、私的には特に鳥とり代しろが、かっこよすぎて。もう、あー。こんな素敵な人にあんなことやらせたりあんな台詞せりふ吐かせたりしてもいいのか少し悩みました。あのふわっふわの首にかけてるやつに触らせてほしい。

　実は最初に起家先生が挿絵を……と聞いた時は私の地味な話には華はなやかすぎるのではと恐おそれ戦おののいた次第ですが、いただいた登場人物ラフを見て目から鱗うろこでした。私の乏とぼしい想像力では白雪姫と眠り姫以外はただの平凡顔だったので、その違和感のない美男美女ぶりに脱だつ帽ぼう。というか起家先生のラフで初めて彼らの外見をはっきりと知ったくらいです。イラストレーターさんの素晴らしさを痛感しました。

　最後にこの本を手にとっていただいている皆々様。

　主役の妙に多いこの話を楽しんでいただけたでしょうか。

　もし私のこのつたない小説が、読んでくださった方をニヤリとさせたり楽しい気持ちにさせたりすることができたなら、こんなに嬉しいことはありません。

　手にとってくださって、本当に、ありがとうございます。

　感謝してもしきれません。恐れ多くて身の縮まる思いです。恐縮です。

　すみません。

　正直あとがきに謝辞以外なにを書いたらいいのかよくわからないのですが、ページをたくさんいただいたので、あとがきとお礼に代えて、担当者様はじめ全国のオヤジスキーの方々に小話を書いてみました。

　どうぞ。ご賞味くださいませ。








山咲黒










　＊＊＊王様と伯爵と王様＊＊＊




「元げん凶きようはお前だということになるんじゃないのかそれは」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、手に甘かん露ろ酒しゆの入った杯さかずきを持った東の王は言った。

「どこをどう解かい釈しやくしたら私が元凶になるのだ」

　北の王は不ふ愉ゆ快かいげに顔をしかめて、口の中に小こ海え老びの揚あげ物ものをほうりこんだ。

「どこをどう考えてもあなたのせいでしょう」

　そう言うと、都ト撰セン領の伯はく爵しやくはくいと葡ぶ萄どう酒しゆを喉のどに流し込む。

　彼らは王宮の奥の宮にほど近い中庭にテーブルを出し、夜空にぽっかりとあいた穴のような月の下で酒しゆ宴えんを催もよおしていた。舞ぶ踏とう会かいの喧けん騒そうは夜の闇やみに隠れ、王宮自体が寝静まっているようだ。彼らのいる一角だけその夜の静けさからは隔かく絶ぜつされ、まだ舞踏会の余よ韻いんが残っているような匂いが漂ただよっていた。

　正確に言おう。それは酒の匂いだった。

　無む類るいの酒好きであることだけが共通点とも言えるこの三人の壮そう年ねんの男達は、春迎祭イビターの舞踏会が終わった後に、テーブルの上に軽いつまみと思い思いの酒を並べて集まっていた。

　舌したがおかしくなるほど甘い甘露酒から常じよう人じんなら一口で頭に血を上らせてしまいそうな蒸じよう留りゆう酒しゆまで、ところ狭しと瓶びんが林立している。

　恐おそろしいのはそれらの酒をどのように混ぜて飲んでも三人ともけろりとしているということだった。ほどほどに酒を嗜たしなむ南の王に言わせれば、この三人に酒を飲ませるのは豚ぶたに宝ほう石せきを飾かざるよりももったいないことであるらしい。

「私の何が悪いというのだ」

　北の王はなおも言った。

「そりゃあ愛情表現だろう」

「そもそもあなたがあなたの王おう妃ひ殿下にきちんと愛されているという実感を与えられなかったことがまずかったと思いますよ」

　三人の中では北の王が一番若い。逆に年長者は黄き臣おみ伯爵である。

　伯爵は手に持った杯を傾け、出来の悪い生徒を教える家庭教師のような調子で言った。

「よろしいですか。女性というものは貪どん欲よくなものなのです。こちらは一しか持っていないものでも十かけて言わないと彼女達には何も伝わりません」

　一度も結婚していない都撰領の伯爵は、けれど女性にかけては百ひやく戦せん錬れん磨まだ。東の王も、こういった恋愛術に関しては彼に師し事じしていると言っても過か言ごんではない。あの気の強い東の王妃を口く説どき落とす際も、東の王は何度も伯爵に相談に行ったものだった。

「『少し好き』なだけなら『愛している』と言う。その流れる髪かみに触ふれたくなったら『触れないと死んでしまう』と訴うつたえる。基き礎そ中の基礎ですよ」

「『愛している』場合はどうすればいいのだ」

「『死ぬほど愛している』と言うんですよ」

「なるほど」

　素す直なおな北の王は、どこからか紙とペンを取り出してさらさらとメモをとった。

「しかし」

　東の王は大きく息を吐いてテーブルの上に頰ほお杖づえをつく。左手に持った杯には、飴あめ色いろの液体が揺ゆれている。

「今日のことはしばらく噂うわさの種になりそうだな」

　今夜の舞踏会で、東と西と南の三人の王子が結婚相手を公表した。裏には北の王妃がからんだ諸事情があったようだが、それは王族の中では王と王子達しか知らない。途中退席した北の王妃については、気分が悪いらしいと他の王族には言ってあった。その北の王妃と入れ替わるようにして現れた北の王に、東の王妃は何か言いたげに眉び宇うをひそめたが何も聞きはしなかった。

　あの後会場では、あの三人の姫君が誰なのかということについてさまざまな憶おく測そくが飛び交かっていたようだった。特に話題の的まととなったのは西の王子が連れてきた赤い髪の女性だ。一見少女と言ってもいいような年齢に見える彼女が誰なのか、階下にいる貴族達はおろか、階上で座る王族達もよくわからなかった。

　二人の王だけはその説明を受けた。

　亡ぼう国こくの王女。

　はっきり言ってにわかには信じがたい話である。

「私は認めんからな」

　北の王は紙にメモをしながら顔を上げないで言った。

「はぁ？」

　東の王は片かた眉まゆを上げる。

「断じて認めん。お前のとこのエロ王子とうちの可か愛わいい珀はく蓮れんが結婚などと」

「あーほんっとうにお前うざいよね。そういうとこ」

「娘むすめを愛して何が悪い」

「本当に、鳥とり代しろ苦労しそう。このうるさい舅しゆうとのことだけじゃなくて。同情で胸がつぶれそう」

　珀蓮は、はっきり言って東の王妃に似ている。気が強いところも、あの気け高だかい雰ふん囲い気きも。苦労しないわけがない。

「正直私も認めたくありませんね。早苗さなえを王族に嫁とつがせるなんて」

　伯爵は杯を揺らして、大きく肩を落とした。亡なき彼の友人ならばなんと言うだろうか。早苗が幸せならばそれでいいのだと言いそうな気がするが、果はたして幸せになれるのだろうか？

　王族の負う責せき務むは重い。王族というものは国のために存在するからだ。

「……」

「……」

「……」

　はぁー。

　と、三人の男はため息をついた。

　たぶん。

　あの三人の王子の結婚生活は一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

　面倒事の種が多すぎる。

「珀蓮を泣かしたら本当に息の根を止めるからな。お前の息子」

　北の王はぎろりと東の王を睨にらんだ。この目は本気だ。

　この男の妻が魔女であるということには鳥代と同じく東の王も早々に気付いていた。

　魔女と。破は魔まと賢けん者じやと軍人の一族。それに亡き王国の王女までもが今この時代のこの場に集つどった。

　それは、吟遊詩人デイヒルーが詠うたう亡国の再現のようだ。

　おそらくあの三人の王子の結婚生活は一筋縄ではいかない。符ふ号ごうが合いすぎる。何かが起こらないわけがないのだ。

　そうであるならばこの空のあまたの星々に願うことは一つしかない。

　どうか最後には皆が幸せであるように。

　お伽とぎ話ばなしのような『めでたしめでたし』で終わる結末を。

「本当に殺すっ」

「え、うわ泣かないでくださいよ」

「泣いてなどいないっ！」

「じゃあその目から流れ落ちる液体はなんですか」

「涎よだれだ！」

「子供みたいな言い訳をするのはやめてください。お願いですから」

　東の王は笑った。

「なに泣いてんのお前」

「涎だと言っておろうが！　この馬ば鹿か共ども！」

　夜が更ふけていく。

　お伽話はたぶん、始まったばかりなのだ。
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カエルが好きです。でも実物は飼うとうるさそうなので、飼ったことはありません。

ウミガメの赤ちゃんはかわいいので一緒に暮らしてみたいですが成長した姿を考えると無理そうです。残念です。

下巻です。

上巻で終わってないのを見てがっかりした方ごめんなさい。ご満足のいく結末であることを願っています。
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